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士
山

の

歌
群
の
構
造
論
と
し
て

日
Eヨ

忠

目
次

八
六
三
)

て
尼
崎
本
の
朱
注

l 

5
、
官
許
曽
指

(
一
二
八
六
四
)

一一、

の

8 

6 

v
念
目
年
之
八

座

三
、
歌
の
座

17 

(
三
八
六
五
)

7 、

五
船
之

者
也
良
乃
埼
守
早
告
許
曽
(
三
八
六
六
〉

ー

尼
崎
本
の
朱
注

8 

云
舟
者
也
良
乃
埼
多
未
豆
梼
来
跡
所
v
聞
許
奴
可
聞
(
三
八

万

の
後
尾
に

と
も
称
す
べ
き
部
分
が
あ
っ
て
、
そ

六
七
〉

の

」ー

と

る
、
い
わ
ゆ
る
志
賀
白
水

9 

見
而

(
三
八
六
八
〉

郎
歌
が
次
の

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

叩
、
大
船
か
小
船
引
副
可
豆
久
登
毛
戸

v
相
八
方
(
三

ー
、
王
之
不

、
一
行
之
荒
雄
良
奥
か
袖
振
(
三
八
六

O
)

八
六
九
)

2
、
荒
雄
良
乎
将
v
来
可
不
v
来
可
等
飯
盛
市
門
か
出
立
雄
v
待
来
不
v
座

こ
の

の
配
列
は
、

(
本
文
)
• 

に
も
、
西
本

〈
三
八
六
一
〉

-
紀
州
本
な
ど
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
存
諸
本
の
本
文

3
、
志
賀
乃
山
痛
勿
伐
荒
雄
良
我
余
須
可
乃
山
跡
見
管
将
v
偲
(
三
八
六

で
は
、

わ
ず
か
に

に
7

2
二
八
六
六
〉
と
8

2
二
八
六
七
〉
と

一

一

)

が
前
後
し
て
い
る
だ
け
で

(
7
・
8
の
二
首
は
、
第
一
・
二
句
に
共
通
類
似
の

4
、
荒
雄
良
我
去
か
之
日
従
志
賀
乃
安
麻
乃
大
浦
田
沼
者
不
楽
有
哉
(
三

詞
句
を
有
す
る
)
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
右
の
配
列
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一



白
水
郎
歌
の
場

一一

し
か
る
に
、
尼
崎
本
の

文
の
頭
に

き
入
れ
に
は
、

3

(
三
八
六
二
〉
の
歌
の
本

そ
の
信
湿
性
へ
の
疑
問
は
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ζ

れ
を

こ
う
と
す
る
努
力
も
稲
岡
耕
二
氏
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
に
就

本
z工

本
に
云
は
く
、

い
て
」
(
『

的

』

昭

U
年
9
月

以
下
「

」
と
略
称
す
る
)
に

或
本
己
下

「
或
本
に
己
下

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お

し
え
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
本
稿
は
本

三
首

三
首
は

稿
な
り
に
、
ま
ず
そ
の
解
明
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

在
上
云
々

上
に
在
り
云
々
」
と
い
ふ
。

* 

と
注
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、

3
の
歌
を
7

(
三
八
六
六
)
の
歌
の
前
に
入
れ
る

本
の

入
れ
の
中
に
は
、
万
葉
集
原
本
の
も
の
で
な
い
こ
と
の

ベ
き
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
尼
崎
木
の
朱
注
の
示
す
「
或
本
」
の
配
列

明
ら
か
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ

白
水
郎
歌
群
の

8

2
ニ

は
次
の
ご
と
く
で
あ
る

潟
久
孝
「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
『
高
葉
日
』
昭

八
六
七
〉
の
歌
に
あ
っ
て
、
浬
潟
久
孝
「
万

の
方
法
」
(
『
万
葉
集
大

引
年
1
月

以
下
「
揮
潟
論
文
」
と
略
称
す
る
)
。

成
4
訓

』
昭
初
年
2
月
〉
お
よ
び

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す

1
2
4
5
6
3
7
8
9
m
 

な
わ
ち
、

本
の
本
文
の
「
所
開
許
奴
可
聞
」
の
「
所
聞
」
の
右
下
に
、
朱
筆

こ
ん
に
ち
に
伝
え
ら
れ
た
、
右
の
二
つ
の
配
列
の
存
在
(
二
現
形
〉
は
、
ど

で
「
衣
」
(
字
体
は
「
礼
」
に
近
い
)
の
字
が

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
キ

う
し
て
生
じ
た
も
の
か
。
両
者
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
う
る
歌
群
の
原
形
は
、

か

コ
エ
」
の
訓
を
示
す
た
め
に
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
「
エ
」
は
ヤ
行
の

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
(

「
志
賀
白
水
郎
歌

「
延
」
な
ど
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
ア
行
の
「
衣
」
の

い
て
い
る
。

群

一
一
つ
の
現
形
の
成
立

」
臼
田
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
日
本
文
学

そ
れ
は
「
衣
」
の

入
れ
が
ア
行
ヤ
行
の
仮
名
遣
い
の
区
別
が
な
く
な
っ
た

の
伝
統
と
歴
史
』
昭
印
年
1
月
刊
予
定

以
下
「
別
稿
」
と
略
称
す
る
)
に

時
代
(
平
安
時
代
、
十
世
紀
半
頃
以
後
〉
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

述
べ
た
。
本
稿
で
は
志
賀
白
水
郎
歌
群
原
形
の
構
造
を
、
主
と
し
て
そ
の
歌
の

向
説
に
基
づ
い
て
、
こ
の
「
衣
」
の

入
れ
を
め
ぐ
る

Uコ

場
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
、
尼
崎
本
の
朱

現
形
を
段
階
的
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
原
形
本
文
は
尼
崎
本
本
文
の

入
れ
に
孤
立
し
て
存
在
す
る
「
或
本
」
の
配
列
な
る
も
の
が
、
文
献
的

ご
と
く
「
所
開
」
の
二
字
で
「
キ
コ
エ
」
と
訓
ま
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
(
第
一

に
ど
こ
ま
で
信
憲
性
を
も
ち
う
る
か
を
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

段
階
)
。
そ
れ
に
、

に
見
る
よ
う
な
、
仮
名
遣
い
を
誤
っ
た
「
衣
」



の
{
子
の

き
入
れ
が
行
な
わ
れ

二
段
階
)
、

さ
ら
に
、

そ
の
「
衣
」
が
本

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尼
崎
本
の

き
入
れ
に
は
、
本
文
の
正
し
さ

る

け
を
示
せ
ば
(
括
弧
内
は
尼
崎

「
岳
」
(
温
)

「
皮
」
(
類
)

「
異
」
(
類
・
古
)

「
或
一
去
」
(
古
〉

ハ
類
)

(古〉

と
一
致
す

、ーノ、

文
の
中
へ
入
れ
ら
れ
た
形
が
、
古
葉
略
類
緊
紗
の
「
所
聞
衣
」
で
あ
り
(
第
一
一
一

三
七
九
一
題

段
階
)
、

そ
の
後
に
「
衣
」
の
字
体
の
類
似
か
ら
誤
写
の
な
さ
れ
た
の
が
、

類

三
七
九
一

(
中
山
本
〉
の
「
所
開
夜
」
、
あ
る
い
は
西

本
・
紀
州
本
の
「
所

三
八
二
二

聞
礼
」
で
あ
り
(
第
四
段
階
)
、

そ
し
て
「
礼
」

の
字
体
を
改
め
た
の
が
版
本

三
八
四
二
題

に
見
え
る
「
所
聞
櫨
」
で
あ
る
(
第
五
段
階
)
と
考
え
ら
れ
る
。

三
八
五
八

「
此
」

三
八
六
七

「
衣
」

よ
う
な
後
人
の
さ
か
し
ら
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
注
意
す

三
八
八
五

「
ミ
」
抹
消

一
・
紀
)

べ
き
こ
と
は
、
こ
の
尼
崎
本
の
朱
筆
の
「
礼
」
に
近
い
「
衣
」
の

入
れ
が
、

三
八
八
五

「
ホ
」

実
は

の
本
文
と
一
致
し
、

古
集
(
中
山
本
)
や
仙
覚
本
系

三
八
八
七

「
苅
」

ぎl

の
諸
本
の
本
文
に
誤
写
さ
れ
て
い
く
も
の
の
祖
形
を
示
し
て
い
る
と
い

以
上
で
あ
る
。
右
の
う
ち

と
の
一
致
が
六
例
、
古
葉
略
類
家
紗
と
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
尼
崎
本
の
朱

き
入
れ
が
、
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い

一
致
が
三
例
あ
り
、
ま
た
訓
の

き
入
れ
な
ど
に
も
同
じ
傾
向
が
見
え
る
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、
相
当
に
古
い
本
文
の
形
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
ζ

と

か
ら
、
尼
崎
本
の

き
入
れ
は

r、

の
万
葉
集
に

を
、
意
味
し
て
い
よ
う
。

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

も
し
保
安
元
年

(
一
一
二

こ
の
「
衣
」
の

き
入
れ
は
、
尼
崎

者
の
私
案

正
)
で
あ

O
)
に
五
十
余
歳
で
裂
し
れ
h

(
中
右
記
)ー「

所キの
閉コ手
夕立エ tこ
」な

る
も
の
と
何
ら

に
お
け
る
ア
行

る
か
、
そ
れ
と
も
他
本
と
の
校
合
の
結
果
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小

か
の
か
か
わ
り
を
も
っ

入
れ
だ
と
す
れ
ば
、

「
万
葉
集
古
写
本
に
於
け
る
校

入
考
」
(
『
国
語
国
文
』
昭
同
年

ヤ
行
の
混
同
も
当
然
と
い
う
』
」
と
に
な
る
。

5
月
号

以
下
「
小
島
論
文
」
と
略
称
す
る
)

に
考
察
が
あ
り
、
「
所
聞
」

し
か
も
、
尼
崎
本
の

れ
に
は
、
「
一
本
」
「
イ
」
「
或
本
」
「
或
」

の
右
下
の
「
衣
」
と
同
様
の

入
れ
を
諸
本
と
比
較
し
て
、
そ
の
三
本

な
ど
に
よ
っ
て
、
他
本
と
の
校

入
れ
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
が

以
下
の
一
致
を
見
る
例
が
合
計
九
例
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

の
部
分
だ

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が

者
の
私
案
で
な
い
こ
と
は
確
実
な
の
で
あ
る
。

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一一一
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右
の
よ
う

に
お
け
る

れ
の
多
様
性
は
、
す
で
に

机
之
嶋
能
小
螺
乎
伊
拾
持
来
市
石

若
落
欺

付
或
本
入
之
」
。

久
孝
「

に
つ
い
て
」
(
貴
重
図

『
尼
崎
本
高
葉

ま
ず
、
右
の

に
「
或
本
」
云
々
と
示
さ
れ
た
本
文
の
形
と
ほ
ぼ
一
致
す

集
』
解
説
、
昭
7
年
日
月
〉
を
し
て
「

よ
り
も
多
く
の
異
本
に
よ
っ
て

は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

校
合
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
事
は
本

の
校
合
本
と
し
て
の

か
ら
し

ω

・
西
本

ω古
葉
略
類
緊
一
例

ωナ
シ

ω古
葉
略
類
豪
紗

ω類
緊
古
集

-
紀
州
本
ほ
か

め
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

* 

さ
て
、
当
面
の

3

(
三
八
六
二
)
の

に
近
づ
く
た
め
に
、
多
様
な

尼
崎
本
の

き
入
れ
の
中
か
ら
「
或
本
」
と
す
る
形
式
の
も
の
の
み
を
抜

き
出
し
て
み
る
と
、
次
の
六
例
が
あ
る
。

(
後
述
の
仰

ωも
「
或
本
」

の
週
間
を

(6) 
西

-
紀
州
本
ほ
か

ω三
七
九
一

応
~IJ 
形
式

目--， ~ 

阿 C
荏ヵて
TfM扱
山， > 

此九
翁}

哉
Lー

の
ー「

吹
Lー

一
本
の
み
一
致
す
る
も
の
は
、
古
葉
略
類
緊
紗

(ω
糾
)
と

(5) 

含
む
が
、

の
右
下
の

「或

〉
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
尼
崎
本
の

れ

の
傾
向
と
必
ず
し
も

本
元
此
字
云
ご
。

矛
盾
し
な
い
。
が
、
特
に
「
或
本
」
の
場
合
は
古
葉
略
類
豪
紗
と
の
一
致
が

ω三
八
一①

 

云々
」。

I 

田

」ー

の
右
下
の

「
或
本
元
此
説

で
あ
る
。
司
、防
は

に
本
文
の
現
存
し
な
い
と
-
」
ろ
だ
か
ら
、

明
ら
か
に

と
一
致
し
な
い
「
或
本
」
は

ω
の
み
と
い
う
こ
と
に

ω三
八
四

O
、
歌
詞
の
上
の

ω三
八
五
七
左
、

「
将
播
」
の
右
下
の

「
或
本
作
苧
」
。

な
る

(ω
に
示
さ
れ
た
「
苧
」
の
字
が
、
本
文
批
評

な
も
の
で
あ
る
乙

」
の
「
結
紛
」
の
右

」ー

と
は
、

文
に
説
か
れ
て
い
る
)
。

尼
崎
本
の

ー「

」
は
、

古
葉

の
右
に

べ
き
も
の
)
の

「
係
臆
或
本
」
。

の
依
拠
し
た
万
葉
集
に
近
い
、
由
緒
あ
る
古
写
本
だ
っ
た
の
で
は
な

例
三
八
七
八
、

歌
調
の
下
の

「
所
開

机
乃
嶋
能
小
螺
乎
伊
捨
持
来

か
ろ
う
か
。

而
」
の
左
の

「
或
本
田
所
聞
字
己
下
在
次
寄
等
」
。

* 

紛
三
八
八

O
、
歌
詞
「
石
以
都
追
伎
:
:
:
」
の
右
の

ー「

乃

と
こ
ろ
で
、

「
或
本
」
を
は
じ
め
と
す
る
尼
崎
本
の

き
入
れ
が
他
本



f‘、

と
の
校

き
入
札
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
校
合
は
尼
崎

ω第
六
(
二

日
・
二
四
二
二
一寸

山
雄
不
有
不
相
日
敷

者
が
行
な
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も

の
際
に
す
で
に
そ
の

本

Lー

の

の
「
不
字
可
在
有
下
敷
、
但
如
本
」
。
(
「
本
」
は
「
常
」

校

入
れ
の
存
し
た
も
の
か
。

を
消
し
て
右
に

か
れ
て
い
る
J

は
、
「
天
治
本
、

尼
崎
本
、
神
田
本
等
に
見
え
る

』
の
如

仲
第
十
一

〈一

O
五
頁
)
、

4
・
五
三
二

ー「
百竺台

」
の
二
字
の
聞
に
。
符
を

き
他
本
と
の
校
合
の

れ
も
各
々

本
の
ま
ま
の

か
と
思
は
れ
」
る
と

し
、
そ
の
右
に
「
去
本
ー」
と
す
る
も
の
。

し

。〉

き
入
れ
に
つ
い
て
も
、

「
朱
筆
は
本
文
の
墨
筆
と
同
筆

り
第
十
一

(
一
三
四
頁
)
、

加
・
四
三
六
一
題
、

ー「

L 

の
右
の

ー「

如

か
と
思
は
れ
る
故
、

尼
崎
本
の
朱
本
は
校

本
と
み
と
む
ベ

。
」
と

本」。

す
る
。

十

(
一
四
九
頁
)
、

7

・
一
二
五
回
訓
「
か
ち
の
を
む
」

の
右
下
の

こ
れ
は
う
な
ず
か
れ
る
見
解
で
あ
っ
て
、

実
は
、

「
或
本
」
と
の
校

「
本
ま
h

」。

入
れ
が
す
で
に

に
存
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

に
語
る
例
が
あ
る
。

約
第
十
二
(
六
頁
)
、

日
・
四
二
七
六
「

夫
等
」
の
右
に

「
マ
ウ
チ
キ

そ
れ
は
次
の
二
つ
の

き
入
れ
で
あ
る
。

ミ
タ
チ
」
と
し
、
そ
の
下
に
「
本
云
今
案
云
々
」
と
す
る
も
の
。

明
三
八
六
二
、

の
上
の

「
本
云
或
本
己
下
三
首
在
上
云
々
」

付
第
十
三
(
一
三
頁
)
、
日
・
三
七
二
二
「

」
の
右
上
の
「
如
本
」
。

制
三
八
七
五
、
「
琴
酒
乎
」
の
「
酒
」
の
右
の

一「

7人

本
ニ
或
本
」
。

ω第
十
四
〈
五
七
頁
〉
、

見
・
三
六
九
五
作
者
「
六
魚
」
の
下
の
「
如
本
」
。

こ
こ
に
も
「

」
と
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
「
本
云
」
と
か
「
本
-
こ
と

四
(
一

一
八
頁
)
、

2
・
一
六
六
作
者
「
大

の
右
下
の
「
如

か
の
語
句
の
お
か
れ
て
い
る
点
が

ω1ω
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
逃

本」。

が
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
二
六
頁
)
、
日
・
四
二

O
七
歌
詞
の
上
の
「

訓
也
可
考
」
。

い
っ
た
い

き
入
れ
に
お
い
て
「
本
云
」
と
か
「
本
ご
と
か
い
う

の

こ
れ
ら
の

入
れ
に
お
け
る
「
本
」
が
「
も
と
」
と
も
読
め
る
も
の
で
あ

「
本
」
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

る
こ
と
は
、

ω
に
お
い
て
「
本
」
が
「
常
」
と

て
い
る
ζ
と
か
ら
窺
わ

(
中
山
本
)
の

き
入
れ
(
墨
)
で
「
本
」
の
語
を
用
い
た
も
の

れ
る
が
、
普
通
「
本
」
は
「
ホ
ン
」
で
あ
り
、

を
意
味
す
る
。

を
列
挙
し
て
み
る
(
頁
数
は
臨
川

』
に
よ
る
)
。

的

w
は
本
文
の
「
不
」
字
の
位

じ
疑
問
を
も
ち
な
が
ら
〈
実
は
本
文
が
正
し

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

五



志
賀
白
水
郎
歌
の
場

， ノ、

ど
お
り
に
し
て
お
く
と
い
う
。

仲
は
「
去
」
字
の

れ
が
、

ゆ
第
二
(
一
一

O
頁
)
、
日
・
四
二
三
九
平
仮
名
訓
の
第
一
行
の

ー寸
ρ、
j 

私
案
で
は
な
く

の
ま
ま
の
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

川W
川門川
w同
W

の
ーi

如

案」。

「
布
禰
」
、

ωは
「

り
は
「
私
拙
懐
」
、

開
」
、
例
は
「
大
来
皇
女
」
と
あ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
注

併
は
「
か
ち
し
も
」
、
村
は

助
第
四
(
一

O
頁)、

8
-
一
五
九
一
左
注
末
尾
に
墨
で

「
今
案
以
前
寄
等

本
」
、
村
の
「
本
ま
h

」
も
、

有
秋
心
之
寄
等
相
交
而
」
云
々
と
注
す
る
も
の
。

者
は

本
に
疑
問
を
も
ち
つ
つ
も
「
本
」
の
ま
ま
に

す
る
と
い
う
。
川
も

倒
は

す
る
注
記
で
、
編
修
者
敦
隆
の
注
し
た
も
の
。
助
切
は
元
暦

に
付
さ
れ
て
い
た

参
考
に
残
し
て
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
で
に

本
に
平
仮
名
の
訓
な
く
、
し
か
も
類
家
古
集
の
訓
は
独
特
の
も
の
で
、
川
W
も
結

的
の
「
註
に
依

ω
の
ご
と
き
「

忠

一
の
誤
字
が
知
ら
れ
よ
う
。
」
と
し
て
い
る
。
や
や

要
す
る
に
「
本
」
は

」
(
『国
語
国
文
』
昭
U
年
1
月
号
)
が
、
川
w
ω
W
M
W

者
の
さ
か
し
ら
も
あ
る
が
」
、
竹
村

句
は
独
特
の
訓
で
あ
る
。
武
田
祐
吉

『万

士
山
』

(昭
3
年
3
月
、
四
一

ー「

例
の
四
例
を
挙
げ
て
、

頁
。
『
武
田
祐
吉
著
作
集
6
』

二
七
八
頁
)
が
、

類
緊
古
集
の
訓
の
上
に
「
今

案
」
と
あ
る
も
の
は
敦
隆
の
下
し
た
訓
で
は
な
い
か
と

っ
た
の
は
、

ω助
切

く
ど
く
な
っ
た
が
、

ー「

本
」
(
あ
る
い
は
「
祖
本
」
)

の
こ
と
で
あ
る
。

約
の
「

V 

」
も
同
じ
く
敦
隆
の
本
文
に
関
す
る

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

注
と
見
て
よ
い
。

の
「
本
云
或
本
」
と
同
形
式
の
注
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

こ
の
よ
う
な
敦
隆
の
自
注
と
目
さ
れ
る
例
J
倒
の
「
今
案
」
は
、
中
山

的
の
「
本
云
今
案
」
で
あ
る
。

類
緊
古

で
は
、

「
今
案
」
と
す
る
も
の
が
、

緊
古
集
の

か

ま
で
(

者
甲
)
に
限
っ
て
あ
る
。
対
し
て
、
先

ま
た
は
祖
本
を
示
す
「
本
」
の
語

(ωJω)

こ
の
ほ
か
に
五
例
あ
る
。

に
見
た
中
山
本

の

的
第
一

(
九
九
頁
〉
、

m
-
一
八
九

O
「
友
鴛
」

の

「
友
」

の
右
に
朱
で

は
、
主
と
し
て
第
十
一
か
ら
第
十
四
ま
で
(

の
聞
に
集
中
し
て
い

「
犬
」
と
し
、
そ
の
下
に
「
或
作
犬

」
と
す
る
も
の
。

司。。

ω第
二
(
一

O
頁)、

m
-
一
九
七
五
平
仮
名
訓
の
第
二
行
の

一寸

A 
J 

こ
れ
は
両

の

の
相
違
を
示
す
も
の
で
、
的
を
注
し
た
第
十

案」。

二
の

(
丙
)
は
、

ー「

大
夫
等
」
の
傍
訓
「
マ
ウ
チ
キ
ミ
タ
チ
」
に
墨

二
(
四
六
頁
)
、

目
・
四
一
二
七
平
仮
名
訓
の
第
一
行
の

ー「
ム、
7 

で
「
本
云
今
案
」
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
第
二
の

(
甲
)
だ
っ
た

案」。

ら
、
こ
れ
も

ω扮
ωの
よ
う
に
朱
で
「
今
案
」
と
注
し
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な



ら
、
例
の
「
本
云
今
案
」
の
「
マ
ウ
チ
キ
ミ
タ
チ
」
は
、
元
暦
本
・
古
葉
略
類

無
理
は
な
い
の
だ
が
、

押
さ
へ
、

を
垂
る
」
は
、

詩
語
「

しー

と

来
紗
に

く
、
元
暦
校
本
結
「
ヲ
ホ
マ
チ
キ
ミ
ラ
」
や

仮
名
訓

の
関
連
に
お
い
て
も
、

日
本
語
と
し
て
も
、

い
か
に
も
不
自
然
な
か
か
り
方
で

「
き
み
ま
す
ら
を
に
」
な
ど
と

な
っ
た
も
の
で
、
や
は
り
敦
隆
の
訓
と
思

あ
る
。

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
一
方
で
は
、

「
喪
こ
の
{
子
を
、

諸
本
に
異
同
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら

中
山
本
類
緊
古
集
に
お
け
る
「
本
一
五
」
の
「
本
」
は
、
そ
の
祖
本
た

ず
、
「
美
」
「
殊
」
「
醸
」
「
零
」
な
ど
の
誤
字
と
す
る
説
が
跡
を
絶
た
な
い
。

本

へ
と
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
。

そ
の
く
せ
、

「
酒
」

の
字
を
疑
っ
た
説
の
一
つ
も
管
見
に
入
ら
ぬ
の
は
、
ど

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
尼
崎
本
に

れ
た
の
「
本
云
或
本
」
と
同

う
し
た
ζ

と
か
。
尼
崎
本
に
「
本
-
こ
と
し
て

「
或
本
」
に
「
酒
」
を
「
頭
」

「
本
ニ
或
本
」

と
の
注
も
、
す
で
に
尼
崎
本
の
祖
本
に
存
し
た
「
或
本
」
と
の

と
す
る
と

て
い
る
の
に
。

は
ー「

ト

き
入
れ
で
あ
る
ζ

と
を
示
す
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
の

湘
に
来
居
る
影
媛
」

コ
ト
ガ

L
コ

(
武
烈
前
紀
歌
謡
、
九
一
一
)
と
歌
わ
れ
、
神
を
迎
え
る
準
備
の
表
現
に
「
琴
頭

尾
」
(
神
功
摂
政
前
紀
、

こ
れ
は
一
考
の
要
が
あ
ろ
う
。
「
琴
頭
」

「
或
本
」
そ
の
も
の
は
、
尼
崎
本
祖
本
の
成
立
時
に
存
在
し
た
古
本
で
あ
り
、

本
祖
本
の
注
者
が
そ
の
本
文
に
強
い
関
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
」
」
と
が

仲
哀
九
年
三
月
〉

の
語
も
見
え
る
。

「
琴
頭
に
来
居

想
像
さ
れ
る
。

る
」
が
、

の
言
う
よ
う
に
「
神
ヲ
降
シ
参
ラ
ス
ル
時
、
琴
ヲ
弾
ハ
、

ωに
「
本
ニ
或
本
」
と
し
て
示
さ
れ
た
本
文
「
な
」
は
、
「
頭
」
の

で、

其
琴
頭
ニ
影
向
シ
タ
マ
フ
故
、
影
ト
ッ
、
ヶ
タ
マ
フ
ヘ
キ
」
序
詞
だ
と
す
れ
ば
、

そ
の
「
或
本
」
で
は
三
八
七
五
の
初
句
が
「
琴
頭
乎
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

影
と
な
っ
て
「
琴
頭
に
来
居
る
」
神
が
「
琴
頭
を
押
す
」
と
い
う
こ
と
も
無
い

日

「
琴
」
は
「
弾
(
引
)
く
」
も
の

と
も
限
ら
な
い
。

あ
る
い
は
演
奏
法
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
本
文
は
、
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

の
「
琴
酒
乎
」
は
、
諸
説
紛
紛
、

い
ま
だ
に
解
決
を
見
な
い
枕
調
で
あ

だ
が
、
「
琴
頭
」
は
「
押
す
」
も
の
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

〈
ヒ
ク
と
オ

る
。
通
説
は
、
長
流
管
見
に
「
琴
を
押
へ
、
酒
を
は
た
る
誌
に
よ
り
て
、
お
し

ス
と
は
対
義
語
で
あ
る
)
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
琴
頭
を
」
が
「
押
し
」
の
枕
詞

た
れ
小
野
ト
ハ
つ
、
け
た
り
。
」

と
し
た
(
季
吟
拾
稽
抄
、

契
沖
代
匠
記
も
ほ

な
の
で
は
な
い
か
。

ぽ
同
じ
)
の
を
一
歩
も
出
な
い
。
懐
風
韻
の
詩
語
に
も
「
琴
酒
」
が
あ
る
(
田

「
頭
」
と

「
酒
」
と
は

の
字
体
に
似
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

「
琴
酒
」
の

辺
史
百
枝
「
琴
酒
開
ニ
芳
苑
こ
)
か
ら
、

こ
の
字
面
か

ら
れ
な
い
の
も

詩
語
が
あ
る
だ
け
に
、

お
こ
り
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

志
賀
白

の

七



志
賀
白

の
場

八

正
否
は
と
も
あ
れ
、

に
「
本
ュ
或
本
」
と
し
て

さ
れ
た
「
琴
頭
乎
」

尼
崎
本
の
本
文
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
本
文
の
配
列

(
1
2
3
4
5
6
7
8

の
本
文
は
、
孤
立
し
て
は
い
る
が
、

る
本
文
で
あ
る
こ
と
疑
い
な
い
。

9
m
)
に
対
し
て
、
尼
崎
本
朱
注
或
本
の
配
列

(
1
2
4
5
6
3
7
8
9叩
〉

仰
の
「
本
云
、
或
本
」
の
朱
注
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

例
制
に
示
さ
れ
た
本
文
が
孤
立
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
巻
十
六
は
、
元
暦

が
ほ
ぼ
対
等
の
存
在
理
由
を
主
張
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
節
で
明
ら

か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
従
来
の
構
成
論
が
多
く
諸
本
本
文
の
配
列
の
み
に
よ

校
本
・
紀
州
本
(
巻
十
ま
で
の
系
統
)
な
ど
が
現
存
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の

代
賭
本
・
朱
本
の
本
文
も
窺
う
す
べ
が
な
い
。
も
し
そ
れ
ら
の
古
本
が
出
現
す

っ
て
い
た
の
は
、
や
は
り
片
手
落
ち
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

尼
崎
本
朱
注
或
本
の
配
列
を
そ
の
ま
ま
で

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
こ
に
の
仰
の
「
本
」
の
「
或
本
」
と
同
様
の

「
あ
ざ
や
か
な
排
列
」
と
す
る

こ
と
に
も
、
尼
崎
本
朱
注
或
本

本
文

れ
が
見
ら
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

の
配
列
を
「
原
配
列
」
と
し
諸
本
本
文
の
配
列
を
誤
写
と
す
る

こ
と
に
も
、
わ
た
し
は
賛
成
で
き
な
い
。
そ
の
過
程

っ
て

注
① 

ω
の
「
或
本
元
此
説
一
広
々
」
を
、

稲
岡
論
文
は
、

ωωωω
と
朱
の

言
え
ば
、
万
葉
集
巻
十
六
原
本
ま
た
は
そ
の
原
資
料
に
お
け
る
志
賀
白

の
太
さ
も
異
な
り
、

同
人
の
同
時
の

lま

群
の
原
形
は
、
諸
本
本
文
と
も
尼
崎
本
朱
注
或
本
と
も
異
な
り
、
次
の
ご
と
き

考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
除
外
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の

配
列
の
十
二
首
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
将
来
の
筆
跡
鑑
定
に
ま
ち
、
「
或
本
元
ニ
此

O
一
一
五
々
」
と
い
う

形
式
に
お
い
て
、

ωと
ωと
は
共
通
の
も
の
と
し
て
扱
う
。

② 

は

三
八
一
七
に
脚
註
せ
ず
、

し
た
が
っ
て

ωの

2
荒
雄
良
乎
将
v
来
可
不
v
来
可
等
飯
盛
市
門
が
出
立

不
v
座

v
待
来

1
王
之
不
v
遺
ホ
情
進
ホ
行
之
荒
雄
良
奥
朱
袖
振

「
或
本
」
と
一
致
す
る
の
だ
が
、
歌
詞
の
前
行
に
「
田
直
者
多
夫
世
」

A 

3
志
賀
乃
山
痛
勿
伐
荒
雄
良
我
余
須
可
乃
山
跡
見
管
将
ν
偲

と
「
反
」
の
字
を
落
と
し
て

い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
古
葉
略
類

緊
紗
に
全
然
「
此
説
」
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

4
荒
雄
良
我
去
ホ
之
日
従
志
賀
乃
安
麻
乃
大
浦
田
沼
者
不
楽

有
哉

一一、

の

去
亦
之
日

大
浦
田
沼
者
不
楽



B C 

有
哉

豆
毛
遺
米
情
出
不

産
業
乎
波
不
v
念
呂
年
之
八

(3) 

d己、

賀
乃
山
痛
勿
伐
荒
雄
良
我
余
須
可
乃
山
跡
見
管
将

偲

7
奥
鳥
鴨
云

良
乃
埼
守
早
告
許
曽

8
奥
鳥
鴨
云
舟
者
也
良
乃
埼
多
未
豆
梼
来
跡
所
v
聞
許
奴
可
聞

9
奥
去

方言

日
大
船
朱
小
船
引
副
可
豆
久

方

相
八.

の
現
形

C
7
8
9
m
 

A
1
2
3
4
、

は
、
諸
本
本
文
の
配
列
ど
お
り
で
あ
る
。

-
大
君
の
遣
さ
な
く
に
情
進
に
行
き
し
荒
雄
ら
沖
に
袖
振
る
(
三
八
六

O
)

2
荒
雄
ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
飯
盛
り
て
門
に
出
で
立
ち
待
て
ど
来
ま
さ
ず

(
一
二
八
六
一
〉

3
志
賀
の
山
い
た
く
な
伐
り
そ

ら
が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ
偲
は
む

(
三
八
六
二
)

ら
が
行
き
に
し
日
よ
り
戸

の
海
人
の
大
浦
田
沼
は
さ
ぶ
し
く
も
あ

4 
る
か

(
三
八
六
三
)

ー
の
歌
、
「
大
君
の
遣
さ
な
く
に
情
進
に
行
き
し

ら
」ー

は、

左
注
に
記

な
発
船
状
況
の
客
観
的
表
現
。

「
沖
に
袖
振
る
」
は
、

荒

雄 さ
のれ
、た

沖ょ
のう
海2
坂ま
で
の
別
れ

を
見
納
め
る
袖
振
り
を
、
客
観
的
に
歌
う
。

ー「

た
ば
」
(
却
四
四
二
四
)

る

山
坂
や
海
坂
で
の
別
れ
に
お
い
て
は
、

せ
な

「
夫
の
が
袖
」
(
比
三
四

O
二
)
は
「
家
な
る
妹
」
(
却
四
四
二
三
)
「
妹
が
門
」

は
、
原
形
の

B
群
に
お
い
て
A
群
と

て
い
る

{43二
首
を
削
除
し
た
形

(
2
一
一
一
二
、

比
三
三
八
九
〉
に
向
か
っ
て
振
ら
れ
、

家
郷
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

で
あ
り
、

或
本
の
配
列

C
7
8
9
m
 

A
1
2
、

複
す
る
二
首
を
省
略
す
る
の
に
、

A
群
に
並
ぶ

3

は
、
原
形
の

A
B
両
群
に

4
の
二

を
一
緒
に
切
り
出
し
た
形
で
あ
る
。

* 
白
水
郎
歌
群
十
二
首
の

見
ょ
う
。

A
群
四
首

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

て
の
「
三
輪
山
」

(
l
一
七
・
一
八
〉
「
大
和
島
」

(
3
二
五
四
・
三

O
一
ニ
〉
「
筑

波
山
」
(
比
三
三
八
九
)
な
ど
の
山
々
が
見
納
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
山
は
、

平
離
る
夷
の
長
明
叩
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
相
島
見
ゆ
(
炉
問

あ
た
り

)

(

3

二
五
五
)

見
ゆ
。
」

と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
別
れ
て
行
っ
た
者
が
帰
っ
て
来
る
時
も
、
山
坂
・
海
坂

か
ら
最
初
に
見
る
は
ず
の
、

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
復
原
し
た
戸

九



志
賀
白
水
郎
歌
の
場

O 

ー
の
歌
で
「
荒
雄
ら
沖
に
袖
振
る
」

と
歌
わ
れ
る
荒
雄
の
袖
振
り
も
、

ー「

門

妹
が
門
い
や
遠
そ
き
ぬ
筑
波
山
隠
れ
ぬ
ほ
と
に
袖
ば
振
り
で
な

に
出
で
立
ち
待
」
つ
妻
に
向
か
っ
て
、
ま
た
家
郷
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「
志

(
比
一
二
三
八
九
〉

賀
の
山
」
を
見
納
め
つ
つ
、
な
さ
れ
た
は
ず
だ
。

こ
の
東
国
人
の
、
筑
波
山
を
見
納
め
つ
つ
「
妹
が
門
」
に
向
か
っ
て
す
る
袖
振

武
田
全
註
釈
(
増
訂
版
)
の
「
ユ
キ
シ
と
過
去
に
言
っ
て
い
る
か
ら
、
別
れ

り
は
、
「
足
柄
の
御
坂
に
立
」
(
却
四
四
二
三
)

つ
て
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
か
。

を
惜
し
む
姿
と
見
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
」

と
指
摘
す
る
矛
盾
の
よ
う
な
も
の

そ
れ
ら
は

に
別
れ
て

に
入
る
た
め
の

魂
の
袖
振
り
で
も
あ
る
。

に
対
し
て
は
、
「
行
き
し
」
が
過
去
の
発
船
で
あ
り
、
「
沖
に
袖
振
る
」
が
現
在

旧
拙
稿
(
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
の
形
成
」
『
文
学
』
昭
辺
年
8
月
号
)

海
坂
で
別
れ
を
惜
し
む
姿
だ
と
見
れ
ば
、
解
決
が
つ
く
。
具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。

ウ
ナ
サ
カ

水
江
浦
嶋
子
が
「
海
界
を
過
ぎ
」
た
の
は
発
船
し
て
か
ら
「
七
日
」
後
で
あ

は
、
荒
雄
の
袖
振
り
を
鎮
魂
の
呪
術
と
見
た
が
、
そ
れ
を
遭
難
溺
死
を
前
に
し

て
の

と
し
た
の
は
誤
り
で
、
海
坂
で
の

に
お
け
る
鎮
魂
と
見
る
べ
き

っ
か
~
1
レ

(
9
一
七
四

O
)
ま
た
、

な
の
で
あ
っ
た
。
中
西
進
氏
「
志
賀
向
水
郎
歌
」
(
『
万
葉
集
研
究
第
一
集
』
昭

大
君
の
御
命
恐
み

あ
き

朝 づ
な島
ざ大
tこ 手口
水かを
手乙過
のぎ
声て
し
つ
つ

大
伴
の
御
津
の
浜
辺
ゆ

幻
年
4
月
、

の
ち
『
山
上
憶
良
』
所
収

以
下
「
中
古
「

と
略
称
す
る
〉

大
船

真
樟

行、し
き、じ
し、貫
君き

タ
な
ぎ
に
揖
の

Cコ、

て
い
る
魂
を
呼
ぶ
、

一
種
の
鎮
魂
の
行
為
」

と
す
る
の
は
正
し

音
し
つ
つ

(
日
一
二
三
一
三
ニ
)

と
も
し
び
の
明
石
大
門
に
入
る
日
に
か
漕
ぎ
別
れ
な
む
家
の
あ
た
り
見
ず

「
荒
雄
の

に
対
す
る
袖
振
り
の

カ£

こ
の
折
の
葬
送
集
団
に
お
い

て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
荒
雄
も
ま
た
袖
を
ふ
っ
て
い

〈

3
二
五
四
)

名
ぐ
は
し
き
稲
見
の
海
の
沖
つ
波
千
重
に
隠
り
ぬ
大
和
島
根
は

る
」
と
解
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

2
の
歌
は
、

ー
の
「
行
き
し
荒
雄
ら
沖
に
袖
振
る
」
に
対
し
て
、
妻
が
「
門

(
3
三
O
三
)

に
出
で
立
ち
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」
と
歌
う
。

「
行
く
」

に
対
し
て

「
待
つ
」
、

大
和
の
家
郷
を
出
、

の
御
津
の
浜
辺
か
ら
西
方
へ
発
船
し
た
(
「
行
き
し
」
)

「
袖
振
る
」
に
対
し
て
「
門
に
出
で
立
つ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
妻
が

男
は
、

何
日
か
を
経
て
海
坂
た
る
明
石
海
峡
に
さ
し
か
か
る
と
、

生
駒
連
峰

「
出
で
立
ち
待
」
つ
「
門
」
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
夫
荒
雄
の
袖
振
り
の
対

(
「
大
和
島
根
」
)
を
「
家
の
あ
た
り
」
と
見
納
め
つ
つ
、
漕
ざ
「
別
れ
」
る
の

象
な
の
で
あ
っ
た
。

で
あ
り
、
た
ぶ
ん
幻
視
の
「
妹
が
門
」
に
向
か
っ
て
袖
を
振
る
の
で
あ
ろ
う
。

3
の
歌
で
「

が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ
偲
は
む
」
と
妻
の
歌
う
「
志



目賀
的1の
に山
し」
て も
や
》っ

て
来
る
山
L 

r、
折
口
口

訳
¥../ 

の
見
納
め
た
山
で
あ
り
、

の
際
も
「

が
そ
れ
を

要
す
る
に
、

ー
は
白
水
郎
の
立
場
か
ら
「
沖
」
の

の
「
袖
掻
」
り
を

で
あ
っ
た
。

3 
の

も
2
の
歌

し、、

2
・
3
は
1
に
対
応
し
て
妻
の
立
場
か
ら

を
待
つ
思
い
を
、

2 
は

と
と
も
に
l
に
対
応
す
る
。

「
門
」
に
、

3
は
「
山
」

に
託
し
つ
つ
歌
う
。

4
は
3
の

「
志
賀
の
山
」
に

2
の
「
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」
は
、

て
3
の
「
見
つ
つ
偲
は
む
」
は
、
人
麻
目
の
石
見
相
聞
歌
で
「
高
角
山
の
木
の

い
う
ま
で
も
な
く
妻
の
こ
と
ば
だ
。
そ
し

「
大
浦
田
沼
」
を
対
置
し
つ
つ
、

白
水
郎
の
立
場
に
戻
り
、

「
さ
ぶ
し
く
も
あ

る
か
」
の
詠
嘆

め
く
く
る
。

思 間
ひょ
萎 り
え我
てが
偲、振
ふ、る
か袖
む、」

妹 i?

¥dノ

を
見
ょ
う
と
す
る

「
妹
」
が
「

の

の
時
間
的
経
過
は
ど
う
か
。

ー
は
過
去
の
発
船
か
ら
現
在
の
海
坂
で
の

(
が
門
)
」
(
一

一二
一
)

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

ま
で
。

2
は
1
に
対
応
す
る
。
た
と
え
ば

「
門
」
に
待
つ
妻
の
心
な
の
で
あ
る
。

:
:
大
伴
の
御
津
の
浜
辺
ゆ
:
:
:
行
き
し
君
い
つ
来
ま
さ
む
と

2
・
3
が
妻
の
立
場
で
歌
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、

4
は
1
の
客
観
の
立
場
に

戻
る
。
ー
の
「
行
き
し
荒
雄
ら
」
か
ら
出
陣
し
て
「
荒
雄
ら
が
行
き
に
し
日
よ

あ

ま

り
」
と
歌
い
お
こ
し
、
「
志
賀
の
白
水
郎
」
全
体
を
視
野
に
入
れ
る
。
「
大
浦
田

(
日
一
ニ
三
一
二
三
)

筑
紫
へ
下
る
夫
が

を
発
船
し
て
「
行
き
し
」
時
か
ら
、
家
の
妻
は
夫
を

「
い
つ
来
ま
さ
む
と
」
待
ち
n

つ
け
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、

が
「
行

郎
歌
十
首
」
『
万
葉
集
新
説
』
昭
お
年
日
月
、
『
古
文
芸
の

二
九
二
頁
)
で
、

「
来
む
か
来
じ
か
と
」
待
つ
。
そ
し
て
、

る
」
別
離
の
時
に
い
た
っ
て
「
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」
と
聞
く
の
で
あ
ろ
う
。
水

江
浦
嶋
子
も
「
七
日
ま
で
家
に
も
来
ず
て
海
坂
を
過
ぎ
」
〈
9
一
七
四

O
)
た。

き
し
」
時
か
ら
、
妻
は

「
沖
に
袖
振

沼
」
は
「

カ
住
ん
で
ゐ
た
」
部
落
(
高
木
市
之
助
「
筑
前
国
志
賀
白
水

白
水
郎
集
団
の
生
活
の
場
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
さ
ぶ
し
く
も
あ
る
か
」
は
、

志
賀
の
白
水
郎
全
体
の
「
さ
ぷ
し
」
主
だ
。
こ
こ
に
は
荒
雄
の
妻
の

3
は
、
荒
雄
が
見
納
め
た
山
を
「
見
つ
つ
偲
は
む
」
と
歌
う
の
だ
か
ら
、
別

え
た
客
観
化
が
あ
り
、
白
水
郎
集
団
の
立
場
が
あ
る
。

l 
の

も
白
水
郎
集
団

離
の
時
以
後
の
未
来
で
あ
る
。

4
は
、
発
船
の
過
去
か
ら
海
坂
で
の

の
立
場
だ
と
言
え
そ
う
だ
。

「
大
君
の
遣
さ
な
く
に
情
進
に
行
き
し
荒
雄
ら
」

て
歌
の

の
現
在
ま
で
の
、
「
さ
ぶ
し
」
さ
の
持
続
を
歌
う
。
四
首
の
時
間
は
、

の
、
府
官
の
命
に
そ
む
こ
う
と
す
る
老
友
の
た
め
の

行
為
は
、

海
坂
で
の
別
れ
の
時
を
中
心
と
し
て
、
発
船
の
時
か

の
場
の
現
時
点
に
ま

が
そ
の
一
員
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
志
賀
村
の
白
水
郎
に
と
っ
て
の
関
心
事

で
及
ぶ
の
で
あ
る
。

に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
妻
の
立
場
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

ー
に
お
け
る
発
船
の
過
去
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
坂
で
の

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一
一



志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一
一一

別
れ
の
時
も
、

4 
の

の

の
現
時
点
か
ら
見
れ
ば
、
過
去
の
回
想
と
い
う
こ

員
で
あ
っ
た
白
水
郎
の
立
場
は
主
と
し
て
男
の
立
場
で
も
あ
り
、

の
立
場
は

と
に
な
る
。

A
群
四
首
の
内
部
に
お
い
て
時
間

、

、

、

し
」
が
4
で
は
「
行
き
に
し
日
よ
り
」
と
な
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
り
、
稲

る

ー
の
「
行
き

女
の
立
場
で
も
あ
る
か
ら
、

の
列
と
女
の
列
と
の
対
座
で
も
あ
る
。
歌
の
座

の
め
ぐ
る

序
は
八
回
↓
図
↓
国
↓
囚
〉
で
、
そ
れ
は
A
群
四
首
の
世
界
に
お

岡
論
文
に
、

ー
の
「
沖
に
袖
振
る
」
を
「
袖
振
り
き
」
の
可
能
性
が
あ
る
と
す

け
る
時
間
的
展
開
と
も
一
致
す
る
。

る
の
も
、

A
群

の
時
間
的
展
開
の
中
に
ー
を

い
て
、
歌
の
場
の
現
時
点

* 

か
ら
見
れ
ば
、
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

1
2
3
4
は
、
こ
の

で、

尼
崎
本
朱
注
或
本
に
は
、

3
の
歌
の
次
の
三
首
〈
4
5
6
)
が
3
の
歌
の
前

時
間
的
経
過
に
従
っ
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
4
5
6
3
の
四
首
が
並
び
、

7
8
9
m
へ
と
続
い
て
い

以
上
の
よ
う
な
歌
の

と
時
間
の
経
過
と
を
有
す
る
A
群
四
首
の

は

た
。
中
西

文
の
指
摘
の
ご
と
く
、

4
5
6
3
は
こ
の

で
一
群
と
し
て
存

何
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な

の
座
の
構
成

在
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
一
群
四
首
は
、

A
V

為

5
6
3
4
カ

て

4
5
6

と
順
序
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

3
と
並
ん
だ
の
で
も
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
志
賀
白
水
郎
歌
群
の

に
あ
っ
た

の
で
も
な
く
、
こ
の
四
首
一
群
が
単
独
で
伝
来
し
た
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

←男

白
水
郎
の

志
賀
白
水
郎
歌
の
原
資
料
に
お
い
て
、

1
2
3
4
の
第
一
群
(

A

)

に

ーーーー

ーーーー

二
群
(

B

)

と
し
て
、
こ
の

で
存
在
し
た
、
と
わ
た
し
は
考
え
る
。

B
群
に
は
A
群
と

る
歌
が
二
首
あ
る
の
で
、

A
群
と
区
別
す
る
た
め

女→

に
B
群
の
四
首
を
④

{5
5
5と
表
記
す
る
。

l
'
E
t
 

の
立
場

が
行
き
に
し
日
よ
り
志
賀
の
海
人
の
大
浦
田
沼
は
さ
ぶ
し
く
も
あ

る
か

(
一
ニ
八
六
三
〉

固
と
固
と
は
白
水
郎
の
立
場
、
固
と
固
と
は
妻
の
立
場
で
、
立
場
を
同
じ
く

こ
そ
指
し
て
も
遣
ら
め
情
出
に
行
き
し
荒
雄
ら
波
に
袖
振
る

す
る
回
と
回
、
お
よ
び
図
と
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
列
に
並
び
、
立
場
を

る
固
と
固
と
、
ま
た
固
と
固
と
は
、
互
い
に
対
座
し
て
い
る
。

に
す

(
一
二
八
六
四
)

の

は
妻
子
の

t
思
は
ず
ろ
年
の
八

て
ど
来
ま
さ
ず



〈
三
八
六
五
)

う
未
来
へ
の
偲
び
の
奮
い
は
、

ー「

八

」
の
後
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
挽

③
志
賀
の
山
い
た
く
な
伐
り

ら
が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ
偲
は
む

的
追
慕
の

を
さ
え
も
つ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
③
は
け
っ
し
て
全
き
挽

(
三
八
六
二
〉

歌
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
荒
雄
は
⑥
に
も
「
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」
と
歌
わ
れ

A
群
の
締
め
く
く
り
(
終
曲
)
と
し
て
の

4
は
、
荒
雄
の
発
船
・
別
離
か
ら

る
と
お
り
、
妻
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で

の
生
者
で
あ
っ
て
、
八
年
後
の
今

歌
(J) 

の
現
時
点
に
い
た
る
ま
で
の
志
賀
の
白
水
郎
の
「
さ
ぶ
し
」
さ
を

ザコ

も
生
還
の
期
待
は
な
お
失
わ
れ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

て
い
た
。
同
じ

が
B
群
に
お
い
て
新
た
な
出
発
点
(
序
曲
)
と
し
て
再
登
場

B
群
の
時
点
は
、
荒

の
発
船
・

の
後
、
八

た
時
を
中
心

す
る
。
そ
れ
が
第
一

の
④
で
あ
る
。

と
す
る
。

A
群
の
時
間
は
海
坂
で
の
別
れ
の
時
を
中
心
と
し
て
歌
の
場
の
現
時

B 

、
A
群
の
到
着
点
を
新
た
な
出
発
点
と
す
る
の
だ
か
ら
、

B
群
の
時

点
に
及
ん
だ
。

の
場
の
現
時
点
に

る
4 

4)
の
同
一
一
散
を
接
点
と
す

聞
の
展
開
は
、

A
群
の
そ
れ
の
終
了
し
た
時
点
か
ら
始
ま
る
。

第
一
首
④
の

る
ゆ
え
に
、

A
群
か
ら

B
群
へ
に
は
時
間
上
の
断
絶
は
な
い
。

す
る
が
、

ー寸

ら
が
行
き
に
し
日
よ
り
」
の
「
大
浦
田
沼
」
で
の
回
想
は
、
第
二
首
⑤

し
か
し
B
群
の
時
間
は
八
年
後
へ
と
飛
躍
す
る
の
で
あ
る
。

の
「
行

」
の
袖
振
り
を
回
想
の
中
に
呼
び
起
こ
す
。

B
群
の
「
波

歌
の
発
想
・

は
ど
う
か
。

B
群
の
第
一
首
④
は
、

A
群
4
と
同
じ
く
、

に
袖
振
る
」
は
、
稲
岡

の
言
い
方
を
借
り
れ
ば
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
波
に

志
賀
の
白
水
郎
集
団
の
荒
雄
不
在
へ
の
嘆
き
で
あ
る
。
第
二
首
⑤
の
「
官
乙
そ

り
き
」
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
沖
の
海
坂
で
の
現
在
の
袖
振
り
と
し
て

指
し
て
も
遺
ら
め
(
ど
と
は
、

A
群
1
の
「
大
君
の

さ
な
く
に
」
よ
り
も

で
は
な
く
、
荒
雄
の
振
っ
た
別
れ
の
袖
が
確
実
に
「
波
」
聞
に

れ
て
い
っ
た

一

「
命
令
を
受
け
る
者
の
意
識
」
(
吉
永
登
氏
「
筑
前
志
賀
の
白
水

の
歌

過
去
の
姿
に
お
い
て
回
想
さ
れ
る
。
「
波
」
の
か
な
た
の
残

で
あ
る
。

十
首
の
作
者
に
つ
い
て
」
関
西
大
学

『文

』
昭
お
年
9
月、

万

し
た
が
っ
て
第
三
首
⑥
の
「
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」
も
、

A
群
2
の

の
よ
う

文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
』
二

O
四
頁
)
す
な
わ
ち
白
水
郎
の

近

に
「
来
む
か
来
じ
か
と
」
「
門
に
出
で
立
ち
」
で
は
な
く
、
「
年
の
八
歳
を
待
て

づ
く
。
以
上
二
首
は
、
白
水
郎
の
立
場
で
あ
る
。

ど
」
と
歌
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
⑤
の
「
波
に
袖
振
る
」
姿
が
八
年
の

の

第
三
首
⑥
は
、

子
の
産
業
を
ば
思
は
ず
ろ
」

と
現
実
的
ま
た
憶
良
的
に

か
な
た
の
残
像
で
あ
る
こ
と
は
、
⑥
に
お
い
て
明
瞭
に
な
る
。
そ
し
て
第
四
首

さ
れ
た
、
待
つ
妻
の
立
場
か
ら
の
怒
り
に
も
似
た
嘆
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

③
の
、
「
士
'

の
山
」
を
「
荒
雄
ら
が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ
偲
は
む
」

と

二
首
⑤
で
、
官
命
で
は
な
い
の
に
、
む
し
ろ
そ
れ
に
反
し
て
自
ら
行
っ
た

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一一一一



志
賀
白
水
郎
歌
の
場

四

を
回
想
し
た
白
水
郎
に
対
し
て
、

け
る
妻
の
側
か
ら
投
げ
返
さ
れ
る

、
、
、
、

全
き
か
け
あ
い
で
は
な
い
が
、
両
者
の
聞
に
は

き
で
あ
る
。
⑤
と
⑥
と
は
、

男

白
水
郎
の
立
場

、
、
、
、

か
け
あ
い
的
要
素
が
あ
る
。

首
③
も
A
群
3
と
同
じ
く
妻
の
偲
び
の
心
を
歌
う
。
そ
れ
は
、
第
一
首

八
年
後
も
な
お
「
志
賀
の
山
」
を
目
ざ
し
て

を
待
ち
続
け
る

の
db 

女→

妻
の
立
場

④
の
、

「
大
浦
田
沼
」
で
の
、

め
に
似
た
白
水
郎
の
嘆
き
に

さ
れ
た
、

な
の
だ
。
後
半
の
二
首
は
妻
の
立
場
で
、
前
半
二
首
の
白
水
郎
の
立
場
に
対
応

す
る
の
で
あ
る
。

A
-
B
両
群
の

ど
も
は
、
そ
の
よ
う
な
歌
の
場
で
、
そ
の
よ
う
に
歌
わ
れ
る

B
群
の
第
一
首
④
は
、

A
群
第
四
首
4
の
反
復
で
あ
り
、

B
群
の
第
二
首
⑤

べ
く
、
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
古
代
歌
曲
の
台
本
詞

の
よ
う
な

と
第
三
首
⑥
と
は
、

A
群
の
第
一
首
1
と
第
二
首
2
と
の
強
調
的
変
奏
曲
で
あ

も
の
と
し
て
、
歌
わ
れ
る
順
序
ど
お
り
に
重
複
を
い
と
わ
ず
、
四
首
ず
つ
の
二

り、

B
群
の
第

は、

A
群
第
三

3
の
反
復
で
あ
る
。

B
群
の
嘆
き
は
、

群
は

き
と
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

全
体
と
し
て
A
群
の
反
復
で
あ
り
つ
つ
、
八
年
後
の
現
実
的
な
嘆
き
へ
と
強
調

* 

さ
れ
深
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
歌
の
座
に
お
い
て
も
、

A
-
B
両
群

C
群

は

と
尼
崎
本
朱
注
或
本
と
に
共
通
し
て
存
在
す
る
歌

の
聞
に
は
深
い
関
連
が
あ
り
、
共
通
と
変
化
と
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

A
群
に

群
で
志
賀
白
水
郎
歌
の
中
で
文
献
的
に
最
も
動
か
な
い
部
分
で
あ
る
。

り
来
ば
也
良
の
崎
守
早
く
告
げ
こ
そ

7
沖
つ
鳥
鴨
と
い
ふ
船
の

な
ら
っ
て

B
群
の

の
座
の
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

図
と
図
の
白
水
郎
の
立
場
、
固
と
図
の
萎
の
立
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
列
に
並

(
三
八
六
六
)

ぴ
、
固
と
固
と
が
対
座
し
、
図
と
図
と
も
対
座
す
る
。
そ
し
て
、
歌
の
座
は
〈

8
沖
つ

と
い
ふ
船
は
也
良
の
崎
た
み
て
漕
ぎ
来
と
開
ζ

え
こ
ぬ
か
も

図
↓
固
↓
図
↓
図
〉
の
順
で
め
ぐ
る
の
で
あ
る
。

と
の
歌
の
座
と
歌
い
手
と
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

(
三
八
六
七
〉

A 

と
B 

A 
群

9
沖
行
く
や
赤
ら
小
船
に

ば
け
だ
し
人
見
て

き
あ
け
見
む
か
も

四
首
と

B
群
四
首
と
に
よ
っ
て
、
歌
の
座
は
ち
ょ
う
ど
二
巡
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
三
八
六
八
)



日
大
船
に
小
船
引
き
そ
へ
潜
く
と
も
志
賀
の

に
潜
き
あ
は
め
や
も

の
真
意
」
〈
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
お
年
2
月
号

以
下
「
笠
井

(
三
八
六
九
)

」
と
略
称
す
る
)
は
、

「
妻
子
の
胸
中
に
去
来
す
る
希
望
と
失
望
の
自
問

こ
れ
が
二
首
ず
つ
二
対
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
は
、
見
や
す

自
答
で
あ
り
、

明
瞭
な
呼
応
で
あ
る
。
」
と

ぅ
。
が
、

希
望
は
主
観
的
で
妻

い
事
実
で
あ
ろ
う
。

7
と
8
と
は
、

い
ず
れ
も
「
沖
つ

い
ふ
船
」
を

の
も
の
、

な
白
水
郎
の
も
の
、
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
盟
刀

一
・
ニ
句
-

く
。
こ
れ
が
記
紀
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
「
沖
つ

ハ
ど
)

女
の
か
け
あ
い
と
も
見
ら
れ
る
の
だ
。
同
一
の

句
を
用
い
つ
つ
歌
の
内
容
を

く
島
に
わ

し
」
の
歌
詞
に
通
ず
る
こ
と
は
、
は
や
く
長
流
管
見
・
季
吟

対
照
的
に
す
る
の
は
、

か
け
あ
い
歌
・
問
答

の
常
で
あ
る
。

拾
穂
抄
な
ど
が
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の

れ
な
表
現
の
共
有
に
つ
い

一
方
に
説
話
性
・
伝
諦
性
・
問
答
性
を
示
し
な
が
ら
、
他
方
で
憶
良
的
・
自

た
説
話
性
・
伝
諦
性
を
言
い
、

「
憶
良
の

に
関
す
る
こ
三
の
問

問
自
答
的
で
も
あ
る
の
は
、
志
賀
白
水
郎
の
伝
請
歌
を
ふ
ま
え
、
彼
ら
に
よ
っ

て
謡
わ
れ
る
よ
う
に
憶
良
の
作
っ
た
か
け
あ
い
歌
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

て
は
、

旧
拙
稿
(
『
文
学
』
昭
辺
年
8
月
号
)

が
憶
良
の
作
歌
に
影
響
を
与
え

題
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』

昭
お
年
1
月
号
、

『
上
代
日
本
古
典
文
学
の
研
究
』

9
m
は
共
に
船
を
よ
み
こ
ん
で
、

7
8
の
船
と
「
不
即
不
離
の
関
連
が
あ

三
O
O頁
)
が
憶
良
性
を
説
い
た
。

「
鴨
」
の
船
名
や
「
也
良
」
の
地
名
は
左

る」

。
7
8
は
荒
雄
の
船
、

9
m
ま

一
二
者
の
船
だ
。

7

8
の
也

注
に
記
さ
れ
ず
、
ま
た
、

A
B
両
群
八
首
が
す
べ
て
「
荒
雄
ら
」
の
語
を
有
し

良
の

に
対
し
て
、

9
m
は
海
原
問
答
で
あ
る
。

て
い
る
の
に
、
こ
の
二
首
は
そ
れ
を
も
た
な
い
。

ζ

の
二

の
み
を
取
り
出
せ

9
は
水
平
線
の
彼
方
へ
の
願
望
で
あ
り
、

叩
が
深
い
海
底
へ
の
絶
望
で
あ
る

ば
、
必

目
に
か
か
わ
る
と
は
限
ら
な
い
の
だ
。

ま
た
、
二
首
の
発
想
は
明
ら
か
に
か
け
あ
い
的
で
あ
る
。

7
の
「
還
っ
て
来

こ
と
も
、

に
説
く
と
お
り
で
あ
る
。

「
沖
行
く
や
赤
ら
小
船
に
曇
遣

ら
ば
」
と
い
う
仮
定
に
順
接
し
て
「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
あ
の
人
が
」
と
い
う

た
ら
:
:
:
早
く
告
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
的
立
場
は
、

8
の
「
漕
い
で
来

望
は

の
主
観
で
あ
り
、

「
大
船
に
小
船
引
き
そ
へ
潜
く
と
も
」
と
い
う
仮
定

る
と
聞
こ
え
て
こ
な
い
か
な
あ

(
聞
こ
え
て
き
そ
う
も
な
い
と

と
い
う
失
望

に
逆
接
し
て
「
志
賀
の
荒
雄
」
に
潜
き
あ
う
こ
と
は
・
も
は
や
か
な
わ
ぬ
と
い
う

に
「
希
望
の
表
現
で
は
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
底
に
そ
れ
を

絶
望
は
白
水
郎
の
客
観
で
あ
ろ
う
。

到
底
不
可
能
と
す
る
気
持
を
秘
め
て
い
る
の
が
ヌ
カ
モ
で
あ
」

る
と
説
く
。
)

9
の
「
人
」-

っ
ち
み

衣
手
を
打
廻
の
里
に
あ
る
吾
を
知
ら
に
ぞ
人
は
待
て
ど
来
ず
け
る

を
さ
す
こ
と
は
、
笠
女
郎
の
家
持
に
贈
っ
た

と
対
応
す
る
。
こ
の
二
首
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
笠
井
清
氏
「
筑
前
国
志
賀
白

志
賀
白

の

一五



白
水
郎
歌
の
場

一
六

(
4
・
五
八
九
〉

と
は
や
や
違
っ
た
形
で
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
の
歌
の
「
人
」
が
家
持
を
さ
す
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
待
て
ど
来
ず

中
西

は、

C
群
四
首
を
、

「
先
立
つ
も
の
よ
り
、

よ
り
多
く
口
調
の
場

け
る
」
が

A
群

2
や

B
群
⑥
の
妻
の
こ
と
ば
「
待
て
ど
来
ま
さ
ず
」

同
す

に
供
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
一
言
う
。

「
な
ぜ
な
ら
先
群
の
歌
に
対
し
て

る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。

9
の
「
人
」
は
、

2
や
⑥
の
「
荒
雄
ら
」
と
比
較
す

四
首
が
よ
り
多
く
場
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
、
各
二
首
の
輪
唱
性
は
、

か
な

る
と
陰
影
に
微
妙
な
相
違
を
も
つ
が
、
し
か
し
共
に
妻
の
立
場
か
ら
夫
を
さ
す

り
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

と

確
か
に

C
群
の
伝
謂
性
・
問
答
性
は
格
別

こ
と
ば
な
の
で
あ
る
。

に
濃
厚
だ
。
が
、
同
時
に
、

A
B
両
群
の

、
C
群
か
ら

は
、
仁
徳
記
の

9
の
「
沖
行
く
や
赤
ら
小
船
に
」
と
叩
の
「
大
船
に
小
船
引
き
そ
へ
」
と
に

む
す

め

へ

の
女
ク
ロ
ヒ
メ
に
関
す
る
歌
謡
の
「
沖
方
に
は

憶
良
性
を
全
く
排
除
し
さ
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
。

の

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
憶
良
が
白
水
郎
集
団
の

歌
を
ふ
ま
え
て
最
初
に
作

小
船
つ
ら
ら
く
」
の
詞

が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
海
人
の
伝
謂
歌
謡

っ
た
の
が

C
群
四
首
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

A
B
両
群
は
、

C
群

を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

m
の
「
志
賀
の
荒
雄
」
と
い

た
め
に
、
さ
ら
に
憶
良
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

C 

的
な
呼
称
は
、
む
ろ
ん
妻
自
身
の
も
の
で
な
く
、
白
水
郎
自
身
の
こ
と
ば
で
も

群
を
根
幹
部
と
し
つ
つ
も
、

A
B
C
三
群
は
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
場
に
供
せ

な
い
。
お
そ
ら
く
憶
良
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
、
白
水
郎
の
立

を
示
す
表
現

ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

A
B
C
三
群
の
連
続
す
る
構
造
か
ら
見
る
と
、

A
B
両
群
の
二
回
転
す
る
渦

の
言
う
「
云
は
ば
問
と
答
、
呼
と
応
、
肯
定
と
否
定
、
楽
観
と
悲

の
輪
は
、

C
群
の
二
波
動
に
よ
っ
て
受
納
さ
れ
収
束
さ
れ
る
。

観
、
希
望
と
失
望
、
明
と
暗
、
有
と
無
の
如
き
対
立
的
な
も
の
」
は
、
守

'
L
ι
Q
U

、

B 

は
、
そ
の
第
四
首
③
で

9
と
印
、
す
な
わ
ち

C
群
の
二
対
の
、
妻
の
立
場
と
白
水
郎
の
立
場
と
か
ら
す

る
か
け
あ
い
に
こ
そ
、
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
笠
井

志
賀
の
山
い
た
く
な
伐
り
そ
荒
雄
ら
が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ
偲
は
む

文
が
こ
の
「
対

と
歌
い
お
さ
め
た
。
荒
雄
の
妻
が
、
夫
の
見
納
め
て
行
っ
た
山
、
夫
の
生

立
的
な
も
の
」

に
単
純
に
及
ぼ
し
、
十
首
を
二

つ
五
聯
に
組

る
時
に
は
目
標
に
し
て
漕
い
で
来
る
は
ず
の
山
を
、
見
つ
つ
夫
を
偲
ぼ
う
と
歌

ん
だ
の
は
、
形
式
的
に
す
ぎ
た
。
し
か
し
、
こ
の
観
点
は
、

C
群
に

て
は

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

C
群
の
第
一
首
7
は
、
そ
の
志
賀
の
山
を
白
骨
さ
し
て
夫
の

き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。

A
B
両
群
に
お
け
る
「
対
立
的
な
も
の
」
は
、

C
群

船
1;{ 

っ
て
来
た
ら
:
:
:
と
歌
う
。
⑤
の
思
慕
と

7
の
希
望
と
は
、
け
っ
し
て



で
は
な
い
。
後
者
は
前
者
の

で
あ
り
、
新
た
な
出
発
で
あ
る
。

←男

白
水
郎
の
立
場

B
群
は

の
行
っ
た
の
ち
八
年
を
経
て
、
な
お
待
つ
妻
の
思
い
を
歌
っ
て

い
た
。
そ
れ
を
受
け
た
C
群
が
、
時
間
的
に
そ
れ
以
後
の
時
点
に
立
つ
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
が
、

C
群
は
、
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
よ
り
は
、
沖
の
か

「ーー・

1 、、、
、
1 、

ーーー.1

な
た
の

の
生
存
を
願
う
心
を
、
希
望
か
ら
絶
望
へ
と
、

か
け
あ
い
的
に
展

女→

妻
の
立
場

関
し
た
歌
群
で
あ
る
。

そ
の
か
け
あ
い
の
波
は
、
妻
の
立
場
の

7
の
「
沖
つ
鳥
鴨
と
い
ふ
船
の

り

来
ば
」
と
い
う
明
る
い
希
望
か
ら
、
大
き
く
起
伏
し
つ
つ
、
白
水
郎
の
立
場
の

望
的
)
立
場
で
並
ぶ
。

「
鴨
と
い
ふ
船
」
に
よ
る
也

良
の
崎
問
答
を
し
、
固
と
固
と
も
対
座
し
て
、
沖
方
の
「
小
船
」
に
よ
る
海
原

回
と
固
と
は
対
座
し
て
、

刊
の
「
志
賀
の
荒
雄
に
潜
き
あ
は
め
や
も
」
と
い
う
深
い
絶
望
に
至
る
。
こ
の

最
後
の
絶
望
的
な
詠
嘆
は
、

C
群
の
終
曲
で
あ
る
と
と
も
に
、
志
賀
白
水
郎
歌

問
答
を
か
わ
す
。

の
座
の
順
序
は
八
回
↓
困
↓
図
↓
固
〉
と
往
復
す
る
の
で

群
全
体
の
終
幕
で
も
あ
り
う
る
も
の
だ
。

あ
る
。

も
し
C
群
も
A
B
両
群
と

じ

の
場
で

わ
れ
た
と
す
れ
ば
、

7
の
歌
い

の
立
場
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

は
男
の
白
水
郎
の
立
場
か
ら
始
ま
る
が
、

C
群
の
み
は
妻
の
立

一ー一、

の
座

手
は
、
③
の
歌
い
手
と
同
じ
く
、
荒
雄
の

ぃ。

A
B

A
群
の
歌
の
座
が
一
巡
し
て
結
び
の
歌
(
終
曲
)
を
歌
い
納
め
た
白
水
郎
は
、

場
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
度
目
の
歌
の
座
に
お
い
て
同
じ
歌
を
改
め
て
歌
い
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

B 

そ
し
て
、

B
群
の

の
座
が
、

A
群
の
最
後
の
歌
(

4

)

を
同
じ
位
置
で
反

群
の
初
め
の

(
序
曲
〉
の
歌
い
手
と
な
る
。

B
群
の
歌
々
が
同
じ
一
座
を
ふ

復
す
る
(
④
)
こ
と
か
ら
出
発
し
た
の
と
同
様
に
、

C
群
の
歌
の
座
は
、

B
群

た
た
び
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
終
曲
を
歌
っ
た
荒
雄
の
妻
は
、
三
度
目
の
歌
の
座
に

の
最
後
の
歌
(
③
)
の
位

か
ら
始
ま
る
だ
ろ
う
。

お
い
て
新
た
に

C
群
の
序
曲
を
歌
う
。
そ
し
て
C
群
の
歌
々
は
、

か
け
あ
い
の

と
す
れ
ば
、

C
群
の
歌
の
座
は
、
次
の
ご
と
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

要
領
で
、

み
た
び
同
じ
座
を
往
復
す
る
。
そ
し
て
、

C
群
の
終
曲
は
A
B
C
三

回
と
固
と
は
妻
の
(
希
望
的
)
立
場
で
並
び
、
固
と
固
と
は
白
水

の
(
絶

群
の
最
終
曲
で
も
あ
り
、
そ
の
最
終
曲
の
歌
い
手
は
、
実
は

A
群
の
最
初
の
序

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

七



志
賀
白

の

曲
の
歌
い
手
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
い
手
が
一
座
の
リ
ー
ダ
ー
か
。

八

が
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

3
と
③
、

が
く
り

右
の
よ
う
な
A
B
C
三
群
の
歌
の
座
を
、
同
じ
座
の
上
に
三
度
め
ぐ
り
往
復

4
と
④
の
よ
う
に
、

返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
試
み
に
、
座
席
と
歌
い

す
る
形
に
図
示
す
れ
ば
、

手
と
を
同
じ
く
す
る
三
首
を
並
べ
て
見
ょ
う
。

]

、
⑤
官
こ
そ
指
し
て
も
遣
ら
め
情
出
に
行
き
し
荒
雄
ら
波
に
袖
振
る

J

J
船
に
小
船
引
き
そ
へ
潜
く
と

]
⑥
荒
雄
ら
は
妻
子
の

一

q
L
-

、
[

さ

ず

国
〈f

7
沖
つ
鳥
鴨
と
い
ふ
船
の

回
〈

8
沖
っ

か
も

せ l三昨

13|ーーャ「τ1

←男

白
水
郎
の
立
場

女→

妻
の
立

右
の
よ
う
に
な
る
。

ロ
は
歌
い
手
の
位
置
、
そ
の
座
席
を
示
し
、
そ
の
中
の
数
字
は
、
同
じ
歌
い

手
の
歌
う
歌
を
示
す
。
四
つ
の
座
席
の
同
列
と
対
座
と
の
関
係
は
、
す
で
に
見

て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

歌
の

わ
れ
る

は
、
八
1
↓
2
↓
3
↓
4
↓
④
↓
⑤
↓
⑥
↓
@
↓
7
↓

8
↓
9
↓
凶
〉
で
あ
り
、

一
つ
の
座
席
に
三
度
歌
の

め
ぐ
る
。
四
つ
の
座

席
(
四
者
の
歌
い
手
〉
を
、
最
初
の
歌
の
座
の
め
ぐ
る

づ
け
る
と
す
れ
ば
、
歌
の
順
序
に
伴
う
座
席
の

は

八
回

図

回

囚

↓
囚
↓
囚
↓
固
↓
回
↓
図
↓
回
↓
図

l
回
〉
と
な
る
。
回
に
始
ま
り
囚
に
終
る
。

同
じ
座
席
で
同
じ
歌
い
手
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
三
首
の
歌
に
独
自
の
共
通
性

、
l
大
君
の
遣
さ
な
く
に
情
進
に
行
き
し
荒
雄
ら
沖
に
袖
振
る

の
荒
雄
に
潜
き
あ
は
め
や

¥ 

2 

ら
を
来
む
か
来
じ
か
と
飯
盛
り
て
門
に
出
で
立
ち
待
て
ど
来

ま
さ
ず

ば
思
は
ず
ろ
年
の
八

を
待
て
ど
来
ま

./ 

9
沖
行
く
や
赤
ら
小
船
-

か
も

ら
ば
け
だ
し
人
見
て
解
き
あ
け
見
む

¥
3
③
志
賀
の
山
い
た
く
な
伐
り
そ
荒
雄
ら
が
よ
す
か
の
山
と
見
つ
つ

偲
は
む

り
来
ば
也
良
の

こ
そ

¥
4
④
荒
雄
ら
が
行
き
に
し
日
よ
り
志
賀
の
海
人
の
大
浦
田
沼
は
さ
ぶ

し
く
も
あ
る
か

と
い
ふ
船
は
也
良
の
崎
た
み
て
漕
ぎ
来
と
聞
こ
え
こ
ぬ

/ 

国
の
歌
う
1
⑤
刊
の
三
首
は
、
⑤
が
l
の

、
1
⑤
の
客
観
的
な
荒



の
描
写
に
対
し
て
叩
も
客
観
的
な
「
志
賀
の
荒
雄
」
の
呼
称
を
も
っ
。
日
に

に
よ
る
失
望
の
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
大
浦
田
沼
」
〈

4ω
〉
と

は
白
水
郎
歌
群
全
体
の
結
び
と
し
て
深
い

こ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

「
也
良
の
崎
」
(

8

)

と
は
、
そ
ζ

に
荒
雄
の
姿
を
見
う
る
は
ず
で
あ
り
な
が
ら
、

で
も
こ
の
三
首
は
、
白
水
郎
歌
群
中
最
も
客
観
的
に

っ
た
歌
と
し
て

そ
れ
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
の
具
体
的
地
名
で
あ
る
。

共
通
す
る
。

ま
た
、

ー
の
「
大
君
の

さ
な
く
に
」
、

⑤
の
「
官
こ
そ
指
し
て

こ
う
見
て
く
る
と
、
回
図
回
固
に

す
る
各
三
首
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
共

め」、

叩
の
「
大
船
に
小
船
引
き
そ
へ
」
は
、

い
ず
れ
も
「
官
」
的
立

通
性
を
有
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
共
通
性
は
、
同
じ
座
席

場
を
含
む
大
き
な
表
現
で
あ
る
点
に
お
い
て
通
じ
、

ー
の
「
沖
」
、
⑤
の
「
波
」
、

の
同
じ
歌
い
手
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
共
通
の
独
自
性
は
、

叩
の
「
潜
く
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
材
的
に

も
つ
。

回
国
回
囚
の
各
座
席
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

図
の

う
2
⑥
9
の
三
首
は
、
⑥
が
2
の
変
奏
曲
で
あ
り
、

2
の
「
荒
雄
ら

る

を
来
む
か
来
じ
か
と
」
、
⑥
の
「
荒
雄
ら
は
:
:
:
思
は
ず
ろ
」
、

9
の
「
け
だ
し

さ
ら
に
、
大
き
く
白
水
郎
(
男
)
の
立
場
の
回
固
と
妻
(
女
〉
の
立
場
の
図

人
見
て

き
あ
け
見
む
か
も
」
は
、
失
の
動
作
を
推
る
と
こ
ろ
に
共
通
す

い
ひ

な

り

っ
と

2
の
「
飯
」
、
⑥
の
「
産
業
」
、

9
の
「
蓑
」
に
、
現
実
的
素

固
と
の
こ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
る
と
、
そ
こ
に
も
次
の
よ
う
な
若
干
の
共
通

る
も
の
が
あ
り
、

性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

材
の
共
通
性
が
あ
る
。

面

回
l
⑤
の
「
行
き
し
」
と
囚
4
④
の
「
行
き
に
し
」
と
の
共
通
性
。

回
の

う
3
③
7
の
三
首
は
、
③
は
3
の
反
復
で
あ
り
、

3
③
の
「
い
た
く

田
凶
の
「
志
賀
の
荒
雄
」
と
回
4
④
の
「
志
賀
の
海
人
」
と
の
客
観
的
呼
称
。

な
伐
り
そ
」
の

と
7
の
「
早
く
告
げ
こ
そ
」
の

と
は
、
前
者
が
伐
材

回
目
の
「
潜
き
あ
は
め
や
も
」
の
反
語
に
よ
る
絶
望
と
、
囚
4
④
の
「
さ
ぶ
し

の
役
民
へ
の
、
後
者
が
防
人
へ
の
、
呼
び
か
け
で
あ
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
。

く
も
あ
る
か
」
と
囚
8
の
「
聞
こ
え
こ
ぬ
か
も
」
と
の
疑
問
的
詠
嘆
に
よ
る
失

そ
し
て
、

が
よ
ず
か
の
山
と
見
」

る
こ
と

(
3
③
)
と
、

そ
の
山
を

望
と
の
類
似
。

め
ざ
し
て
「

い
ふ
船
の

り
来
」
る
こ
と

(
7
〉
と
は
、
共
に
見
納
め
山

回
国

図
2
⑥
の
「
待
つ
」
、
図
9
の
「

る
」
、
回

3ω
の
「
偲
ふ
」

で
あ
る
「
志
賀
の
山
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

な
ど
の
語
句
(
主
と
し
て

カf

の
生
者
荒
雄
を
対
象
と
す
る
妻
の

図
。コ

4
④
8
の
三
首
は
、
④
は
4
の
反
復
で
あ
り
、

4
④
の
結
句
「
さ

動
作
で
あ
る
こ
と
。

ぶ
し
く
も
あ
る
か
」
と
8
の
結
句
「
聞
こ
え
こ
ぬ
か
も
」
と
は
、

い
ず
れ
も

右
の
よ
う
に
、
回
固
の
グ
ル
ー
プ
と
回
国
の
グ
ル
ー
プ
と
の
聞
に
も
、
そ
れ

白
水
郎
歌
の
場

九



志
賀
白
水
郎
歌
の
場

二
O

ぞ
れ
に
独
自
の
共
通
性
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
回
国
の
列
と
回
国
の
列
と
が
そ

座
す
る
四
者
の
歌
い
手
の
聞
を
、
三
た
び
め
ぐ
り
往
復
し
て
歌
わ
れ
た
歌
々
で

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
分
か
れ
て
相
対
座
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

あ
っ
た
こ
と
が
、
是
認
さ
れ
る
か
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
対
座
す
る
固
と
図
と
の
問
、
固
と
囚
と
の
聞
に
も
、

か
け
あ
い
的

* 

に
同
じ
語
句
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば

題
詞
の
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎

」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
「
筑
前
国
の
志

回

mと
図
9
と
の
「
小
船
」
、
回
7
と
回
8
と
の
「
沖
つ
鳥
鴨
と
い
ふ
船
」
「
也

賀
の
白
水
郎
の
謡
っ
た
歌
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
前
稿

「
山
上
憶
良

l

良
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
対
座
の
場
合
は
、
そ
の
共
通
語
句
が
全
く

対
照
的
な
表
現
の
一
部
と
し
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
回
目
の
「
潜
く
と
も
」
の

遺
ら

ー
志
賀
白
水
郎
歌
の
周
辺
」
古
代
文
学
会
編
『
万
葉
の

人
た
ち
』
昭
必
年
日

月

以
下
「
前
稿
」
と
略
称
す
る
)
に

た。

逆
接
と

「
潜
き
あ
は
め
や
も
」

の
絶
望
と
に
対
し
て
、

図
9
で
は

左
注
に
は
「
或
云
」
と
し
て
「
筑
前
国
守
山
上
憶
良
臣
」
の
作
で
あ
る
こ
と

ば
」
の

と
「
解
き
あ
け
見
む
か
も
」
の
希
望
と
が
対
照
的
で
あ
り
、
回
7

を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
本
来
は
「
筑
前
国
守
山
上
憶
良
」

さ
れ
て

一
り
来
ば
:
:
:
早
く
告
げ
こ
そ
」
の
希
望
と
、
回
8
の
「
た
み
て
漕
ぎ
来

と
聞
こ
え
こ
ぬ
か
も
」
の
失
望
と
が
、
対
照
的
で
あ
る
。

の
一「

い
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
「
或
云
」
と

さ

れ
、
名
の
下
に
姓
「
臣
」
を
加
え
て
敬
称
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
前

そ
し
て
、
回
国
図
囚
が
、
コ
一
た
び
歌
の
め
ぐ
る
一
座
と
し
て
、
同
じ
歌
の
場

稿
に
述
べ
た
。

を
構
成
す
あ
以
上
、
四
者
に
共
通
す
る
語
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ

左
注
は
、

の
文
脈
を
駆
使
し
て
、
悲
劇
的
と
も
い
う
べ
き
の
行
動

A

，し
の
こ
申
し

た

ひ

あ

妻

子

等

、

横

慕

に

勝

れ
は
、
行
っ
て
還
ら
ぬ
悲
劇
的
主
人
公
、
志
賀
白
水
郎
の
一
員
で
あ
り
、
妻
の

夫
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「

ら
」
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
重
要
な
一
語
に
お

と
そ
の
最
後
と
を
述
べ
た
後
、

へ
ず
、
こ
の
歌
を
裁
作
る
。
」
と
締
め
く
く
る
。
そ
れ
は

「
こ
れ
に
よ
り
て
、

「
妻
子
等
」
に
よ
る

い
て
の
み
、
回
l
⑤
、
図
2
⑥
、
国
3
③
、
回
4
④
と
、
四
者
が
二
首
ず
つ
の

「
作
歌
」
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
を
説
く
、

い
わ
ば
「
語
り
」
の
内
容
で

共
有
を
も
っ
と
い
う
事
実
こ
そ
は
、
四
者
の
構
成
す
る

の
場
が
同
一
の
も
の

あ
っ
た
(
前
稿
〉
。

そ
し
て
、
左
注
は
さ
ら
に
そ
の
後
に

「
或
は
云
は
く
、
筑

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
歌
群
の

の
分
析
に
よ
っ
て
、

A
B
C
三
群
各
四
首
の
志

前
国
守
山
上
憶
良
臣
、
妻
子
の
傷

い
ふ
。
」
と
付
記
し
て
い
る
の
だ
。

し
、
志
を
述
べ
て
ζ

の
歌
を
作
る
と

賀
白
水
郎
歌
十
二

は
、
回
回
国
回
の
四
つ
の

に
分
か
れ
、

二
列
に
相
対

上
に
見
た
歌
群
の

ら
す
れ
ば
、
志
賀
白
水
郎
歌
は
、
還
ら
ぬ
荒
雄
を



待
ち
続
け
る
妻
の
立
場
と
、
荒
雄
の

ぬ
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
白
水

の
を
有
し
て
い
た
。

郎
の
立
場
と
に
立
っ
て
、
両
者
の
嘆
き
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
総
合
し
て

そ
の
よ
う
な
志
賀
白
水
郎
歌
群
の
原
形
十
二
首
は
、

立
時
ま
た
は

「
妻
子
等
」
の
立
場
で
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
荒
雄
の
子
も

志
賀
白
水
郎
の
一
員
で
あ
ろ
う
し
、
「
妻
子
等
」

そ
の
後
の
伝
来
の
聞
に
、

る
二
首
が
省
略
・
削
除
さ
れ
、
二
つ
の
現
形

は
白
水
郎
を
含
み
、

そ
れ
を

を
有
す
る
十
首
の
歌
群
と
な
っ
た
。
そ
の
二
現
形
が
諸
本
本
文
と
尼
崎
本
朱
注

代
表
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

或
本
と
の
配
列
で
あ
る
。
従
来
、

こ
の
両
者
の
い
ず
れ
か
に
対
し
て
な
さ
れ
て

し
か
も
歌
々
の
内
容
は
、
そ
の
全
体
に
憶
良
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

き
た
連
作
構
成

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
肉
迫
を
見
せ
な
が
ら
、
ど
こ
か
に

否
定
し
な
い
(
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
木
市
之
助

『
古
文
芸
の

、

犬

無
理
を
生
ぜ
ず
に
い
な
か
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
二
現
形
の
成
立

よ

養
孝
氏

の
風
土
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
学
の
言
が
費
さ
れ
て
い
る
)
。

る
も
の
で
あ
っ
た
。
歌
群
原
形
が
憶
良
の

で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は

論

し
た
が
っ
て
、
志
賀
白
水
郎
歌
は
、
荒
雄
に
残
さ
れ
た
「

子
等
」
の
立
場

を
拒
絶
す
る
も
の
で
は
な
い
。
が
、
二
現
形
は
そ
の
不
完
全
な
部
分
に
す
ぎ
な

の
歌
を
、
志
賀
の
白
水
郎
に
よ
っ
て

わ
れ
る
よ
う
に
、
憶
良
が
作
っ
た
も
の

ぃ
。
し
か
も
歌
群
原
形
の
構
造
は
四
者
構
成
の
歌
の
場
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て

だ
と
断
じ
て
よ
い
。

ゑ

則

合

蜘

志
賀
の
白
水
郎
の
男
女
が
二
列
に
相
対
し
て
い
る
四
者
の
歌
の
座
を
、
三
た

い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、

白
水
郎
歌
群
の

規
制
し
た
四
者
構
成
の
歌
の
場
と
は
、

び
め
ぐ
り
往
復
し
て
謡
わ
れ
る
よ
う
に
、
憶
良
は
作
歌
し
た
。

の
発
船
、

い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
。
最
後
に
こ
の
こ
と
が
問
わ
れ
な
け

海
坂
で
の
別
れ
、
残
さ
れ
れ
h

ら
の
思
い

き
。
歌
の
座
の
進
行
と
共
に
、

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

ζ

れ
に
つ
い
て
は
、
広
く
万
葉
時
代
の
歌
の
場
に
言

歌
は
反
復
さ
れ
強
調
さ
れ
つ
つ
、
八
年
後
の
妻
子
ら
の
思
い
へ
と
深
め
ら
れ
る
。

及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
志
賀
白
水
郎
歌
の
場
に
限
っ
て
も
、
志
賀
島
の

そ
し
て
、
荒
雄
の
生
還
を
待
ち
続
け
つ
つ
、

つ
い
に
は
絶
望
に
沈
む
ほ
か
は
な

白
水
郎
の
男
女
に
よ
る

と

に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ぃ
、
そ
う
し
た
「
妻
子
等
」
の

が
、
四
首
ず
つ
三
群
か
ら
な
る
十
二
首
の

そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
別
の
機
会
に

る
こ
と
に
す
る
。
(
昭
必
・
ロ
・
初
・
稿
)

た
。
し
た
が
っ
て
歌
々
は
、

の
座
の
め
ぐ
る
と
お
り
に
反
復
を
い
と
わ
ず

〔
付
記
]
本
稿
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
六
日
の
万
葉
学
会
全
国
大
会
の
研
究
発
表
会
に
お
け
る

発
表
の
前
半
を
骨
子
と
す
る
。
会
場
に
お
い
て
、
伊
藤
博
・
吉
井
巌
・
森
重
敏
・
井
村
哲
夫
・
小

島
憲
之
の
諸
氏
よ
り
有
益
な
批
判
を
得
た
。
ま
た
、
書
き
入
れ
の
よ
み
に
つ
い
て
は
萩
谷
朴
氏
の

示
教
を
得
た
。
記
し
て
翻
意
を
表
す
る
。

歌
群
と
し
て
、
表
現
さ
れ
た
。
そ
れ
は
古
代
歌
曲
の
憶
良
に
よ
る
作
詞
で
あ
っ

き
し
る
さ
れ
、
し
か
も
憶
良
の
作
歌
と
し
て
の

と
も
い
う
べ
き
も

志
賀
白
水
郎
歌
の
場

一一一



の
方
法

一一一一

三五
ロロ

の

t土
く

一
万

歌
の

の
た
め
に

だ
い
た
い
以
上
三
つ
で
つ
き
る
だ
ろ
う
。

本
稿
が
こ
乙
で
い
う
「
方
法
」
は
右
の
よ
う
な
「
語
り
」
そ
の
も
の
の
具
体

「
歌
語
り
の
方
法
」
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
は
、

「
語
り
」
の
方
法
を
い
う

的
状
況
で
は
な
く
て
、
「
歌
」
の
表
現
技
法
の
こ
と
を
い
う
。
「
歌
」
を
い
か
に

の
で
は
な
い
。

按
排
し
脚
色
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
か
と
い
う
よ
う
な

い
か
な
る
発
声
と
テ
ン
ポ
で
歌
が
請
一
訴
さ
れ
由
来
が
語
ら
れ
た
か
と
い
う
よ

技
法
の
こ
と
を
い
う
。
文
学
以
前
の
説
話
と
規
定
す
べ
き
も
の
が

り
だ
っ

う
な
こ
と
は
、
今
日
復
元
す
べ

く
も
な
い
。
ま
た
、

い
か
な
る
次

で
歌
や
由

た
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
、
常
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
語
り
手
と
聴
き
手
と
が

来
が
披
露
さ
れ
た
か
は
、

か
つ
て
「
万
葉
の
歌
語
り
」
の
論
(
言
語
と
文
芸
二

存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
印
象
深
く
聴
か
せ
る
た
め
の
配
慮
が
何
ら
か

O
号
〉
で
述
べ
た
「
伝
謂
型
」
「
伝
云
型
」
「
左
注
的
題
詞
型
」
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

作
用
し
た
は
ず
で
、
し
た
が
っ
て
、
歌
語
り
は
歌
語
り
な
り
に
、
よ
り
よ
い
表

目
途
が
つ
く
。
歌
を
請
し
て
の
ち
、
由
来
を
す
こ
ぶ
る
簡
略
に
付
加
す
る
の
が

現
を
志
向
す
る
方
向
を
そ
の
都
度
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

れ
る
。

型
、
歌
を

し
て
の
ち
、
伝
諦
型
に
比
し
て
や
や
詳
細
に
由
来
を
語
る
の

こ
の
点
は
、
あ
る
著
名
人
に
歌
を
仮
託
し
て
語
る
ば
あ
い
に
顕
著
で
あ
る
こ

が
伝
云
型
、
ま
ず
由
来
を
語
っ
た
の
ち
に
、
歌
を
お
も
む
ろ
に

す
る
の
が
左

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

四
首
な
ど
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、
実

型
で
、
こ
れ
ら
は
、

の
時
代
に
お
け
る
歌
語
り
の
語
り
口
を

録
の
歌
を
語
る
ば
あ
い
で
も
、

の
語
り
手
(

は

の
詠
み

お
お
む
ね
忠
実
に
投
影
し
た
結
果
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
歌
が
大
き
な

手
(
作
者
〉
そ
の
人
で
は
な
い
以
上
、
加
上
の
作
業
が
何
一
つ
ほ
ど
こ
さ
れ
な

群
を
な
す
ば
あ
い
、
歌
々
の
あ
い
ま
に
解
説
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
は

い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
て
つ
い
誤
っ
た
と

ず
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
措
け
ば
、

り
の

り
口
は

し
で
も
、
そ
れ
は
一
種
の
加
上
作
業
で
、
そ
こ
に
思
わ
ぬ
精
彩
を
伴
う
こ
と
が



な
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
し
て
、
現
在
の
場
に
あ
わ
せ
て
、

に
(
九
七
〉
郎
女

行
な
わ
れ
る
ば
あ
い
、

五
の
二
大

そ
れ
は
語
り
手
の
積
極
的
な
創
作
だ
と
い
え
る
。
巻
十

ド
キ
ユ
aa

ン
タ
リ
・
フ
イ
タ
シ
守
シ

に
見
ら
れ
た
実
録
的
創
作
の
傾
向
な
ど
そ
の
典
型
で
、
こ

梓
弓
引
か
ぱ
ま
に
ま
に
寄
ら
め
ど
も
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も

九

の
歌
群
の
序
破
急
三
段
落
の
構
成
や
、

「
秋
」
と
「
妹
」
を
モ
チ
ー
フ
の
核
と

八
)
郎
女

つ
色
を

梓
弓
弦
緒

あ
づ
ま
り
と
由
さ
き

東
人
の
荷
前
の
箱
の
荷
の
緒
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も

け
引
く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
ぞ
引
く
(
九
九
)
禅
師

し
て
展
開
さ
せ
て
い
る
点
な
ど
、
り
っ
ぱ
な
「
歌
語
り
の
方
法
」
と
い
え
る
も

(

一

O

の
で
あ
る
。

O 

語
り
の
次
第
ほ
ど
の
様
式
性
が
あ
っ
た
と
は
い
い
に
く
い
が
、
右
の
よ
う
な

巻
二
相
聞
の
天
智
朝
の
条
に

さ
れ
て
い
る
右
の
歌
群
は
、
そ
の
題
詞
や

方
法
的
関
心
を
も
っ
て
、
も
と
も
と
は
歌
語
り
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
歌
々
に
対

作
者
表
記
の
在
り
か
た
か
ら
見
て
、
も
と

り
だ
っ
た
こ
と
を
典
型
的
に
示

す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
特
徴
的
と
い
え
る
傾
向
が
指
摘
で
き
な
く
は
な
く
、
そ

す
歌
だ
と
、

か
つ
て
い
く
た
び
か
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
五
首
の
展

の
傾
向
を
説
き
明
す
と
き
に
は
、
万
葉
歌
の
い
く
つ
か
に
対
し
て
そ
の
表
現
の

聞
の
相
に
立
ち
入
っ
て
み
る
に
、
そ
の
心
配
り
は
ま
こ
と
に

で
あ
る
。

な
理
解
に
到
達
で
き
る
ば
あ
い
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
ず
、
冒
頭
の

の
歌
は
、

信
濃
産
の
弓
の
弦
を
引
く
よ
う
に
、
私
が
あ
な
た
の
手
を
引
き
寄
せ
た
ら
、

そ
こ
で
、
筆
者
が
、
こ
れ
ま
で
元
来
は

り
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
及
し
た

の
中
で
、
内
面
に
深
く
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
も
の
二
、
三
を
取
り
あ
げ
て
、

貴
人
ぶ
っ
て
イ
ヤ
と
お
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
ね
。

い
さ
さ
か
論
を
展
開
し
て
み
た
い
。

と
い
う
意
。
第
四
句
「
貴
人
さ
び
」
の
底
に
は
、
石
川
郎
女
を
「
貴
人
」
な
ら

一一

て
納
め
る
法

ぬ
「
女
」
と
す
る
認
定
が
あ
る
。
の
つ
け
か
ら
ふ
ざ
け
て
い
る
わ
け
で
、
二
人

の
あ
い
だ
に
は
す
で
に

の

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

久
米
禅
師
、
石
川
郎
女
を
嬉
ふ
時
の
歌
五
首

み
薦
刈
る
の
真
弓
我
が
引
か
ば
貴
人
さ
び
て
否
と
言
は
む
か
も
(
九

だ
か
ら
、
第
三
句
の
「
我
が
引
か
ば
」
の
意
味
は
、
通
説
の
「
気
を
引
い
た
な

ら
ば
」
で
は
届
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、

具
体
的
に
「
手
を
引
く
」
、

つ
ま
り
共

ム
ハ
)
禅
師

寝
の
仲
に
入
る
こ
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
確
立
し
て
い
る

み

eNι 

る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
弦
は
く
る
わ
ざ
を
知
る
と
言
は
な
く

の
上
に
立
っ
て
誘
い
を
か
け
た
の
が
こ
の

で、

一
首
は
逆
説
に
よ

の
方
法

一一一一一



歌
語
り
の
方
法

二
四

る
共
寝
(
結
婚
〉
申
し
こ
み
の
歌
だ
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
本
気
は
将
来
と
も
続
く
の
か
と
い
う
こ
つ
の
点
を
、
返
歌
を
装
い

誘
い
の
真
意
を
女
は
む
ろ
ん
知
っ
て
い
た
。
二
つ
の
条
件
を
か
ら
か
い
の
中

な
が
ら
確
め
た
わ
け
で
あ
る
。

に
封
じ
て
、

男
に
投
げ
か
け
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
男
の
誘
い

に
応
じ
つ
つ
女
が
逆
攻
勢
に
出
た
と
い
う
こ

す
な
わ
ち
、
女
の
第
一
首
は
、

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
姿
勢
の
表
面
化
し
た
も
の
が
、
将
来
の
こ
と
に
話

信
濃
の
真
弓
を
引
き
も
し
な
い
で
、
弦
を
か
け
る
方
法
な
ど
知
っ
て
い
る

題
を
転
じ
た
女
の
第
二
首
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
投
影
し
て
、
女
の

一

と
は
、
世
間
で
は
言
わ
な
い
も
の
で
す
が
ね
。

首
は
、
男
の
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
な
が
ら
答
え
て
い
る
の
に
(
も
ち
ろ

と
理
解
す
べ
き
歌
で
あ
る
。
相
手
の
歌
の
序
詞
を
、
当
時
の

の
習
わ
し
と

ん

既
述
)
、

第
二
首
は
、

「
弓
」

に
関
連
し
な
が
ら
も
、

し
て
、
郎
女
自
身
の
警
輸
に
転
換
し
、

「
緒
侃
く
る
わ
ざ
」
に
「
女
を
従
え
る

「
梓
弓
云
々
」

と
い
う
別
の
形
(
改
ま
っ
た
姿
勢
)

で
う
た
い
お
こ
さ
れ
て
い

方
法
」

の
意
を
寓
し
つ
つ
答
え
た
も
の
で
、

「
本
気
に
な
っ
て
女
を
誘
っ
て
も

る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
第
二
首
で
は
、
逆
に
女
が
為
手
に
な
っ
て
誘
い
水

見
な
い
で
女
を
従
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
で
す
か
」
と
、
し
っ
ぺ
返
し
を

を
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

く
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
し
っ
ぺ
返
し
の

-
』
十
品
、

t
i
 
「
わ
た
し
と
ほ
ん
と
に

受
手
か
ら
為
手
へ
と
転
じ
つ
つ
女
が
攻
勢
に
出
た
か
ら
に
は
、
こ
ん
ど
は
男

共
寝
し
た
か
っ
た
ら
本
気
に
な
っ
て

っ
て
ご
ら
ん
、
あ
な
た
が
本
気
だ
っ
た

が
受
手
に
な
っ
て
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
、
男
の
返
し
歌
は
、

ら
応
じ
て
も
よ
ろ
し
い
」
と
い
う
心
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

弓
に
弦
を
つ
け
て
引
く
と
い
う
す
べ
を
知
ら
ぬ
男
な
ど
こ
の
世
に
い
る
も

女
の
第
二

に
は
そ
の
第
一
首
の
心
を
承
け
て
い
う
。

の
で
す
か
。
梓
弓
に
弦
を
つ
け
て
引
く
人
は
、
行
く
先
ま
で
わ
が
心
が
変

梓
弓
を
引
く
よ
う
に
本
気
で
手
を
引
っ
ぱ
っ
て
下
さ
っ
た
ら
、

お
誘
い
の

ら
な
い
と
ち
ゃ
ん
と
わ
き
ま
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
引
く
の
で
す
。

ま
ま
に
寄
り
従
い
ま
し
ょ
う
が
、
行
く
末
の
あ
な
た
の
心
が
わ
か
り
か
ね

と
い
う
意
で
、
女
の
二
つ
の
条
件
に
は
っ
き
り
答
え
て
い
る
。

た
と
え

「
梓
弓
:
:
:
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も
」
(
女
)
に
対
し
て
、

後
の
心
を
知
る
人
ぞ
引
く
」
(
男
)
が
あ
る
わ
け
で
、

「梓弓・・・・・・

る
の
で
す
。

と
。
こ
れ
は
、
裏
返
せ
ば
、

「
た
だ
し
将
来
心
変
り
す
る
よ
う
で
は
、

こ
の

iま

ま
ず
、
為

今
は
本
気
で
も
駄
目
で
す
」
と
い
う
心
で
、
ず
っ
と
心
変
り
し
な
い
か
否
か
を

手
の
姿
勢
に
転
じ
た
女
の
第
二
首
に

え
た
形
を
取
っ
て
い
る
。
女
の
第

問
い
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
は
、
目
下
の
誘
い
は
本
気
な
の
か
、

二
の
条
件
(
誘
い
水
)
に
答
え
た
わ
け
だ
。
だ
が
、
男
は
、
こ
の
歌
で
、

一



の
条
件
に
も
ち
ゃ
ん
と
答
え
て
い
る
。
当
面
の
歌
の
上
の
句
「
梓
弓
弦
緒
取
り

侃
け
引
く
人
は
」
は
、
女
の
第
一

首

「
引
か
ず
し
て
緒
怖
く
る
わ
ざ
を
知
る
と

と
し、

の
歌
で
、

一
連
の
中
で
た
だ
一
つ
対
詠
性
と

に
な
っ
て
い
る
。

一
次
的
に
は
わ
が
身
に
言
い
き
か
せ
る
恋
の

が
二
次
的
に
は
女
へ
の
決
定

い
は
な
く
に
」
に
対
応
す
る
表
現
で
あ
る
。
「
緒
侃
く
る
わ
ざ
」
(
女
を
従
え
る

的
な
愛
の
誓
約
に
な
る
よ
う
な
切
実
な
う
た
い
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。
表
面
た

方
法
〉
を
知
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
自
明
の
こ
と
と
し
て
さ
り
げ
な
く
や
り
返
し

わ
む
れ
な
が
ら
愛
情
を
交
し
て
来
た
も
の
が
、

ζ

の
歌
で
一
転
し
て
ま
じ
め
に

た
の
が
、

「
梓
弓
弦
取
り
侃
け
引
く
人
は
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

ζ

の
一
首
を

な
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
人
は
だ
れ
も
、
こ
こ
に
二
人
の
結
婚
(
共
寝
)

で
あ
る
。

い
う
な
ら
ば
、
男
の
九
九
は
、
形
の
上
で
は
女
の

二
首
だ
け
に
応

が
め
で
た
く
成
立
し
た
こ
と
の
暗
示
を
感
得
す
る
は
ず
で
あ
る
。
歌
群
は
終
る

①
 

一
連
は
こ
の
暗
示
の
歌
を
も
っ
て
閉
じ
め
と
し
て
い
る
。

ベ
く
、

、

口
語
訳
す
る
ば
あ
い
、
先
の

の
よ
う
な
補
足
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
の

じ
な
が
ら
、
内
容
の
上
で
は
第
一
首
に
も
応
じ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
こ
に
は
、

以
上
、

一
連
五
首
の

聞
は
至
妙
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鎖
の
よ

女
の
投
げ
か
け
た
条
件
に
対
す
る
男
の
完
全
な
解
答
が
あ
る
。
そ
の

に
か
く

う
に
か
ら
み
あ
っ
て
連
り
な
が
ら
、
柱
が
始
め
と
中
と
終
り
の
三
箇
所
に
あ
っ

さ
れ
て
い
る
も
の
に
照
準
を
あ
て
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
、
末
長
く
女
を
愛
し
続

て
、
し
か
も
、
最
後
が
最
も
高
く
盛
り
上
っ
て
、
終
る
べ
き
か
た
ち
で
終
っ
て

け
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
表
現
だ
と
い
え
る
。

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

五
首
に
は
、
男
女
が
妻
聞
い
(
共
寝
)
を
果
す
と
き

女
が
二
首
返
し
て
来
た
の
に
対
し
男
も
二
首
を
も
っ
て
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

の
模
範
的
な
や
り
と
り
を
示
す
も
の
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
歴
史
が
あ
っ
た
と

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

一
首
に
よ
っ
て
二
首
へ
の
返
答
を
す
ま
せ
、
し
か
も
そ

判
断
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
至
妙
な
か
ら
み
あ
い
や
展
開
は
、

こ
に
将
来
と
も
続
く
愛
を
匂
わ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
て
、
男
の
第
二
首
が
女

自
然
発
生
的
な
そ
れ
で
は
お
そ
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
。

つ

の
歌
に
直
接
答
え
る
形
を
取
る
の
は
蛇
足
に
な
る
。
あ
ら
わ
に
返
す
歌
を
添
え

士4
目
的
ノ
、

一
連
は
、

久
米
禅
師
と
い
う
男
と
石
川
郎
女
と
い
う
女
と
が
実
際
に
交

る
必
要
は
も
は
や
な
い
。
第
二
首
は
、
第
一
首
の
裏
に
あ
る
愛
の
誓
い
を
表
面

し
た
歌
で
は
な
く
て
、
こ
の
二
人
の
男
女
に
名
を
借
り
て
だ
れ
か
が
実
際
に
あ

に
押
し
出
し
て
強
調
す
る
独
詠
歌
の
か
た
ち
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

っ
た
歌
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
創
作
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。

は
た
せ
る
か
な
、
男
の
第
二
首
は
、

そ
う
思
っ
て
見
る
と
、
「
久
米
禅
師
」
「
石
川
郎
女
」
の
名
も
、
、
ず
い
ぶ
ん
物

東
国
人
の
荷
前
の
箱
の
荷
の
緒
の
よ
う
に
、
妹
は
私
の
心
に
し
っ
か
と
く

語
め
い
て
き
こ
え
る
。

い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

久
米
禅
師
は
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。

禅
師
は
僧
の
意
か
と
い
う
。

「
久
米
氏

歌
語
り
の
方
法

二
五



歌
語
り
の
方
法

一一占ハ

で

に
な
っ
た
者
」
(
万
葉
集
注
釈
)

が
久
米
禅
師
で
あ
ろ
う
が
、

万
葉
集

女
主
人
公
石
川
郎
女
も
伝
未
詳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
石
川
郎
女
も
し
く
は

に
別
に
登

る
「
久
米
若
子
」
が
後
に
も
説
く
よ
う
に
伝
説
的
、
物
語
的
な

石
川
女
郎
を
名
告
る
女
性
は
集
中
に
多
く
、
し
か
も
、
そ
の
大
半
が
、
戯
笑
と

人
名
で
あ
る
こ
と
は
、

「
久
米
禅
師
」
も
同
類
の
名
で
あ
ろ
う
と
す
る
点
に
加

据
態
と
を
も
っ
て
「
男
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
大
伴
安
麻
自
に
嫁
し
て
坂
上

え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
と
も
と
軍
事
氏
族
だ
っ
た
「
久
米
」
に
ち
な
み
の
人

郎
女
を
生
ん
だ
石
川
内
命
婦
(
五
一
八
・
四
四
三
九
な
ど
)
や
、
宇
合
の
第
二

々
が
、
古
代
社
会
に
お
い
て

に
も
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
は
名
高
い
。

の
妻
で
あ
っ
た
石
川
女
郎
(
四
四
九
一
〉
は
そ
の
手
の
歌
を

神
武
東
征
物
語
中
に
見
え
る
久
米
歌
は
久
米
舞
と
し
て
永
く
保
存
さ
れ
た
Q
貞

詠
ん
だ
女
性
で
は
な
い
か
ら
除
く
。
こ
の
二
人
以
外
で
石
川
を
名
告
る
女
性
に

『

北

山

抄

』

な

ど

〉

。

「

凡

そ

乙

と

む

な

な

此
の
倭
建
命
、
国
を
平
け
に
廻
り
行
で
ま
し
し
時
に
、
久
米
直
の
祖
、
名
は
七

"= 

一
方
、
古
事
記
の
倭
建
東
征
物
語
は
、

は
次
の
四
種
が
あ
る
。

A
当
面
の
石
川
郎
女
。
(
天
智
朝
)

慢
に
膳
手
と
し
て
、
従
ひ
仕
へ

り
き
。
」
と
い
う
一
文
を
も
っ
て
終

B 

子
の
愛
人
で

子
に

っ
た
石
川
郎
女
。

石
川
女
郎
と
も

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
最
少
限
度
、
倭
建
東
征
物
語
を
保
存
し
伝
承
し
た

か
れ
、
字
を
大
名
児
と
い
う
。
(
持
統
朝
)

氏
族
に
久
米
直
が
い
た
こ
と
を
想
像
し
て
よ
い
よ
す
が
が
あ
る
。

「
久
米
」

C
大
伴
宿
主
国
主
と
贈
答
を
交
し
た
石
川
女
郎
。

(
持
統
朝
、

ま
た
は
文
武

ち
な
み
の
人
々
が
古
く
か
ら

に
深
く
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の

朝
か
)

名
を
負
う
人
物
を
物
語
の
中
に
呼
び
こ
む
因
と
な
っ
た
の
で
な
い
か
。
な
お
、

D
大

贈
っ
た
、
大

子
の
宮
の
侍
石
川
女
郎
。

一
連
の
男
が
「
久
米
若
子
」
な
ら
ぬ
「
久
米
禅
師
」
で
あ
る
の
は
、

し、

の

字
を
山
田
郎
女
と
い
う
。
(
持
統
朝
、
ま
た
は
文
武
朝
か
)

典
型
歌
群
と
し
て
の
格
を
高
め
る
配
慮
に
よ
る

さ
れ
る
。

「
禅
師
」
さ

こ
の
四
首
を
ど
う
見
る
か
は
説
の
分
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
ハ
緒
方
維
章
「
石
川

え
も
か
く
う
た
っ
て
愛
す
る
女
と
の
共
寝
に
成
功
し
た
と
い
う
意
図
が
こ
め
ら

郎
女
」
和
洋
国
文
研
究
第
九
・
十
冊
な
ど
)
B
D
と
は
、
と
も
に
大
津
皇
子
に

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

一
連
の
よ
う
な
形
式
を
持
つ
歌
は

に
三
つ
あ
り
、

か
か
わ
る
。
「
字
」
(
あ
ざ
な
)
は
違
う
が
、
そ
れ
は
「
字
」
で
あ
る
こ
と
故
不

そ
れ
が
す
べ
て
元
来
歌
語
り
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

か
つ
て
い
く
ど
か

自
然
と
す
る
に
足
り
な
い
だ
ろ
う
。

B
D
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
動
く

触
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
二
つ
ま
で
が
僧
侶
を
男
主
人
公
と
す
る
の
は
注
意
す

ま
い
。
こ
の

B
D
と
A
と
は
、
時
代

す
ぎ
て
い
る
こ
と
と
て
別
人
と
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

る
の
が

で
あ
る
。
問
題
は

B
D
と
C
と
の

』が、

C
と
D
と
が



て

せ
ら
れ
て
い
る
の
を
、
同
一
の
女
性
が
別
の
男
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
に
関

性
が
い
て
、
久
米
を
名
告
る
禅
師
と
こ
ん
な
歌
を
交
し
た
と
い
う
歌
語
り
を
作

心
を
注
い
だ
編
者
の
興
味
に
よ
る
と
見
れ
ば
、
同
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

り
出
す
こ
と
は
、
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
歌
の
配
列

同
一
人
な
ら
、

D
で
は
な
く
て
C
の
方
に
、

ー「

子
宮
侍
」
と
こ
と
わ
る

が
出
来
す
ぎ
る
ほ
ど
出
来
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
男
主
人
公
に
、

「
久
米
禅

べ
き
だ
と
見
れ
ば
、
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

師
」
な
ど
い
う
、

い
か
に
も
物
語
的
な
匂
い
の
す
る
人
名
が
選
ば
れ
た
の
で
は

わ
か
ら
な
い
が
、

要
す
る
に
、

B
C
D
に
よ
れ
ば
藤
原
朝
に
お
い
て
、

石
川
郎

な
か
っ
た
か
。
「
禅
師
」
さ
え
も
、

か
く
う
た
え
ば
、
名
打
て
の
「
石
川
郎
女
」

を

「
禅
師
」
の
相
手
は

①
 

郎
女
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
石
川

女
(
石
川
女
郎
〉
を
名
告
る
女
性
が
、
き
わ
め
て
コ
ケ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
獲
得
で
き
る
と
い
う
の
が
こ
の
一
連
五
首
で
、

の
男
と
交
し
た
』
」
と
だ
け
は

か
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
交
し
た
と
い

う
話
が
そ
の
こ
ろ
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

一
連
五
首
の
最
後
の
歌
が
切
実
な
独
詠
的
姿
勢

と
こ
ろ
が
、
先
刻
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
藤
原
朝
の
石
川
郎
女

天
智
朝

を
貫
く
こ
と
で
、

一
連
の

め
く
く
り
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
が

の
石
川

と
は
酷
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
天
智
朝
の
石
川
は
「
貴
人
さ

こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
最
後
を
独
詠
的
に
結
ぶ
こ
と
は
、
男
女
の
恋
を

ぴ
て
」
な
ど
と
ひ
や
か
さ
れ
る
女
で
あ
り
、

か
ら
だ
を
求
め
て
き
た
男
を
か
ら

扱
う
歌
語
り
の
一
つ
の
方
法
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

か
つ
て
誘
い
水
ま
で
か
け
て
い
る
。

持
統
朝
の
石
川
は
「
君
が
濡
れ
け

I 

独
詠
的
だ
と
い
う
こ
と
は
持
情
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

性
と
無

に
な
り
た
い
と
う
た
っ
た
り
、
自
媒
を
も
っ
て
拘
接
の
計
に
出
た
り
、
老
い
て

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
歌
を
最
後
に
お
い
て
し
ま
り
を
つ
け
る

な
お
盛
ん
で
あ
っ
た
り
し
た
女
で
あ
る
。
似
て
い
る
。

こ
と
が
、
歌
語
り
の

に
余
情
や
暗
示
を
与
え
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は

そ
こ
で
思
う
こ
と
は
、
天
智
朝
に
収
録
さ
れ
た
か
の
五
首
は
、

B
C
D
の
石

い
う
ま
で
も
な
い
。
閉
じ
め
の

が
独
詠
的
で
あ
る
の
は
、
偶
発
的
現
象
で
は

川
郎
女
を
め
ぐ
る
話
が
享
受
さ
れ
る
過
程
で
、
天
智
朝
の
実
話
と
し
て
作
ら
れ

あ
ぎ
な

た
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
字
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
か

な
く
、
よ
り

の
世
界
を
醸
し
出
す
た
め
の
意
識
さ
れ
た
技
法
だ
っ
た
こ

①
 

と
を
予
見
さ
せ
る
。

ら
、
最
少
限
度
、

B
D
の
石
川
郎
女
は
実
在
の
女
性
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近

い
過
去
の
そ
の
女
性
の
こ
と
を
語
り
伝
え

の
人
々
が
、
石
川
郎
女
像

右
の
予
見
は
、
久
米
と
石
川
の
一
連
五
首
と
同
一
型
式
の
も
の
が
集
中
に
さ

の
お
も
し
ろ
さ
に
ひ
か
れ
て
、
文
明
開
花
の
天
智
朝
に
も
そ
の
名
を
名
告
る
女

ら
に
二
つ
あ
る
と
さ
き
に
い
っ
た
そ
の
歌
群
を
観
察
す
る
と
き
、
単
な
る
予
見

歌
語
り
の
方
法

二
七



歌
語
り
の
方
法

八

に
留
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
保
証
さ
れ
る
。

む
す
め
め
と

三
方
沙
弥
、
園
臣
生
羽
が
女
を
妻
り
て
、

て、

最
後
を
独
詠
的
に
う
た
う
こ
と
で
全
体
の
し
め
く
く
り
を
な
す
と
い
う
習

い
く
ば
く
も
時
を
経
ぬ
に
、

い
の
あ
っ
た
こ
と
を
-証
す
る
に
足
り
よ
う
。

病
に
臥
し
て
作
る
歌
三
首

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
と
し
て
直
接
論
じ
な
か
っ
た
が
、
は
じ
め
の
二
首
は

た
け
ば
ぬ
れ
た
か
ね
ば
長
き
妹
が
髪
、
」
の
こ
ろ
見
ぬ
に
掻
き
入
れ
つ
ら
む

あ
き
ら
か
に
対
詠
だ
。

か
(
一
二
三
〉
一
二
方
沙
弥

す
な
わ
ち
、
男
の

は

人
皆
は
今
は
長
し
と
た
け
と
言
へ
ど
君
が
見
し
髪
乱
れ
た
り
と
も
ご
二

束
ね
よ
う
と
す
る
と
、
ず
る
ず
る
と
垂
れ
下
り
、
束
ね
な
い
で
お
く
と
長
す

四
)
娘
子

ぎ
る
そ
な
た
の

は
、
こ
の
ご
ろ
見
ら
れ
な
い
が
、
も
は
や

け
ず
っ
て

橘
の

む
道
の
八
衡
に
物
を
ぞ
思
ふ
妹
に

は
ず
し
て
(
一
一
一
五
)
三

結
い
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ほ
ほ
り
が
み

と
い
う
意
。
ま
だ
放
髪
の
幼
な
妻
へ
の
歌
だ
。
病
床
に
あ
る
た
め
に

ね
て
行

方
沙
弥

右
は
、
さ
き
に
述
べ
た
C
の
石
川
郎
女
歌
群
の
前
に
載
る
持
統
朝
の
歌
で
あ

く
こ
と
の
で
き
な
い
幼
な

の
髪
の
状
況
を
こ
の
よ
う
に
心
配
し
た
の
は
、
お

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
連
が
ま

の
歌
だ
け
を
独
詠
的
に
う
た
っ
て
い

そ
ら
く
当
時
在
っ
た
と
こ
ろ
の
、
夫
が
幼
な
妻
の
髪
上
げ
を
す
る

習
や
、
再

る
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
、
こ
の
歌
に
基
づ
く
異
伝
が
天
平
の
世
に
あ
る
。

び
逢
う
ま
で
は
髪
型
を
改
め
な
い
風

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
相
手
が
人
妻
に
な

橘
の
本
に
道
踏
む
八
衝
に
物
を
ぞ
思
ふ
人
に
知
ら
え
ず
(
一

O
二
七
)

っ
て
し
ま
っ
た
か
と
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
も
の
だ
が
、

ζ

れ
ま
た
完
全
に
独
詠
的
姿
勢

く
の
は
一
つ
の
傍
証

だ
か
ら
、
そ
の
意
を
解
し
て
、
幼
な

は
窓口
え
る
。

と
い
う
べ
く
、
当
面
の
閉
じ
め
歌
が
、

ま
わ
り
の
人
々
は
み
な
、
も
う
長
く
な
っ
た
と
か
、
結
い
上
げ
な
さ
い
と

橘
の
並
木
の

を
踏
ん
で
行
く
道
の
、
多
く
の
別
れ
道
そ
の
ま
ま
に
、
あ

れ
や
こ
れ
や
と
物
思
い
に
悩
む
こ
と
だ
。
あ
の
子
に

か
言
い
ま
す
が
、
あ
な
た
が
御
覧
に
な
っ
た
こ
の
髪
な
の
で
す
、
ど
ん
な

わ
な
い
で
い
て
。

に
乱
れ
て
い
よ
う
と
も
結
い
上
げ
た
り
な
ど
し
ま
せ
ん
。

の
意
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。

と
。
「
君
が
見
し
髪
」
は
、
心
を
こ
め
て
夫
に
見
ら
れ
た
髪
で
あ
る
と
同
時
に
、

五
首
と
三
首
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
同
じ
形
態
を
も
っ
て
記
録
さ
れ
て

愛

さ
れ
た
黒
髪
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
髪
を
そ
の
時
の
ま
ま
に
ず
っ
と
し
て

る

が
、
全
く
同
一
の

を
持
つ
こ
と
は
、
こ
の
種
の
歌
語
り
に
お
い

お
く
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
純
情
可

な
愛
の

い
を
返
し
て
い
る
。



こ
の
誓
い
を
得
て
は
、
男
は
「
髪
」
に
関
し
も
て
は
や
触
れ
る
必
要
は
な
い
。

さ
て
、
同
一
形
態
の
も
う
一
つ
は
、
次
の
歌
群
で
あ
る
。

さ
ら
に
返
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
可
憐
な
女
に
一
時
も
早
く
逢
い
た
い
切

田
部
思

大
宰
に
任
け
ら
ゆ
る
時
の
歌
四
首

望
を
嘆
く
以
外
に
な
い
。
そ
し
て
、

男
は
そ
の
よ
う
に
う
た
っ
た
。
享

衣
手
に
取
り
と
ど
こ
ほ
り
泣
く
子
に
も
ま
さ
れ
る
我
を
置
き
て
い
か
に
せ

受
者
の
が
わ
に
立
っ
て
こ
の
う
た
い
お
さ
め
に
接
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
、
女

む
(
四
九
二
)
舎
人
吉
年

の
誓
い
に
感
動
し
た
男
と、

男
の
そ
の
感
動
を
耳
に
し
て
「
君
が
見
し
髪
乱
れ

き
て
い
な
ば
妹
恋
ひ
む
か
も
敷
妙
の

き
て
長
き
こ
の
夜
を
(
四

た
り
と
も
」
の
状
況
を
ひ
た
ぶ
る
に
続
け
る
女
と
を
想
像
し
て
感
に
耽
る
こ
と

九
三
)
田
部
忌
寸
様
子

に
な
ろ
ラ
。
す
な
わ
ち
、
独
詠
の
し
め
く
く
り
が
発
揮
す
る
余
情
と
予
感
の
効

我
妹
子
を
相
知
ら
し
め
し
人
を
こ
そ
恋
の
ま
さ
れ
ば
恨
め
し
み
思
へ

'" 四

果
で
あ
る
。
こ
の
三
首
も
、
逢
え
な
い
夫
婦
の
情
を
述
べ
た
歌
の
典
型
と
し
て

九
四
)
〈
様
子
〉

享
受
さ
れ
た
歴
史
を
元
来
有
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

朝
日
影
に
ほ
へ
る
山
に
照
る
月
の
飽
か
ざ
る
君
を
山
越
し
に
置
き
て
(
四

考
え
て
も
み
る
に
、

か
り
に
も
右
が
実
際
の
贈
答
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
一一一一

九
五
)
〈
吉
年
〉

と
一
二
四
の
二
首
だ
け
で
足
り
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
万
葉
に
伝
え
ら

こ
の
四
首
、
前
の
二
群
ほ
ど
対
一
散
と
独
一
散
の
対
立
が
な
い
よ
う
に
、

一
瞥
し

れ
る
実
の

だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
多
く
が
一
対
一
の
二
首
構
成
に
な

た
と
こ
ろ
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
内
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
女
の
最
後
の
歌

っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
際
思
い
あ
わ
せ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、

は
、
こ
れ
一
つ
が
別
れ
た
後
の
心
情
を
述
べ
た
も
の
で
、
独
詠
的

で
あ
る

一
連
に
は
男
の
独
詠
的
な
返
歌
が
添
え
ら
れ
て
、
右
に
見
た
よ
う
な
効
力
を
映

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
拙
著
『

の
歌
人
と
作
品
』
上
(
第
一

発
し
て
い
る
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
歌
語
り
は
、

一
二
三
と
一
二
四
の
二

二
節
)
で
触
れ
た
よ
う
に
、
古
代
人
に
と
っ
て
、
自
分
が
い
る
土
地
を
境
す
る

首
が

4

で、

一
二
五
は
、
歌
語
り
作
者
の
創
作
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
山
」
の
向
う
は
別
の
国
だ
っ
た
。
こ
の
歌
は
、
山
向
う
の

に
夫
を
や
ら

一
連
に
お
い
て
、

一
二
五
だ
け
が
後
の
世
に
愛
唱
さ
れ
た
の
は
、

一
つ
の
ゆ
え

せ
て
し
ま
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
異
郷
の
こ
ち
ら
に
自
分
が
一
人
残
さ
れ
て
し
ま

ん
を
こ
こ
に
持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
考
え
に
大
過
な
い
な
ら
ば
、
最
後

っ
た
や
り
ば
の
な
い
断
絶
感
を
述
べ
た
孤
愁
の

で
あ
る
。

に
独
詠
歌
を
添
え
て
結
ぶ
こ
と
が
歌
語
り
享
受
者
の
感
銘
を
ね
ら
っ
た
歌
語
り

こ
れ
に
対
し
、

女
の
第
一
首
は
、

「
ま
さ
れ
る
我

き
て
い
か
に
せ
む
」

の
技
法
だ
っ
た
と
い
う
主
張
は
、

い
っ
そ
う
固
く
な
る
。

が
明
示
す
る
よ
う
に
、
赴
任
し
よ
う
と
す
る
男
に
問
い
か
け
た
歌
で
あ
る
。
こ

歌
語
り
の
方
法

二
九



歌
語
り
の
方
法

一二

O

の
問
い
か
け
に
対
す
る
も
の
が
男
の
二
つ
の
歌
(
四
九
三

J
四
)
で
、
し
か
も
、

か
。
あ
と
の
二
首
だ
け
が
脚
注
に
作
者
名
を
持
た
な
い
の
は
、
こ
の
ば
あ
い
、

そ
れ
は
い
ま
だ
山
越
し
せ
ぬ
段
階
の
詠
で
あ
る
か
ら
、
四
九
三
ま
で
は
当
然
対

そ
う
い

に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、

「
照
る
月
の

詠
と
し
て
味
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
四
首
も
、
最
後
は
独

飽
か
ざ
る
君
を
山
越
し
に

て
」
と
い
う
断
絶
感
を
示
す
歌
の
直
接
の
受
手

詠
的
な
歌
で
押
さ
え
て
一
連
の

め
る
と
い
う
手
法
を
踏
ま
え
て
い
る

と
し
て
山
向
う
の
男
を
想
定
す
る
の
は
不
自
然
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
最
後
の

の
で
あ
る
。

独
詠
歌
を
添
え
た
形
は
、
や
は
り
、
歌
語
り
享
受
者
と
の
関
連
か
ら
起
っ
た
、

一
連
は
、
異
郷
に
赴
く
男
と

に
残
る
女
と
の
や
り
と
り
だ
け
あ
っ
て
、

例
の
手
法
で
あ
る
と
断
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
連
も
、
ま
た
、
遠
く
別
れ

き
て
」
行
く
と
い
う
こ
と
を
鍵
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

第
一
首
と
第

る
男
女
の
悲
し
み
を
典
型
的
に
示
す
歌
語
り
と
し
て
味
わ
れ
た
享
受
史
が
あ
っ

二
首
の

き
て
」
は
、
ま

r

り
に
し
て
も
さ
れ
て
も
い
な
い
「

た
と
見
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
四
首
の
ど
こ
に
も
「
大
宰
府
」
は
お
ろ
か

て
」
で
、
第
二
首
の
「

き
て
い
な
ば
」
は
、
第
一
首
の
「

き
て
い
か
に
せ

い
か
な
る
固
有
の
地
名
も
見
え
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
転
用

む
」
を
承
け
て
い
る
。
対
し
て
、
第
四
首
の
「

き
て
」
は
、
先
刻
述
べ
た
よ

さ
れ
て
然
る
べ
き
普
遍
性
を
持
つ
こ
と
を
語
り
告
げ
る
。

-フに、

い
て
し
ま
っ
た

自
分

き
ざ
り
に
さ

以
上
に
よ
っ
て
、
独
詠
歌
を
末
尾
に
据
え
る
こ
と
で
歌
の
世
界
に
ま
と
ま
り

れ
て
し
ま
っ
た

き
て
」
で
あ
っ
て
、
回
目
頭

い
て
き
た
「

Lー

を
つ
け
、

の
筋
を
余
情
的
に
完
結
す
る
と
い
う
方
法
が
、

一
つ
の
傾
向
と
し

の
果
て
を
示
す
。
そ
し
て
、

三
首
は
、
こ
れ
一
つ
だ
け
に
「

く
」
の
語
を

て
歌
語
り
に
存
在
し
、
そ
れ
が
現
存
万
葉
歌
の
い
く
つ
か
に
投
影
さ
れ
て
い
る

持
た
な
い
。
四
首
は
、
女
↓
男
・
男
↓
女
の

い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

』
」
と
が
確
め
ら
れ
た
か
と
思
う
。

も
の
の
、
如
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
起
承
転
結
の

を
も
踏
ま
え
る
こ
と
が

按
ず
る
に
、

ζ

の
方
法
は
、
長
歌
に
反
歌
を
添
え
て
結
ぶ
方
法
と
必
然
的
な

明
白
で
あ
る
。

関
連
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
長
歌
は
公
的
な
詩
型
で
叙
事
的
傾
向
を
持
ち
、
短

二
人
が
実
際
に
贈
答
し
た
と
す
る
も
の
が
起
承
転
結
の

を
見
事
に
持
つ

歌
は
私
的
な
詩
型
で
拝
情
的
傾
向
を
帯
び
る
の
が
古
代
の
習
い
で
あ
り
、
こ
れ

と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
れ
も
、
実
際
に
は
埋
も
れ
た

り

は
元
来
別
途

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
古
代
人
は
、

い
つ
し
か
ζ

の

作
者
の
創
作
と
見
る
の
が
自
然
で
な
い
か
。
す
く
な
く
と
も
、
実
録
は
最
初
の

二
つ
の
詩
型
を
取
り
あ
わ
せ
る

を
発
明
し
た
。

な
も
の
の
か

二
首
だ
け
で
、
あ
と
の
こ

は
歌
語
り
作
者
が
詠
み
添
え
た
も
の
で
な
か
っ
た

か
わ
り
に
よ
っ
て
、
詩
の
領
域
が
拡
充
さ
れ
た
。
短
歌
は
、
常
に
長
歌
の
う
し



ろ
に
据
え
ら
れ
、

の
感
動
を
納
め
て
立
っ
た
。
こ
の
方
法
と
さ
き
の

潮
干
な
あ
り
そ
ね
沈
み
に
し
妹
が
姿
を
見
ま
く
苦
し
も
ハ
二
二
九
)

り
の
方
法
と
は

は
と
う
て
い
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
長
反
歌
型
式
は
、

右
は
、

巻
二
の
も
の
で
あ
る
。

河
辺
宮
人
は
伝
来
詳
。

姫
島
は
、

見
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
初
期
万
葉
か
ら
始
ま
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
飛
躍
的
に

(
仁
徳
)
日
本

(
安
閑
紀
二
年
)

日
本
紀
(
元

二
年
)
逸
文

発
展
し
そ
し
て

た
の
は
人
麻
呂
の
作
品
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
人
麻
呂

風
土
記
(
摂

〉
に
同
名
の
地
が
見
え
る
が
、

い
ず
れ
も
摂
津
国
で
あ
る
。
こ

の
反
歌
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
ピ
リ
オ
ド
の
は
た
ら
き
を
な
す
も
の
は
、

手品、-』
F

也、。

J
V
A
H
N
'
V
J
J
 

こ
も
、
第
二
首
に
よ
れ
ば
摂
津
と
見
ら
れ
る
が
、
摂
津
の
ど
こ
か
と
い
う
こ
と

筆
者
の

に
よ
れ
ば
、
万
葉
の

語
り
は
、
持
統
朝
、

つ
ま
り
人
麻
呂
の
時

に
な
る
と
、
淀
川
河
口
の
島
の
名
そ
の
他
の
説
が
あ
っ
て
、
確
か
な
こ
と
は
わ

代
に
は
じ
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
か
ら
も
、
目
下
い
う
と
こ

か
ら
な
い
。

ろ
の

の
方
法
が
長
反
歌
型
式
か
ら
多
く
の

を
う
け
て
い
る
と
、
判

こ
の
ニ

に
つ
い
て
は
、

題
調
に
「

の
屍
を
見
て
作
る
」
と
あ
り
な
が

断
す
る
、
」
と
が
で
き
よ
う
。

ら

こ十品、
t
t
 

一
首
で
「
小
松
」
し
か
見
て
い
ず
、
第
二
首
で
「
屍
」
を

者

に
転
ず
る
法

見
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
点
が
、

従
来
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「そ

の
屍
体
は

れ
ば
見
え
、

つ
れ
ば
見
え
ざ
り
し
も
の
と
見
ゆ
」
〆由、

万
葉
集
に
は
、
題
詞
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
収
録
さ
れ
る
歌
は
、

集
講
義
)
と
か
、

「
娘
子
の
水
死
の
地
に
立
っ
て
哀
悼
し
て
、

か
う
い
ふ
風
に

数
も
内
容
も
ま
っ
た

な
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
不

歌
群
が

詠
ん
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
よ
(
万
葉
集
注
釈
)
と
か
、

い
わ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
巻
二
、
二
二
八

J
九
と
巻
三
、
四
三
四
J
七
が
そ
れ
だ
が
、
こ
の
不
思

講
義
の
見
解
は
理
屈
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
さ
り
と
て
、
注
釈
の
発
言
は
、
題

議
な

、
歌
語
り
の
方
法
と
い
う
観
点
を
も
っ
て
対
す
る
な
ら
、
存
外
す

詞
と
歌
意
と
の

に
対
す
る
解
答
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

な
お
に
解
け
そ
う
な
気
が
す
る
。

按
ず
る
に
、
こ
の

は
幻
祝
さ
れ
た
屍
な
の
で
あ
ろ
う
。
姫
島
に
、

か

年
歳
次
辛
亥
、
河
辺
宮
人
、
姫
島
の
松
原
に
し
て

か

な

を
見
て
悲
嘆
し
び
て
作
る
歌
二
首

子
の
屍

ぐ
わ
し
い
娘
子
の
入

が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
む
ろ
ん
、
悲
恋
ゆ
え

の
自
殺
で
あ
っ
た
。
地
名
「
姫
島
」
か
ら
は
、
さ

は

妹
が
名
は
千
代
に
流
れ
む
姫
島
の
小
松
が
う
れ
に
苔
生
す
ま
で
に
(
二
二

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
さ
よ
う
な
話
の
一
つ
も
生
ま
れ
て
当
然
だ
。
そ
の
姫
島

八、】J

を
通
過
す
る
と
き
、
河
辺
宮
人
が
そ
の
悲
し
い
話
を
思
い
浮
か
べ
、

お
の
ず
か

歌
語
り
の
方
法

一一一一



歌
語
り
の
方
法

一一一一一

の
二
首
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

(
「
河
辺
宮
人
」

は
架
空
の
作
者
名
と
い
う
こ

を
と
め

和
銅
四
年
辛
亥
、
河
辺
宮
人
、
姫
島
の
松
原
の
美
人
の
屍
を
見
て
、

び
て
作
る

四
首

ら
に
幻
想
さ
れ
た
娘
子
の
屍
に
対
し
て
う
た
っ
た
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
が
こ

と
も
あ
り
う
る
。
そ
う
い
え
ば
、

こ
の
人
名
、
「
姓
」

も
な
く
全
体
す
}
」
ぶ
る

風
早
の
美
保
の
浦
廻
の
白
つ
つ
じ
見
れ
ど
も
さ
ぶ
し
亡
き
人
思
へ
ば
(
四

優
雅
で
あ
る
)
。

そ
う
見
れ
ば
、

一
首
は
、

眼
前
の
小
松
を
通
し
て
娘
子
の

三
四
)

屍
を
美
し
く
幻
想
し
た
歌
、
第
二
首
は
そ
の
幻
想
が
破
れ
る
こ
と
を
忌
避
す
る

み
つ
み
つ
し
久
米
の
若
子
が
い
触
れ
け
む
磯
の
草
根
の
枯
れ
ま
く
惜
し
も

歌
と
理

す
る
こ
と
が
で
き
、

一
一
つ
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
「
叶

の
屍
を
見

(
四
三
五
)

る
」
歌
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
美
し
い
幻
想
は
同
時
に

人
言
の
繁
き
こ
の
こ
ろ
玉
な
ら
ば
手
に
巻
き
持
ち
て
恋
ひ
ず
あ
ら
ま
し
を

こ
の
意
味
で
、

の
認
識
に
立
っ
て
も
、
こ
れ
は
り
っ
ぱ
な
挽
歌
だ

(
四
=
ニ
ハ
)

妹
も
我
も
清
の
川
の
川
岸
の
妹
が
悔
ゆ
ベ
き
心
は
持
た
じ
(
四
三
七
)

切
実
な
る
京
悼
で
あ
る
。
娘
子
へ
の
魂
鎮
め
で
あ
る
。

が
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
分
類
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
見
れ
ば
、
二
首
は
元
来

右
は
、

題
詞
と
歌
意
と
が
あ
わ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

「
挽
歌
」
に
収
め
ら

り
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
作
を
含
む
巻
一

-
二
の

の
歌
群
は
志
貴

れ
な
が
ら
相
聞
の
歌
(
四
三
六
J
七
〉
を
含
む
奇
妙
な
例
と
さ
れ
、
編
纂
以
前

-
長
両

子
系
お
よ
び
そ
れ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
か
ら
出
た
資
料
と
察
せ
ら

か
ら
錯
誤
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
で
、
諸
注
ほ
と
ん
ど
一
定
し
て
い
る
。

れ
た
(
拙
著
『
万
葉
集
の

と
成
立
』
下
第
九
章
第
二
節
他
)
。
も
と
も
と
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
四
首
を
巻
三
に
収
録
し
た
編
者
は
、
左
に
注
し
て
、

さ
よ
う
な
人
々
の
あ
い
だ
か
ら
生
ま
れ
、

か
つ
楽
し
ま
れ
た
作
で
こ
れ
は
あ
ろ

「
右
は
、
案
ふ
る
に
、
年
紀
井
せ
て
所
処
ま
た
娘
子
の
屍
の
歌
を
作
る
人
の
名

ぅ
。
優
雅
な
地
名
「
姫
島
」
に
ま
つ
わ
る
悲
し
い
話
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
の
美
し

い
幻
想
は
、
歌
語
り
と
し
て
伝
請
さ
れ
る
資
格
を
充
分
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

と
、
す
で
に
上
に
見
え
た
り
。
た
だ
し
、
歌
辞
相
違
ひ
、
是
非
別

つ
ぎ
て

り
て
こ
の
次
に
累

B
U
。

ト
A
E

。」

と
記
し
て
い
る
。
「
巻
二
の
ば
あ
い
と
巻
一
一
一
の
乙

こ
れ
が
も
て
は
や
さ
れ
て
語
り
継
が
れ
る
過
程
に
お
い
て
は
、
同
じ
河
辺
宮
人

の
ば
あ
い
と
、

ど
ち
ら
が
是
か
非
か
判
断
が
つ
け
に
く
い
か
ら
、

こ
こ
に
累

が
別
の
「
姫
島
」
を
通
過
す
る
折
に
う
た
っ
た
と
す
る
も
う
一
つ
の
歌
語
り
が

す
る
。
」

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

編
者
は
巻
三
の

二
に
対
立
す
る
独

生
ま
れ
で
も
こ
よ
う
。
巻
三
が

る
次
の
四
首
は
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な

自
な
本
文
と
し
て
処
遇
し
、
こ
れ
は
こ
れ
で
意
味
を
成
す
と
判
断
し
て
い
る
わ

生
い
立
ち
を
持
つ

で
は
な
か
っ
た
か
。

け
で
あ
る
。

巻
一
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、
「
右
の
一
首
の
歌
は
、

今
案
ふ
る
に



和
歌
に
似
ず
」
(
一
九
〉
と
い
う
よ
ラ
な
判
断
は
下
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、

に
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
人
」
(

だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
さ
き
の
「
久
米

編
者
の
判
断
か
な
ら
ず
し
も
正
当
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
そ
の
発
言
は
、
四

禅
師
」
に
相
似
た
物
語
的
人
物
で
、

「
若
子
」
が
附
着
し
て
い
る
だ
け
、

恋
の

首
を
あ
る
ま
ま
の
形
で

る
姿
勢
の
あ
っ
て
い
い
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に

理
想
的
男
性、

「
忠
克

」
式
な
浪
漫
的
男
性
と
し
て
通
用
し
て
い
た
の
で
あ

要
請
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ろ
う
。

女
性
に
も
て
は
や
さ
れ
た
あ
る
土
地
の
そ
の
よ
う
な
男
は
、

「
久
米
の

右
σコ

の
「
姫
島
」
を
巻
二
の
「
姫
島
」
と
同
一
の
土
地
と
し
、
第
一
首

若
子
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
よ
う
な
名
で
あ
れ
ば
、

ー寸

久

の
「
風
早
の
美
保
」
を
巻
三、

三

O
七
の
コ
ニ
穂
」

/ー、

来日

旦
南
郡
美
浜

米
の
若
子
」
は
、

ロ
マ
ン
を
た
の
し
む
人
々
の
自
由
に
振
り
廻
さ
れ
て
、

町
三
尾
)
と
同
一
の
土
地
と
す
る
な
ら
ば
、

「
地
名
な
ど
も
、

、‘
-
-
-
V
A
V

-刀
J
h
i

あ
は

の
ミ
ホ
に
も
紀
伊
の
ミ
ホ
に
も
住
み
つ
く
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
さ
き
の

)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三

O
七
は
、
「
は

い
は
や

だ
す
す
き
久
米
の
若
子
が
い
ま
し
け
る
三
穂
の
石
室
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」

の
み
に
て
」

二
案
は
い
ず
れ
も
考
え
ら
れ
、
た
と
え
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
以
下
の
論

ざ
る

述
に
支
障
は
な
い
が
、
地
名
「
美
保
」
と
主
人
公
の
一
人
「
久
米
の
若
子
」
と

と
う
た
う
も
の
で
、

当
面
の
第
二
首
同
様
、

「
久
米
の
若
子
」
が
登
場
す
る
。

の
二
つ
ま
で
を
「
紀
伊
」
の
こ
と
と
す
る
歌
が
同
じ
巻
三
に
あ
る
こ
と
を
重
視

そ
れ
で
、

の
方
の
地
名
は
紀
伊
、
題
詞
の
方
の
地
名
は
摂
津
で
、
矛
盾
す
る

し
て
、
こ
こ
で
は
、
同
じ
「
姫
島
」
が
紀
伊
の
美
保
あ
た
り
に
も
あ
っ
た
(
あ

と
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

っ
た
と
考
え
ら
れ
た
)
と
い
う
線
で
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

し
か
し
、

コ
ニ
穂
」
(
美
保
)
は
本
来
「
御
秀
」
の
意
な
る
べ
く
、

「
姫
島
」

さ
て
、
当
面
の
第
一
首
は
、

と
と
も
に
、

で
め
で
た
い
地
名
で
あ
る
。
全
国
各
地
に
あ
っ
て
も
け
っ
し

の
美
保
の
浦
辺
に
咲
き
匂
う
白
つ
つ
じ
、

こ
の
つ
つ
じ
を
い
く
ら
見

て
不
自
然
で
は
な
い
名
で
あ
る
。
現
に
清
水
市
に
も
ミ
ホ
が
あ
り
、
古
来
羽
衣

て
も
心
が
な
ご
ま
な
い
。
亡
き
人
の
こ
と
を
思
う
と
。

伝
説
の
地
の
一
つ
と
し
て
名
が
あ
る
。
ま
た
、
出

土
記
に
も
「
美
保
郷
」

と
理

ベ
き
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、

の
発
言
「
姫
島
の

を
と

め

の
美
人

を
伝
え
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
、
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

の

の
屍
を
見
て
作
る
」

が
な
い
か
に
見
え
る
。

「
姫
島
」
に
も
ミ
ホ
と
称
す
る
浦
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
つ
。
逆
に
、
紀
伊

だ
が
、
こ
の
疑
点
を
解
消
す
る
ζ

と
ば
が
歌
詞
の
中
に
あ
る
。
「
白
つ
つ
じ
」

の

コ
ニ

」
(
美
保
)

の
あ
た
り
に
も
ヒ
メ

シ
マ
と
称
す
る
地
名
が
あ
っ
た
と

が
そ
れ
だ
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
語
り
の
背
景
に
、
ヲ
ト
メ
は
海
に
沈
ん
で
後
に

い
う
の
が
一
つ
。
「
久
米
の
若
子
」
は
、
「
恐
ら
く
久
米
氏
の
若
者
で
当
時
口
碑

「
白
つ
つ
じ
」
と
化
し
た
と
い
う
伝
え
が
不
文
律
の
も
の
と
し
で
あ
っ
た
と

歌
語
り
の
方
法

一
一一
一



の
方
法

三
四

る
な
ら
ば
、
疑
問
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
消
え
る
の
で
あ
る
。

香
未
通
女
:
:
:
〈
巻
十
三
、
三
三

O
五
、
三
三

O
九
)

こ
こ
で
は
、

ヲ
ト
メ
の
相
手
が
「
久
米
の
若
子
」
で
あ
り
、
そ
の
久
米
の
若
子

つ
つ
じ
花

が
手
を
触
れ
た
〈
抱
き
あ
い
共
寝
し
た
〉
も
の
が
「

の
草
根
」
だ
と
い
う
の

の
ト
」
今
つ
に
、

「
つ
つ
じ
花
」
を
美
し
く
照
り
輝
く
ヲ
ト
メ
の
警
輸
に
用
い
た
例

で
あ
っ
て
、

「
磯
の
草
根
」
は
、
あ
き
ら
か
に
、

若
子
の
い
と
し
ん
だ
ヲ
ト
メ

も
、
万
葉
に
は
あ
る
。
姫
島
の
ヲ
ト
メ
は
化
し
て
「
白
つ
つ
じ
」
と
な
っ
た
と

そ
の
人

る
と
同
時
に
、
二
人
が
共
寝
(
密
会
〉
し

を
も
匂
わ
し

い
う
伝
え
を
背
景
に
見
る
こ
と
は
、
唐
突
な
発
想
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
点
、

た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
姫
島
の
ヲ
ト
メ

ん
だ
第
一
首
に

対
し
、
こ
れ
は
、
相
手
の
久
米
の
若
子
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
ヲ
ト
メ
を
悲

」
に
て
そ
の
早
死
を
あ
ら
は
し
、
「
白
つ
つ
じ
」
に
て
故
人
の
清
楚

し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

ヲ
ト
メ
そ
の
も
の
、
そ
し
て
ヲ
ト
メ
た
ち
の
寝
た
と

な
る
姿
を
連
想
せ
り
と
見
ゆ
。

こ
ろ
で
あ
る
「
磯
の

」
に
、
作
者
は
、

ヲ
ト
メ
の
み
ず
み
ず
し
い
肉
体
を

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
す
ぐ
れ
た
見
解
だ
と
思
う
。

「
白
つ
つ
じ
」
は
、

こ
の

見
て
い
る
。
そ
の
肉
体
は
ヲ
ト
メ
の
屍
と
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
第
二

歌
に
お
い
て
、

ヲ
ト
メ
の
幻
想
さ
れ
た

だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
最

首
ま
た
、

詞
の
い
う
と
こ
ろ
と

る
点
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

少
眼
度
、

「
白
つ
つ
じ
」
を
通
し
て
屍
を
連
想
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

そ
れ
な
ら
ば
、
よ
り
大
き
な
異
和
感
を
示
す
後
半
の
第
三
・
四
首
は
、
こ
の

か
ろ
う
。
巻
二
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
作
者
は
、

に
ヲ
ト
メ
の
屍
を
想
い

一
連
に
お
い
て
い
か
に
と
ら
え
る
べ
き
な
の
か
。
二
首
は
ま
さ
に
相
聞
の
歌
で

見
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
。
第
三
首
は
玉

き
持
っ
と
う
た
っ
て
い
る
こ
と
や
(
巻
二
、

一
五

O

第
二
首
は
、

な
ど
参
照
〉
、

第
四
首
が
男
の
歌
で
あ
る
こ
と
や

す
る
に
、

あ
き
ら
か

め
し
く
り
っ
ぱ
な
久
米
の
若
子
が
手
を
触
れ
た
と
い
う
、
こ
の
磯
辺
の

に
女
の
作
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
見
る
と
、

三
首
と
第
四
首
と
は
、
意
味
的
に

草
の
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
口
惜
し
さ
よ
。

対
応
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
女
が
、

と
い
う
ほ
ど
の
意
だ
が
、
こ
の
「
磯
の
草
根
」
は
前
歌
の
「
白
つ
つ
じ
」
に
対

世
間
の
噂
の
う
る
さ
い
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
あ
な
た
が
も
し
玉
だ
っ
た
ら
、

す
る
。
「
白
つ
つ
じ
」
を
通
し
て
ヲ
ト
メ
を
悲
し
ん
だ
の
が
第
一
首
で
、
「
磯
の

い
つ
も
手
か
ら

き
持
っ
て
い
て
、
恋
し
い
思
い
を
し
な
い
で
い

」
を
通
し
て
ヲ
ト
メ
を
悼
ん
だ
の
が
第
二
首
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
磯

ら
れ
ま
し
ょ
う
に
。

の
草
根
」
は
、

「
久
米
の
若
子
」
が
手
を
触
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

2

・
、
》
、

ふ
ム
・
刀

c，

と
う
た
っ
た
の
に
対
し
、
男
が
承
け
て
、



れ
て
、

あ
な
たの
が}f[
悔〈の

は

の
常
道
で
あ
る
。
同
じ
河
辺
宮
人
が
、
さ
ら
に
、

な
る
地

あ
な
た
も
私
も
清
ら
か
な
仲
な
の
で
す
、
そ
れ
に
、
そ
の
名
の

川
岸
が
崩
え
る
よ
う
に
二
人
の
仲
が
噂
の
た
め
に

の
「
姫
島
」
に
伝
わ
る
相
似
た
話
を
聞
い
て
、
こ
ん
な
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
転

い
る
よ
う
な
そ
ん
な
心
を
私
は
持
た
な
い
つ
も
り
で
す
。

移
が
歌
語
り
受
容
者
の
あ
い
だ

な
さ
れ
る
こ
と
は
、
作
品
享
受
の
パ
タ

と
応
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
一
一
つ
は
、
結
構
、
贈
答
の
対
応
関
係
を
な
し
て

ー
ン
で
さ
え
あ
る
。

つ
ま
り
、

モ
ト
を
追
い
求
め
る
さ
よ
う
な
関
心
か
ら
、
河

、'
3
o

'v
・
4
1

辺
宮
人
に
名
を
借
り
て
、

の
あ
い
だ
で
新
た
に
創
り
出
さ
れ
た
の
が
ζ

で
は
、
こ
の
「
女
」
と
「
男
」
は
誰
な
の
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

「
女
」

の
四
首
だ
っ
た
と
見
ら
れ
、
後
半
二
首
の
あ
り
か
た
は
、
こ
の
過
程
を
雄
弁
に

は
姫
島
の
ヲ
ト
メ
で
あ
り
、

「
男
」
は
久
米
の
若
子
で
あ
る
。

二
人
が
生
前
こ

証
す
る
の
だ
と
思
う
。
裏
返
し
て
い
え
ば
、
後
半
二
首
の
相
聞
は
、
第
二
首
の

の
よ
う
な
歌
を
交
し
て
愛
の
生
活
を
続
け
た
、
だ
が
、

つ
い
に
女
は
入
水
し
て

「
い
触
れ
け
む
磯
の
草
根
」
を
契
機
に
、
二
人
が
人
言
に
抵
抗
し
な
が
ら
愛
を

果
て
「
白
つ
つ
じ
」
と
化
す
る
に
至
っ
た
と
う
た
っ
た
の
が
後
半
の
二

だ
と

交
し
た
状
況
に
ま
で
展
開
し
た
結
果
だ
と

す
る
と
き
、
そ
れ
が
こ
こ
に
存

閉山
U
Aノ
。

つ
ま
り
、
前
半
と
後
半
と
で
は
歌
の
立
場
が
違
う
の
で
あ
る
。
前
半
は
、

在
す
べ
き
意
味
を
獲
得
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
白
つ
つ
じ
」
と
「
磯
の
草
根
」
を
通
し
て
ヲ
ト
メ
を
悼
ん
だ
第
三
者
の
立
場

な
お
、
生
前
か
く
愛
を
交
し
た
の
だ
が
つ
い
に
「
白
つ
つ
じ
」
と
化
し
た
と

に
た
つ
歌
だ
が
、
後
半
は
、

一
転
し
て
、
悼
ま
れ
た
ヲ
ト
メ
と
そ
の
相
手
と
の

う
た
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、

ヲ
ト
メ
へ
の

に
つ
な
が
っ
た
と
見
ら
れ
る

生
前
の
歌
、
す
な

の
立
場
に
た
つ
歌
だ
と
い
う
の
が
、

0) 

姿

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
首
が
添
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

に
い
う
と
こ
ろ
と
の

だ
と
思
う
。

決
定
的
な
矛
盾
が
生
ず
る
と
は
、
思
え
な
い
。
と
す
れ
ば
、
一

の
添
え
ら
れ

ヲ
ト
メ
の
相
手
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
関
心
は
、
巻
三
の
四
首
だ
け
に
見

た
一
連
を
「
挽

」
に
引
き
こ
ん
だ
巻
三
編
者
も
、
過
誤
を
侵
し
て
い
る
の
で

二
型
が
享
受
を
重
ね
る
過
程
に
あ
っ
て
は
、
視
点
を
ヲ
ト
メ
そ
の
人
に
向
け
る

は
な

lh;  
男、女。男、女。 y
ののとをご
愛愛の直計
のの関接三
歌歌係悼ピ
r--. r--.でむ zf
四四悼 (Q

三三 む 四』
七六(三三
'--' '--'四四日

士二 、J ~当

事 I~ 

死
後
の
第
三
者
の
歌

ら
れ
る
も
の
で
、
巻
二
の
二
首
に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
巻
三
の
一
連
で

は
作
者
の
眼
が
現
実
的
な
方
向
に
注
が
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、

両
群
を
、
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
元
歌
語
り
と
見
る
と
き
、
軽
慌
で
き
な
い
。
巻

だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
、
事
そ
こ
に
至
っ
た
モ
ト
に
興
味
が
移
行
し
て
ゆ
く
の

生
前
の
当
事
者
の

歌
語
り
の
方
法

三
五



り
の
方
法

一一ヱハ

と
い
う

に
な
っ
て
お
り
、

か
よ
う
な
配
慮
に
あ
る
一
体
の
作
品

し

に
あ
は
せ
ず

つ
つ
み
な
く
病
あ
ら
せ
ず

速
け
く
帰
し
た
ま
は
ね

本

て

る
こ
と
は

に
も
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
相
聞
的
な

が
あ
っ
て
も
、

の
国
辺
に
(
一

O
二

0
・一

O
二
一
〉

こ
れ

る
と
す
れ
ば
、
対
象
は
「
挽
歌
」
の
部
立
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

C 
手父
向君
すに
る我
畏では
のと愛
坂 子
にぞ

母
万
自
に
我
は
愛
子
ぞ

参
ゐ
上
る
八
十
氏
人
の

た
だ
し
、
こ
の
四
首
が
一
挙
に
出
来
た
と
い
う
保
証
は
な
い
。
ま
ず
、
前
半

幣
奉
り
我
は
ぞ
負
へ
る

遠
き
土
佐
路
を
(
一

O

の
二
首
が
出
来
、

つ
い
で
、
二
次
的
、

三
次
的
な
場
で
、

「
い
触
れ
け
む
磯
の

二
一
一
)

草
根
」
を
契
機
と
し
つ
つ
、
後
半
の
二

が
あ
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
充

反
歌
一
首

分
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
の
解
釈
に
大
過
な
い
な
ら

大
崎
の
神
の
小
浜
は
狭
け
ど
も
百
船
人
も
過
ぐ
と
言
は
な
く
に
(
一

O
二

ば
、
万
葉
の
歌
語
り
に
お
い
て
、
第
三
者
的
姿
勢
か

姿
勢
へ
の
転

¥ーノ

換
と
い
う
う
た
い
か
た
を
も
っ
て
歌
に
ま
つ
わ
る
話
を
進
め
る
と
い
う
方
法
が

③
 

右
A
B
C
の
三
群
に
よ
っ
て

さ
れ
る
歌
群
は
、
天
平
十
一

(
七
三
九
〉

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
用
例
が
こ
れ
一
つ
で
は
、
方

年
三
月
二
十
八
日
、
藤
原
宇
合
(
天
平
九
年
没
〉
の
未
亡
人
久
米
連
若
売
と
密

法
と
い
う
の
は
お
こ
が
ま
し
い
。
し
か
し
、
同
様
な
姿
勢
を
持
つ
例
が
ほ
か
に

通
し
た
罪
で
土
佐
に
流
さ
れ
た
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
の

(
続
日
本
紀
)
を
め

な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ぐ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
時
、
若
売
は
下
総
に
配
流
の
身
と
な
っ
た
が
、
翌
年
六

月
十
九
日
の
大
赦
で
許
さ
れ
た
。
乙
麻
呂
は
い
つ
許
さ
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な

石
上
乙

卿
、
土
佐
の
国
に
配
さ
る
る
時
の

三
首
井
せ
て
短
歌

い
が
、
天
平
十
五
年
正
月
五
日
に
従
四
位
上
を
授
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
多
分
、

A
石
上
布
留
の
尊
は
た
わ
や
め
の
惑
ひ
に
よ
り
て

し
し

か

く

鹿
じ
も
の
弓
矢
囲
み
て

じ
も
の
縄
取
り
つ

天
平
十
三
年
九
月
八
日
の
大
赦
で
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
歌
群
は
天

け

大
君
の
命
畏
み

天
離
る
夷
辺
に
退
る

平
十
年
の
項
に
あ
り
、
続
紀
と
一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。

者
の
誤
入
か
。

古
衣
真
土
山
よ
り

帰
り
来
ぬ
か
も
(
一

O
一
九
)

さ
て
、
右
の

A
B
C
に
つ
い
て
は
、
古
来
、

乙
麻
呂
と
そ
の

(
若
売
な
ら

B
大
君
の
命
畏
み

さ
し
並
ぶ
国
に
出
で
ま
す

は
し
き
や
し
我
背
の
君
を

ぬ
人
)
と
を
め
ぐ
っ
て
、
作
者
は
誰
で
あ
る
か
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
あ

か
け
ま
く
も
ゆ
ゆ
し
畏
し

住
吉
の
現
人
神

船
の

に
う
し
は
き
た
ま

ま
り
意
味
の
あ
る
乙
と
と
は
思
え
な
い
。
す
な
お
に
読
め
ば
、

A
は
乙
麻
自
に

ひ

着
き
た
ま
は
む
島
の
崎
々

寄
り
た
ま
は
む
磯
の

々

荒

同
情
し
た

か
わ
か
ら

三
者
、

B
は
乙
麻
呂
の

、
C
は
乙
麻
呂
自
身
の



作
で
あ
る
ζ
と
、
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ

る
い
は
、

紙

落
し
た
も
の
に
よ
っ
て
楽
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

が
こ
れ
を
歌
と
し
て
味
わ
う
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
よ
う
に
信
じ
て

す
べ
き

と
も
あ
れ
、
右
の
歌
群
が
、

で
あ
る
。
だ
が
、
制
作
の
根
源
を
辿
れ
ば
、
こ
れ
は
、
乙
麻
呂
の

に
物
語

A
あ
る
人
の
同
情
(
一

O
一
九
〉

第
三
者
の
歌

的
興
味
を
感
じ
た
人
々
の
作
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
さ
よ
う
な
作
を
、

B
妻
の
悲
し
み
(
一

O
二

0
・一

O
二
一
)

当
事
者
の
歌

万
葉
の
人
々
は
、

A
同
情
的
な
第
三
者
の
詠
↓

B
乙
麻
呂
の
妻
の
詠
↓
C
乙
麻

C
夫
の
悲
し
み
(
一

O
二
二

J
三
)

呂
自
身
の
詠
と
信
じ
て
(
あ
る
い
は
信
ず
る
形
を
取
っ
て
)
味
わ
っ
た
に
す
ぎ

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
さ
き
の
巻
一
一
一
の
姫
島
歌
群
と
撲
を
一
に
す
る
。
第
三
者

な
い
と
思
わ
れ
る
。
『

全
集
本
万
葉
集
2
』
は
す
で
に
、

一
連
に
つ
い
て
、

的
姿
勢
か
ら
当

へ
の
転
換
の
妙
に
歌
の
一
つ
の
世
界
を
た
の
し
ん

「
見
か
け
の
上
か
ら
い
え
ば
、
彼
に
同
情
的
な
第
三
者
、
乙
麻
目
の
妻
、
乙
麻

だ
風
の
あ
っ
た
こ
と
の
証
と
い
え
よ
う
。

呂
自
身
が
別
々
に
詠
ん
だ
よ
う
に
配
列
し
て
あ
る
が
、

は
三
首
と
も
第
三

も
っ
と
も
、
古
屋
彰
氏
(
万
葉
四
五
号
稿
)
や
原
田
貞
義
氏
(
国
語
国
文
研

者
が
歌
謡
的
に
こ
の
事
件
を
と
り
あ
げ
て

っ
た
歌
が
固
定
し
た
の
で
あ
ろ

究
四
一
号
稿
〉
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

B
C
の
二
群
は
田
辺
福
麻
目
集
か
ら
採
録

ぅ
。
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

こ
れ
も
も
と
も

し
て

A
の
あ
と
に
の
ち
に
補
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

A 
B 

と
は

り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

C
が
一
群
を
な
し
て
享
受
さ
れ
た
ζ
と
は
な
く
、

A
は
A
で、

B
C
は
B
C
で

歌
語
り
の
対
象
と
な
る
も
の
に
は
短
歌
が
多
い
。
長
歌
は
そ
れ
自
体
に
語
り

楽
し
ま
れ
て
い
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
限
り
で
は
、

「
方
法
」

の
要
素
を
濃
く
持
ち
、
文
字
通
り
長
大
な
の
で
、
人
々
が
集
ま
っ
て
即
境
的
に

の
存
在
を
い
う
確
例
と
は
な
り
に
く
い
。
だ
が
、
後
の
編
者
が
、

B
C
を
A
の

過
去
の

に
興
ず
る
ぱ
あ
い
、
歌
語
り
の
対
象
と
な
り
に
く
い
面
が
あ
る
。
し

う
し
ろ
に
補
っ
て
、
そ
の

を
「
石
上
乙
麻
呂

配
-
1
工
左
国
一
之

三
首

か
し
、
長
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
て
も
、

々
が
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
時
、
そ

井
短
歌
」
と
改
め
(
元
は
、
当
然
「
:
:
:
之
時
歌
一
首
」
と
し
か
な
か
っ
た
は

の
人
が
こ
う
い
う
歌
を
う
た
っ
た
と
し
て

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
で
に
歌

ず
〉
、
何
の
不
安

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

さ
よ
う
な

作
を

で
あ
る
。
当
面
の
歌
群
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
長

を
お
も
に
押
し
立
て
る

く
下
地
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
く
、

巻
三
の
か
の
歌
群
に
見
た
技
法
が
普
通
の

歌
語
り
だ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
長
歌
が
、
人
麻
呂
や
家
持
の
そ
れ
に
比

傾
向
を
も
っ
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
ζ
と
に
、
こ
の
例
が
全
く
加
担
し
な
い
わ

ベ
て
す
べ
て
小
型
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
容
易
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

け
で
は
な
い
。

歌
語
り
の
方
法

三
七



歌
語
り
の
方
法

三
八

比
売 下
を地
婚Zと
はどし、

むえ
」ば

と
し
て

即
座
に
思
い
出
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

「
越
の
国
の
沼
河

す
る
者
の
所
作
が
演
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

「
押
そ
ぶ
ら
ひ
我
が
立
た
せ
れ

「
そ
の
沼
河
比
売
の
家
に
到
り
て
歌
」

っ
た
と
い

ば
」
あ
た
り
か
ら
は
、
八
千
矛
神
を
演
ず
る
者
が
み
ず
か
ら
う
た
っ
た
の
で
あ

ぅ
、
八
千
矛
神
の
歌
謡
〈
古

2
)
で
あ
る
。
こ
の
歌
謡
は
、

ろ
う
。
む
ろ
ん
、
終
始
第
三
者
の
み
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

八
千
矛
の

神
の
命
は

八
島
国

妻
枕
き
か
ね
て

遠
々
し

越
の
国

っ
た
は
ず
で
、
そ
の
こ
と
が
、
当
面
の
歌
謡
を
段
落
な
し
の
一
連
の
も
の
と
し

を

有
り
と
聞
か
し
て

女
を

有
り
と
聞
こ
し
て

て
登
録
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
ば
あ
い
で
も
、
前
半
と

ま
だ
解
か
ず
て

い
ま
だ
解
か
ね
ば

の

す
や
板
戸

者
的
姿
勢
か
ら
当

え
て
謂
せ
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
三

⑤
 

姿
勢
へ
の
の
め
り
こ
み
の
質
に
変
り
は
な
い
。

さ
婚
ひ
に

在
り
立
た
し

婚
ひ
に

在
り
通
は
せ

太
刀
が
緒
も

し、

後
半
と
で
は

を

一方、

に
お
い
て
も
、
別
稿
で
説
く
よ
う
に

(
「
七
夕
歌
の
世
界
」

の
ご
と
く
、

か
ら
「
寝
す
や
板
戸
を
」
ま
で
の
一
八
句
を
第
三
者
的
姿
勢

拙
著
第
五
巻
第
三

、ザノ、

天

の
こ
ろ
か
ら
流
行
す
る
七
夕

lま

で
う
た
い
な
が
ら
、
次
句
か
ら
突
如
と
し
て
当
事
者
的
姿
勢
と
な
る
。

そ
れ
が

れ
享
受
さ
れ
る
場
に
あ
っ
て
は
、
彦
星
と

を
対
象
化
し
て

押
そ
ぶ
ら
ひ

我
が
立
た
せ
れ
ば

引
こ
づ
ら
ひ

我
が
立
た
せ
れ
ば

う
た
う
作
か
ら
そ
の
二
人
の
世
界
に
一
元
化
し
て
う
た
う
作
へ
と
移
行
す
る
の

青
山
に

鵠
は
鳴
き
ぬ

主
野
つ
鳥

婚
は
響
む

庭
つ
鳥

中
J
B

阜
市

-r
、

'
'
b
t
n
u
ρ
d
 

が
習
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、

か
の
左
注
的
題
詞
型
の
歌
語
り

う
れ
た
く
も

鳴
く
な
る
鳥
か

」
」
の
鳥
も

打
ち
ゃ
め
こ
せ
ね

は
、
す
べ
て
、
第
三
者
的
姿
勢
(
左
注
的
題
詞
)
+
当
事
者
的

¥../ 

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
に
は
、

「
い
し
た
ふ
や

海
人
駈
使

事
の

語
り
言
も

こ
を
ば
」
と
い
う
第
三
者
的
発
言
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

た
作
も
、
序
は
第
三
者
的
姿
勢
、

の
形
態
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
憶
良
が
大
伴
君
熊
凝
の
立
場
に
た
っ
て
う
た
っ

は
当
事
者
的
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
。

歌
謡
の
本
体
が
、
第
三
者
的
姿
勢
か
ら
当
事
者
的
姿
勢
に
移
行
し
て
果
て

こ
う
見
て
く
る
と
、

る
方
法
の
由
来
は
、

日
本
的
伝
統
や
中
国

造
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
。

的
伝
統
を
含
め
て
古
く
、

の
用
例
に
多
く
恵
ま
れ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す

こ
の
構
造
は
、
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
面
の
歌
謡
が
、
本
来
演

る
。
下
地
は
厚
か
っ
た
の
で
あ
る
。
歌
の
座
を
か
な
ら
ず
有
す
る
歌
語
り
に
お

を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。

「
寝
す
や
板
戸
を
」
あ
た

い
て
、
さ

の

方
法
と
し
て
の
普
遍
性
を
持
っ
て
い
て
不
審
は

り
ま
で
は
、
第
三
者
の
う
た

に
あ
わ
せ
て
、
八
千
矛

と
に
擬

な
い
。
か
く
し
て
、
第
三
者
的
姿
勢
の

だ
け
を
比
較
的
客
観
的
に
語
り
聞
か



せ
る
こ
と
だ
け
に

せ
ず
、
さ
ら
に
当
事
者
的
姿
勢
の
歌
を
積
極
的
に
添
え

と
と
、
そ
れ
ま
で
対
詠
の
か
ら
み
あ
い
で
来
た
も
の
を
独
詠
で
閉
じ
て
ま
と
ま

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
群
を
押
さ
え
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
変
化
の
味
わ
い

り
を
つ
け
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
は
、
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

や

の
拡
大
を
企
図
す
る
、
よ
り
高
次
な
歌
の
世
界
を
た
の
し
む
習
慣
が
、

ぃ
。
田
部
様
子
と
舎
人
吉
年
と
の
歌
群
は
、
そ
の
関
係
を
思
わ
ず
地
で
示
し
た

お
そ
く
と
も
人
麻
呂
の
こ
ろ
か
ら
存
在
し
た
』
」
と
は
、

ほ
tま

か
な
こ
と
だ
と

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
万
葉
歌
の
中
に
は
、
当
面
の
方
法
的
関

独
詠
歌
に
転
じ
て
一
連
を
納
め
る
と
い
え
ば
、
こ
の
方
法
も
一
つ
の
転
換
で

心
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
解
よ
り
も
む
し
ろ

の

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

第
三
者
の
歌
か
ら
当
事
者
と
し
て
の
歌
に
移
る
の
が

即
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
を
も
た
ら
す
歌
が
な
お
い
く
つ
か
あ
る
か
も

⑤
 

し
れ
な
い
。

「立

」ー

の

で
あ
る
な
ら
ば
、
対
詠
か
ら
独
詠
へ
と
移
る
の
は
「
振
り
」

の
転
換
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
転
換
」
が
単
純
と
平
板
と
を
救
っ
て

四
、
身
を
入
れ
た

法

を
も
た
ら
し
、

「
歌
」
そ
の
も
の
の
力
に
よ
る
浪
漫
的
な
世
界
を

す
る
点

で
は
、
両
者
に
本
質
上
の
差
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
質
か
ら
見
れ
ば
、

以
上
、
歌
語
り
の
表
現
方
法
に
関
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
二
つ

ノ
『

m
J

‘、

I
L
式
カ

両
者
は
歌
語
り
に
お
け
る
H

転
換
の
法
μ

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ

も
ち
ろ
ん
、
方
法
は
こ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
考
察
に
よ
っ
て

言
寸
J

。

は
な
お
い
く
つ
か
の
特
徴
が
発
見
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
元
来

り
だ
っ
た
と

こ
の
「

」
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

「
転
換
」
が

り
の
場
に

し
て
す
で
に
し
ば
し
ば
取
り
あ
げ
た

の
歌
(
八
五
J
八
)

お
い
て
ご
く
自
然
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、

一
連
の
享
受
法
は
あ
る
程
度
可

子
の

(
一
一
九
J
一
一
二
)
は
、
起
承
転
結
の

に
よ
っ
て
操
ら
れ
て
お
り
、

視
的
で
あ
る
ζ

と
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

人

一
方
、

二
項
で
説
い
た
田
部
様
子
と
舎
人
吉
年
の
歌
群
も
、
反
面
に
お

々
の
場
に
は
、
背
景
を
客
観
的
に
語
る
人
の
ほ
か
に
、
歌
の
世
界
の
男
女
に
成

い
て
こ
の

を
踏
ま
え
て
い
た
。
起
承
転
結
と
い
う
こ
と
も
歌
語
り
に
お
け

り
代
る
者
が
い
て
、
三
者
の
協
力
関
係
に
お
い
て

が
進
め
ら
れ
た
』
」
と
を
考

る

の
一
つ
と
し
て
固
定
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
起
承

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

転
結
の
構
成
に
お
い
て
は
、
対
詠
・
独
一
誌
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
結
び
の
歌

た
と
え
ば
、

第
二
項
で
説
い
た
歌
々
は
、

い
ず
れ
も
、

だ
れ
か
が

「
男
」

が
一
連
の
情
を
納
め
て
印
象
を
深
め
余
情
を
高
め
る
の
を
常
と
す
る
。
こ
の
こ

(
久
米
禅
師
・
三
方
沙
弥
・
田
部
様
子
)
に
、
だ
れ
か
が
「
女
」
(
石
川
郎
女
・

歌
語
り
の
方
法

三
九



歌
語
り
の
方
法

四
O 

を
請
し
、
別
の
一
人
が
由
来
を

会
&

を
う
た
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
(
点
線
が
聞
を
示
す
こ
と
は
前
に
同
じ
〉
。

羽
の
女
・

人
吉
年
)
に
成
り
代
っ
て

語
る
と
い
う
配
役
に
よ
っ
て
、

語り手

男
(
禅
師
〉

96 
に
歌
の
場
が
出
来
あ
が
る
。

男
(
若
子
)

参473

、，ノ

mm

・--∞
，
‘
.
‘
E
E
A司

令

〆
f

、、

語り手
434 
435 

436 

女
(
美
人
〉

女
(
郎
女
)

A
守

司

t
:
n
o

n
H
U
4
4
n
w
u
 

124‘ 

¥(125) 

q

u

a
生

Q
d
:
・Q
d

d品
E

A

徒

歩

語り手

男
(
沙
弥
)

123 

女
(
生
羽
の
女
)

り手

男
(
様
子
)

492 

女
(
吉
年
)

語り手
1019 

男
(
石
上
乙
麻
百
〉

1022 
~1023 

女
(
乙
麻
呂
の

1020 
1021 

の
ご
と
く
で
、
同
じ
座
で
、
独
詠
で
納
め
る

の
み
な
ら
ず
、
当

転

ず
る
歌
を
も
即
座
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
の
様
子
の

「
柿
本
朝
巨
人
麻
呂
が
歌
四
首
」

と

群
の

-』+品、

(495)‘ 

る
歌
が
あ
る
。
人
麻
巴
作
と
題
し
な
が
ら
、
「
男
」
(
夫
)
の
歌
と
「
女
」
(
妻
〉

の
歌
と
の
組
メ与.
口

せ

な
vつ

百。て
重。し、
なる
す

* 
点
線
は
聞
を
示
す
。
歌

の
途
中
に
語
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

ヘ
四
九
六
(
男
〉

百。古、古、
重。のに
に人、有
もぞり
↑↑け

む
人、
も

こ
の
時
が
考
え
ら
れ
る
。

カ
ッ
コ
の
歌
番
号
は
独
詠
的
姿
勢
の

f

四
九
七
(
男
)

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

四
九
八
(
女
)

と
い
っ
た
次
第
で
、
こ
の
配
分
な
ら
、

か
り
に
右
の
三
つ
を
た
て
つ
づ
け
に
楽

の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
紀
州
行
幸
時
に
、

の
景
を
利
用
し
な
が
ら

し
も
う
と
し
て
も
、

い
く
ら
も
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
第
三
項
で
述
べ
た
例
も
、
座
の
形
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ

い
は
、
語
り
手
が
第
三
者
の
立
場
の

詠
ん
だ
人
麻
呂
の

に
相
違
な
く
、
む
ろ
ん
そ
れ
は
宮
廷
人
に

が
こ
の
四

、
代
役
の
男
女
が

者
の

ハ
拙
著
『

か
つ
て
し
ば
し
ば

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
、



集
の
歌
人
と
作
ロ
巴
上
第
二

一
節
・
同
四

二
節
な
ど
。
四

の
対
応

「
ご
対
「
衆
」
の

の
享
受
と
は
お
よ
そ
う
ら
は
ら
な
、
わ
が
身
を
他

関
係
に
つ
い
て
は
、

忠
氏
に
説
あ
り
。
美
夫
君
志
十
四
号
稿
)
。

の
世
界
に
投
入
さ
せ
た
共
同
体
的
な
歓
楽
で
あ
る
。
座
席
が
簡
単
で
あ
る
だ
け

こ
う
い
う
歌
は
、
男
で
あ
る
人
麻
呂
が
一
人
で
の
っ
ペ
ら
ぼ
う
に

詠
し
た

に
、
配
分
さ
れ
た
「
男
」
(
夫
)
と
「
女
」
(
妻
)
の
交
替
は
自
由
で
あ
る
。
人

の
で
は
味
わ
い
も
意
味
も
な
い
は
ず
で
、

か
な
ら
ず
、
あ
る
男
女
が
こ
の
夫
妻

が
違
え
ば
演
出
さ
れ
る
世
界
に
も
色
合
い
の
相
違
が
生
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

に
仕
立
て
ら
れ
て
、

れ
も
、

の
た
の
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ

男
(
夫
〉

498，.. /496 
ヘ/

ふ〆¥あ

に
せ
よ
、
こ
の
「
身
を
入
れ
た
享
受
法
」
は
、
耳
を
通
し
て
一
方
的
に
聞
か
さ

れ
る

は
比
較
に
な
ら
ぬ
泌
み
か
た
で
、
人
々
に
作
歌
の
方
法
を
学
び

と
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

り
が
作
歌
の
演
練
に
大
き

た
と
い

女
(
妻
)

う
筆
者
の
持
論
(
拙
著
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法
』

三
章
第
一
・
二
節
)
を

と
い
っ
た
状
況
を
も
っ
て
諦
詠
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
夫
に
は
人
麻
巴
が

具
体
化
す
る
一
面
と
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と

て
お
く
の
も
、
無
駄
で

成
っ
た
も
の
か
〉
。
同
じ
こ
と
は
、
「
吹
英
万
自
の
歌
二

」
と
題
し
な
が
ら
、

は
あ
る
ま
い
。

や
は
り
、

「
男
」
(
夫
)
と
「
女
」
(
妻
〉

の
歌
に
よ
っ
て

さ
れ
る
作
(
四

歌
語
り
に
特
徴
的
な
方
法
が
あ
っ
た
と
い

心
を
も
っ
て
対
す
る
な
ら
ば
、

九
O
J
一
)
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。

古
来
手
の
つ
け
よ
う
の
な
か
っ
た
歌
が
何
と
か
解
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ば
か

か
よ
う
な
例
の
存
在
は
、
当
面
二
種
の
歌
々
の

り
請
さ
れ
た
状
況
に
関
す

り
で
な
く
、
歌
群
の
本
当
の
姿
や
そ
の
歌
の
よ
さ
が
よ
く
見
え
て
く
る
と
い
う

る
本
稿
の
主
張
に
加
え
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て

と
こ
ろ
で
、
本
稿
は
充
分
目
的
を
果
し
た
と
思
う
も
の
だ
が
、
あ
わ
せ
て
、
そ

く
る
と
、

=司

の
歌
人
と
作
品
』
上
(
第
五
章
第
四
・
六
節
〉
に
お

の
方
法
が
生
命
を
発
す
べ
き
享
受
の
場
に
言
い
及
ぶ
こ
と
で
、

演
練
の
よ

い
て
、
人
麻
目
の
石
見
相
聞
歌
群
や
辞
世
歌
群
の
「
依
羅
娘
子
」
が
、

そ
れ
ら

り
具
体
的
な
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
望
外
の

考
え
た

歌
群
の
享
受
さ
れ
た
場
に
あ
っ
て
か
り
に
石
見
妻
を
演
じ
た
女
性
だ
っ
た
と
見

ぃ
。
(
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
三
十
日
稿
)

ら
れ
る
と

じ
た
一
案
も
、
有
力
な
足
場
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
受
容
は
「
身
を
入
れ
た
享
受
法
」
と
い
え
る
。

注
① 

一
連
の
第
二
首
(
九
七
〉
は
、
第
四
句
の

金
沢
本
・
元
暦
本

歌
語
り
の
方
法

四



の
方
法

四
二

な
ど
に
「
強
佐
留
行
事
乎
」
に
作
り
、
西
本
願
寺
本
・

な
ど
に

と
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
う
。
真
弓
は
信
濃
の
主
要

で
あ
っ
た
。

「
強
作
留
行
事
乎
」
に
作
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

シ
ヒ
ザ
ル
ワ
ザ
ヲ
の

「
荷
前
の
箱
」
な
ど
、

こ
れ
へ
の
匂
い
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ

訓
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

一
方
に
、

「
強
作
留
行
事
乎
」
の
本

ち、

一
O
Oの
歌
は
、

の
上
で
も
、
転
換
の
中
に
納
め

し

文
に
拠
り
、
「
強
」
を
「
弦
」
の

は
ヲ

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

一
連
の
出
来
す
ぎ

ハ
ク
ル
ワ
ザ
ヲ
と
す
べ
き
だ
と
す
る
説
(
万
葉
考
)
が
あ
る
。
以
上
に

を
証
す
る
一
条
と
も
な
る
。

説
い
た
一
連
の
構
成
に
よ
れ
ば
、
諸
説
の
う
ち
、
万
葉
考
の
見
解
が
正

④ 

B
が
一

O
二
0
・一

O
一
二
の
二
首
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国

し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

歌
大
観
の
誤
解
。
念
の
た
め
。

② 

校
正
の
段
階
で
記
し
た
も
の
故
、
こ
と
ば
が
足
り
な
か
っ
た
が
、
拙

⑤ 

こ
の
種
の

は
、
ほ
か
に
も
あ
る
。

に
つ
い
て
、
小
野
小
町
式
な
物
語
上
の
名
だ
っ
た
か
と
言
っ
た
の
は
、

め

言
を
こ
そ

と
言
は
め

船
余
り

我。
カf し、

妻 帰
はり
ゅ来
めむ
(ぞ
記
八
七

紀

我
が
畳
ゆ

著
『

の
構
造
と
成
立
』
上
巻
第
二
章
第
二
節
で
、
「
石
川
郎
女
」

大
君
を

島
に
放
ら
ば

具
体
的
に
は
如
上
の
観
察
に
立
つ
て
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

A 
C 

七
O
に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
で

な
ど
の
石
川
郎
女
(
女
郎
〉
の
物
語
性
と

B
D
の
石
川
郎
女
(
女
郎
〉

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
右
の
一

む
歌
群
が
本
来

の
そ
れ
と
に
は
、
や
や
ち
が
い
が
あ
り
そ
う
だ
。
前
者
が
作
ら
れ
た
名

「
場
」
を
持
つ
こ
と

で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

土

の
傾
向
を
よ
り
多
く
持
つ
の
に
対
し
、
後
者
に
は
実
在
し
た
人
が
陰
影

は
、
こ
れ
を
、
「

」
と
も
い
う
べ
き
関
係
だ

(
日
本
古

を
投
じ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

A
は
C
が

典
文
学
大
系

『
古
代

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
同
感
だ
が
、

享
受
さ
れ
る
過
程
で
実
話
ら
し

り
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
主
題

説
明
」
は
享
受
者
あ
っ
て
の

と
い
え
よ
う
。

③ 

こ
の
一
連
の
最
後
の
歌
(
一

)
は
、
独
詠
と
い
う
点
で
前
回
首

⑥ 

た
と
え
ば
、
巻
十
三
の
「
相
関
」
の
部
に
、
長
歌
は
男
の
歌
、
反
歌

対

を
放
つ
が
、

「
東
人
の
荷
前
の
箱
の
荷
の

に
も
」

と
b 、

は
女
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
後
の
万
葉
編
者
に
そ
の
矛
盾
を
指
摘

う
表
現
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
九
六
・
九
七
に
、

の

カf

さ
れ
て
い
る
歌
群
が
二
つ
あ
る
(
三
二
六

0
1
一
・
三
二
八
四
J
五
三

う
た
わ
れ
て
い
る
の
や
九
七
・
九
九
に
弓
の
「
緒
」
が
登
場
す
る
こ
と

こ
れ
に
つ
い
て
、

「
女
子
に
対
し
て
キ
ミ
と
い
ふ
例
も
あ
」

る
と
い
う



こ
と
で

し
よ
う
と
す
る
の
は
〆問、

全
註
釈
〉
、

男
女
間
の
歌

こ
の
一
行
が
加
わ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
考

に
あ
っ
て
は
や
は
り
苦
し
い
。

さ
り
と
て
、

「
長
歌
は
男
の
立
場
、
反

え
の
立
つ
ゆ
と
り
は
拡
大
さ
れ
る
。

「
反
歌
」
の

一
行
が
最
初
か
ら
あ

歌
は
女
の
立
場
の
民
謡
が
組
み
合
は
さ
れ
、
問
答
の
体
と
さ
れ
た
」
と

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

に
し
て
い
え
ば
、
こ
う
い
う
あ
り

見
る
の
も

(
万
葉
集
私
注
)
、

よ
く
考
え
ら
れ
た
説
だ
と
は
思
わ
れ
る

か
た
を
示
す
短
歌
も
、
古
く
は
「
反
歌
」
と
認
め
た
と
理
解
す
石
よ
り

も
の
の
、
そ
れ
な
ら
、
同
じ
巻
十
三
に
「
問
答
」
の
部
が
あ
る
の
に
、

手
品
、
中
4
P
A町
、

o

t
ヵ
t
v
f

「
反
歌
」
は
長

0) 

り
返
し
た
り
要
約
し
た
り

ど
う
し
て
そ
こ
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
こ

展
開
し
て
強
化
し
た
り
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

か
よ
う
な

と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
反
歌
の
な
か
っ
た

に
あ
り
あ
わ
せ
の
短

機
能
を
持
つ
「
反
歌
」
が
あ
っ
て
も
不
自
然
と
は
か
な
ら
ず
し
す
い
え

歌
を
加
え
た
の
で
こ
う
な
っ
た
と
い
う
の
で
は

(
万
葉
集
注
釈
)
、

ト
4
山

な
い
で
あ
ろ
う
。
確
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
古
来
の

と
さ

り
い
っ
そ
う
本
質
的
な
解
答
か
ら
ず
れ
て
し
ま
う
。

れ
て
い
る
点
を
解
く
一
里
塚
と
も
な
ら
ば
と
、

一
言
思
い
つ
く
ま
ま
を

そ
れ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

記
し
て
お
く
。

あ
る
「

」
に
お
い
て
、

「
長
歌
」
の
方
は
、

男
が
女
を
恋
し
た
歌
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
が

返
さ
れ
て
行
く
う
ち
に
、
そ
の
愛
さ

ゐ
と
が
き

本
稿
は
、
年
来
考
え
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、
乙
の
考
え
そ
充
実
さ
せ
る
に
つ
い

て
、
乙
の
数
年
来
行
な
っ
て
い
る
、
友
人
数
人
と
の
万
葉
討
論
会
の
恩
恵
を
受
け
る
点
が
少
な

く
な
か
っ
た
ζ

と
を
併
記
し
て
、
友
人
に
感
謝
す
る
。

れ
た
女
は
ど
の
よ
う
に
男
を
思
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
関
心
が

起
り
、
あ
り
あ
わ
せ
の
短
歌
を

色
し
た
り
新
し
い
短
歌
を
作
っ
た
り

し
て
、
女
は
女
で
こ
の
よ
う
に
恋
い
焦
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
こ
の
よ
う
な
長
歌
が
物
さ
れ
た
と
い
う
次
第
で
、
長

に
添
え
ら

れ
た
の
だ
と
。
こ
れ
は
、
第
三
者
的
姿
勢
か

へ
の
転

換
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
反
歌
を
、
長
歌
を
解
説
す
る
も
の
と
し
て
後

に
添
え
る
と
い
う
あ
り
か
た
は
、
当
面
い
う
と
こ
ろ
の
方
法
と
類
似
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
来
は
「
反
歌
」
の

は
な
か
っ
た
の
に
、

の
方
法

四
三



「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
回

と

「た

の

L 

囲
内
で
あ
る
。

義
も
「
打
ち
麻
l
打
つ
麻
」
で
あ
り
、

「
を
」
は
「
麻
続
」
J¥  

玉
、
伊
勢
国
の
伊
良
虞
の
島
に
流
さ
る
る
時
に
、

あ

は

れ

人
の
京
傷
び
て
作
れ
る
歌

ウ

チ

ゾ

ヲ

L

あ

ま

打
麻
王
海
人
な
れ
や
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
ま
す

こ
れ
を
聞
き
感
傷
び
て
和
ふ
る
歌

の
連
体
格
を
含
む
係
助
詞
、
な
い
し
、

「
打
ち
麻
を
麻
続
む
」

と
し
て
対
格
の

麻
続
王
、

空
蝉
之
命
を
惜
し
み
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉

L

り
食
む

格
助
詞
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
ウ
チ
ソ
を
」
に
対
し
た
「
ウ
ツ
ソ
ウ
ミ
」
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
「
打
つ
(
ち
)
麻
を
続
む
」
の
義
で
あ
る
。
「
麻
続
〔
王
〕
」

な
ど
の
「
続
」
の
字
は
、
こ
れ
も
勿
論
、
本
来
「
績

i
ウ
ム
」
が
正
字
で
あ
る
。

そ
の
「
打
つ
麻
〔
を
〕
み
」
が
「
ウ
ツ
ソ
ミ
」
に
音
約
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う

(巻一

I
一三

、

こ
と
も
充
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
「
ウ
ツ
セ
ミ
」
は
け
だ
し
、
も
と
「
ウ

ツ
ソ
ミ
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の

ウ

な
く
、
お
そ
ら
く
「

と
も
、
内
発
の

は

に
「
打
つ

み
」
で
は

「
う
っ
せ
み
」
な
い
し
枕
詞
「
う
っ
せ
み
の
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
の
も
の

み
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
打
つ
」
と
「
現
〔
し
〕
」

で
は
同
根
で
あ
る
。
打
(
発
)
、
顕
・
白
・
明
の

の
「
晶
」

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

こ
の
二
首
の
唱
和
か
ら
ひ
と
つ
の
示
唆
が
得
ら
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
ウ
チ
ソ
を
ヲ
ミ
の
」

と
歌
っ
た
に
対
し
て

「
ウ
ツ

に
「
ウ
ツ
」
と
も
、
「
現
」
の
「
ウ
ツ
ツ

〈
シ
〉
」
同
様
に
「
ア

セ
ミ
の
イ
ノ
チ
を
」
と
応
じ
た
と
こ
ろ
、
歌
の

「哀
l
感」

の
唱
和
の
あ
り
か

イ
チ
ジ
ロ
シ
」
と
も
訓
む
。
「
現
〔
し
〕
」
の
「
し
」
も
、
そ
れ
が
な

け
れ
ば
「
現
」
の
義
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
「
し
」
が
「
麻
」
と
同
行
の

ラ
ハ
ス
、

た
か
ら
し
で
も
、

「
ウ
ツ
セ
ミ
」
が

「
ウ
ツ
ソ
ウ
ミ
」
の
義
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
す
こ
ぶ
る
自
然
の
ζ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。

、

、

枕
詞
「
ウ
チ
ソ
を
」
は
「
ウ
ツ
ソ
を
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
音
通
可
能
の

音
で
も
あ
り
、
音
相
上
「
ソ
」
に
約
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
無
理
は
な

ウ

ヴ

ソ

ウ

L

ウ

y

ソ

ぃ
。
な
お
、
「
打
つ
み
」
「
現
し
み
」
の
「

み
」
の
語
頭
「
ウ
」
音



の
約
脱
に
も
特
に

な
い
こ
と
、

「
麻
続
王
」

の
字
面
自
体
に
も
明
ら
か

マ
ヨ
ヌ
ゴ
毛

十三
l
一一三
七
二
〉
「
真
苧
時
」
(
巻
十
四
|
一
=
四
六
四
・
三
五
二
四
〉
な
ど
と

を

み
」
で
あ
る

Eヨす
(f!?'る

と
不
可
分
で
あ
る

一寸

現

と
す
れ
ば
、
以
上
の
よ

の
な
か
で

そ
も
そ

ヲも
の
一ー1

麻ッ
」ー

iま

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

い
わ
ゆ
る
「
う
っ
せ
み

〔の〕」

が
「
現

み
」
は
意
味
上
「

み
」
で
も

ー「

〔
の
〕
」
の
通
義
に
適
う
と
し
て
も
、そ

み
」
は
た
だ
ち
に
は
そ
う
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
「
麻
」

「
現
し
」
は
「
う
っ
せ
み

あ
る
と
し、

つ
「こ
」ソと

・9
ず》、

宍で
き
る

-
-
ゴ

-

J

、

J
'
'
J
J
I
L
 

上
代
特
殊

「仮
ウ名
ツ遺
ソ、の

上
」で
の甲
「類
ソの
」 音
はに
乙

す
る
の
に

と
い
う
と
き
、

に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
考
え
る
限
り
、
疑
問
は
残
ら
な
い
の
で
は
な

対
し
て
、

ー「 一寸

現う
こン、 つ
ソ、せ

甫み
、回ノ

I ¥ 、
之、 ¥ f 

L Lー

の
ー「

シ

ソ
〆・、

甲
、.ノ
」一

の

の
立
回
で

ろ
う
が
、

い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ

、

ヅ

「
麻
」
は
、
す
で
に
「
打
チ
麻
」
自
体
も
そ
の
一
つ
に
入
れ
ら
れ
る
で
も
あ

ま

そ

伝

っ

そ

へ

そ

か

た

ず

が

そ

「
真
麻
〔
む
ら
〕
」
「
夏
麻
〔
ひ
く
〕
」
「
綜
麻
〔
形
〕
」
、
「
菅
麻
」
、

あ
っ
て
、

カf

の

「
ソ
」
と
な
る

そ

た
だ
ち
に
は
適
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

衣
服
の
材
料
と
し
て
の
「
麻
」
と
そ
れ
に
よ
る
製
品
の
「
衣
」
と
が
、

で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
、

こ
れ
は
、

そ
の
音
山

の
他
「
赤
麻
」
「
山
麻
」
「
紙
麻
〉
か
う
ぞ
」
な
ど
と
い
っ
た
複
合
語
に
そ
の
構

「
麻
」
と
い
う
一
植
物
名
で
は
な
く
、

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

〔
を
と
る
植
物
〕

の
称
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
Q
上
代
語
辞
典
」
〉、

麻

味
分
化
に
応
じ
て
後
者
を
特
に
乙
類
の
形
に
区
別
し
た
で
あ
ろ
う
に
も
か
か
わ

ζ

ろ
も
で

そ

で

ら
ず
、
「
衣
手
」
と
の
対
比
か
ら
も
「
衣
手
」
と
い
う
語
源
で
あ
る
と
考
え
る

そ
で

ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
同
じ
製
品
の
「
衣
」
の
「
袖
」
の
「
そ
」
は
甲
類
に
な
っ

ー
ア
サ
」
と
「
ソ
」
と
の

ア
サ

が
「
麻
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

「
ヲ
ノ
ミ
」
と
い
い
、
そ
の
皮
を
は
い
だ
残
り
の
茎
を

ア
サ

「
ヲ
」
自
体
「
麻
・
苧
」
の
字
を
宛
て
て
「
麻
」
を
意
味
す
る
。

ア

サ

ヲ

ヲ

ケ

阿
佐
」
と
あ
る
。
「
麻
苧
ら
を
麻
笥
に
ふ
す
さ
に

し
「か
ヲ、も
ガ 、

フ
Lー

と
し、
b 、

ず
れ

平ァし
tアて
のも

I 

室堅ヅ

て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
も
身
近
な
類
例
と
な
し
う
る
よ
う
な
、
充
分

も
明
ら
か
で
な
い
が
、

F
A

、。

十

'-iv

に
あ
り
う
べ
き
、

こ
れ
は
逆
に
甲

(
「
シ
ソ
」
)

か
ら
乙

(
「
ウ
ツ
ソ
ミ
」

の

麻

乎、

:A 

マ
ず
と
も
」

ミ
」
は
、
意
味
と
し
て
、
単
な
る
「
現

実
は
、
す
ぐ
後
に
述
べ
る
意
味
で
「
現
し
ご
績
と
乙
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
麻
」

た
だ
ち
に
「
麻
」
か
ら
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
「
麻
」

し?
ゾ L一、J

へ
の
転
化
、

な
い
し
同
混
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、

現

和
名
抄
に
も

ミ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

(
巻
十
四
l
一二
四
八
四
)
の
よ
う
に
「
麻
・
苧
」
の
茎
の
皮
の
繊
ら
作
っ
た
糸
を

ア

品

ヲ

ヲ

ウ

ヲ

ケ

ヲ

「
麻
苧
」
と
い
い
、
そ
れ
を
「
績
ミ
」
て
入
れ
る
器
を
「
麻
笥
」
と
い
う
。
「
麻
」

ヲ

さ

く
ら
ヲ

ヲ

ふ

ヲ

(巻六
l
l

一
O
五
六
〉
「
桜
麻
の
麻
生
」
〈
巻
十
丁
二
六
八
七
〉
「
乱
れ
麻
」
(
巻

か
ら
「
緒
」

へ
で
あ
り
、

そ

か
ら
「
衣
」

へ
と
同
様
の
、
材
料
か
ら
製
品
へ
の
意
味
分
化
が
あ
り
、
「
シ
ソ
」

も
ー「

(
甲
〉
か
ら
「
ソ
」
(
乙
)

へ
を
自
然
な
も
の
に
し
た
で
あ
ろ
う
少
な
く
と
も
一

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
五



「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
ノ、

つ
の
契
機
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
玉
の

I 

と
し
て
た
え
ず
男
女
人

の
愛
恋
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

ま
こ
と
に
、

ー「

現

ミ
」

は
結
局
は
-， 

ーi 1:1;1. 

緒を一
Lー

は
一寸 iE 

麻を」
」と

し
て
は
じ
め

る
。
「

の
長
く
と

は
い
ひ
」
(
巻
十
一ニ
l=一三一一
一四
)
、
そ
れ
が
か
な
わ
ぬ
と
き

て

る
意
味
の
成
語
と
な
る
。

と
同
源
で
あ

は
「
玉
緒
の
念
ひ
乱
れ
て
宿
る
夜
し
ぞ
多
く
」
〈
巻
十
一
l
一一一ニ六五)、

そ
れ
が
か

の
心
を
い
っ
た
。

ウ
ヅ

「
心
の
緒
ろ
」
(
巻
十
四
|
一
一
一
四
六
六
)
の
連
語
も
あ
る
。
「
玉
の
緒
の
現
し
心
や
」
ハ
巻

生
L 

「
お
の
が
ヲ
を
ぬ
す
み
し
せ
む
と
」
云
々
〈
古
事
記
歌
穏
l

二
二
〉
の
「
ヲ
」
の
よ
う
に
、
た
だ
ち
に
「
命
」
で
さ
え
あ
っ
た
。
「
玉
の
緒
」

タ

マ

ヲ

は
「
命
」
の
比
愉
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
魂
の
命
」
そ
の
も
の
で
さ
え
あ

ウ

ヅ

ヲ

ヲ

1

7

っ
た
。
「
現
し
緒
」
は
「
現
し
命
」
で
あ
る
。
高
宋
人
も
し
ば
し
ば
「
息
(
生
)

に
念
ふ
、
恋
ふ
、
敷
く
、
気
づ
く
、
す
る
」
と
い
う
。
そ
れ
は
「
息
、
気
、

「
入
市
」

な
う
に
し
て
も
か
な
わ
な
い
に
し
て
も

「
さ
寝
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り
」
(
巻
十

る
ば
か
り
で
は
な
く
、

四
l
三
三
五
八
)
で
あ
り
、

「
現
し
心
や
」
の
果
て
は
「

に
も
な
ら
ま
し
も
の

を
玉
の
緒
ば
か
り
」
(
巻
十
二
l
z
x
u
八
六
〉
と
さ
え
な
っ
た
。

「
玉
の
緒
」

は
「
魂

の
命
」
と
し
て
「
ね
も
こ
ろ
念
ひ
て
結
べ
」
ば
「
人
解
か
め
や
も
」
(
巻
七
l
l

一=一

あ
ひ
だ

ニ
四
)
と
思
う
が
、
ま
た
「
玉
緒
の
聞
も
置
か
ず
」
(
巻
十
一
|
二
七
九
一
ニ
)
あ
る
い
は

の

が
切
れ
る
ほ
ど
、

哨
ぐ
ま
で
に
思
う
切
実
な

「
玉
緒
の
縛
り
寄
せ
つ
つ
末
つ
ひ
に
去
き
は
別
れ
ず
同
じ
緒
」
(
同
l
二
七
九
O
〉
で

あ
り
た
い
と
は
欲
す
る
が
、
人
事
は
「
玉
の
緒
」
の
よ
う
に
絶
え
や
す
く
、
し

十
一
l
二
七
九
二
、
巻
十
二
l
三
一
一
一
一
)
も
、
「
玉
の
緒
」
が、

「
魂
の
命
」
と
し
て
も

か
も
断
ち
が
た
い
の
が
愛
恋
の
「
魂
の
命
」
で
あ
る
。

「
緒
を
弱
み
乱
る
る
時
」

「
玉
の
緒
」
は
「
片
緒

つ
「
現
し
心
」
ど
こ
ろ
で
な
い
心
境
で
あ
る
。

ζ

の
い
主
さ
か
成
句
が
か
っ
た

に
撞
り
て
」
も

も
あ
る
(
巻
十
二
l
l
t
δ

一八)。

衣
の

い
い
か
た
な
ど
、

ウ

ソ

ヲ

「
現
し
命

」
と
い
う
い
い
か
た
も
が
あ
り
え
た
こ
と
を

よ
く
示
す
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

「
う
っ
せ
み
の
現
し
心
も
我
れ
は
な
し
」
(
巻

「
紐
が
緒
」
も
、
「
我
妹
子
が
つ
け
し
」
も
の
で
も
、
絶
え
や
す
く
、

い
(
巻
二
十
l
四
四

o
e。
「
い
つ
が
り
あ
ふ
」
ベ
き
「
紐
の

や
す

〈
巻
十
八
1

四一

O
一

十
二
!
こ
九
六
O
〉
は
、

す
く
な
く
と
も
結
果
的
に
、

「
う
っ
せ
み
」
に
原
義
と
し

-
家
持
〉
が
、
「
心
に
入
り
て
恋
し
き
」
其
れ
が
(
巻
二
十
|
二
九
七
七
)
、
「
も
と

た

ゅ

は

や

け
つ
つ
」
(
巻
十
一
l
一
一
六
一
一
)
「
結
ふ
手
憐
く
」
(
巻
十
二
l
一
一
一
一
人
=
一
)
「
吾
れ
を
煩
ま

「
魂
の
命
」
は
、

タ
マ
ノ
ヲ

「
玉
緒
の
長
き
命
の
惜
し
け
く
も
な
し
」
(
巻
士
了
三
O
八二)、

ら
む
児
ゆ
ゑ
玉
緒
の
長
き
春
日
を
念
ひ
晩
さ
く
」
(
巻
十
l
一
九
三
六
〉
の
よ
う
に
、

て
含
む
「
現
し
命
」
な
い
し
「
魂
の
命
」
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

''司
，，

、，、.、.、.、.

の
惜
し
き
盛
り
に
」
(
巻
十
九
i
四
一
一
一
四
l
大
伴
家
持
)
、

ー寸

し
絶
ゆ
る
」
(
同
l
二
九
八
二
)
の
も
、

い
ず
れ
は

「
魂
の
命
」

あ
り
だ

の
聞
の
絶
ゆ
る
兆

「
相
念
は
ず
あ
る

で
あ
る
。

「
白
妙
の
我
が
紐
の
緒
の
絶
え
ぬ
聞
に
」
と
「
恋
結
び
」
し
た
〈
同
l

二
八
五
四
〉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
も

'v
や
す
く
絶
え
や
す
い
と
な
れ
ば
、

生
の
「
命
」

へ
の
執
着
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
て
も
「

の
命
ー
」
が

そ
こ
に
こ
そ
恋
と
い
う
も
の
が
あ
る
に
し
て
も
、
断
ち
が
た
い
「
魂
の
命
」
な



シ
ヲ
タ
マ
ノ
ヲ

が
ら
「
出
慨
は
常
か
く
の
み
か
結
び
て
し
白
玉
之
緒
の
絶
ゆ
ら
く
思
へ
ば
」
〈
巻

夏すは
麻ソい
引へ
くど

息4命、
の、か
緒ヲた
に、ま
し、け
て

処
女
ら
が
心
を
知
ら
に

そ
を
知
ら
む
よ
し
の
な
け
れ
ば

七
l
一
一
一
一
一
一
一
〉
と
歎
か
ざ
る
を
え
な
い
。

所
詮
は
絶
え
る
「
玉
の
緒
」
は
継
い
で
行
く
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
は
「
長
き
」

も
の
、
「
長
く
」
あ
り
た
い
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
な
お
継
ぐ

べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
年
」
と
い
う
時
聞
が
「
年
〔
之
〕
緒
」

刈
り
薦
の
心
も
し
の
に

人
知
れ
ず
も
と
な
ぞ

恋
ふ
る

(
巻
十
三
l
三
三
五五〉

こ
の

は
要
す
る
に
個
の
愛
恋
を
敷
い
て
い
る
が
、

個
を
超
え
た
歴
史
社

し、

会
の
説
伝
か
ら
い
始
め
て
い
る
。
「
高
づ
代
に
」

「
言
ひ
続
ぎ
(
が
ひ
)
」
「
語
り
継
ぎ
」
「
記
し
継
ぐ
」
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ

葉
の
常
套
で
あ
る
。
「
人
さ
へ
や
見
継
が
ず
あ
ら
む
」
〈
巻
十
|
二
O
七
五
)
と
さ
え

す

、

い
う
。
そ
の
背
景
に
は
「
統
め
神
の
嗣
ぎ
て
賜
へ
る
」
雀
一

l
七七
l
御
名
部
皇
女
)

す

、

、

、

、

、

「
天
の
下
知
ら
し
め
し
来
る
統
め
ろ
き
の
天
の
日
継
と
継
ぎ
て
来
る
君
の
御
代

と
い
う
こ
と
は
、

「
遠
き
代
に
」
「
偲
び
来
」

と
い
わ
れ

長

く
」
と
い
わ
れ
た
の
も

ハ巻
一ニ
l
l

四六
O
l
大
伴
坂
上
郎
女
、
巻
四
|
五
人
七
l
笠
女
郎
)
、

ず
れ
は
継
い
で
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
「
年
の
緒
」
に
し
ば
し

ば
「
あ
ら
玉
の
」
と
い
う
枕
詞
が
冠
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
「
あ
ら
玉
」
の
「
玉
」

に
は
そ
れ
も
が
や
は
り
継
い
で
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
魂
の
命
」

が
い
い
寵
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
「
あ
ら
」
に
も
、
継
ぐ
に
前
提
と
な

あ

ヲ

ケ

る
「
生
る
」
も
が
寄
せ
ら
れ
て
さ
え
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
処
女
ら
が
麻
笥
に

垂
れ
た
る
な
す
長
門
の
浦
に
」
(
巻
十
=
丁
三
ニ
四
一ニ
)

「

な

す

長

柄

の

宮

(
巻
二
十
l
四四
六
五
1
1
家
持
)
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
。

個
の
生
命
、
「
魂
の
命
」

の
有
限
で
限
界
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

あ

い
ず
れ
は
絶
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
た
に
生
れ
産
ま
れ
た
生
命
が

継
ぐ
者
が

そ
れ
が

に
」
(
巻
六
|
九
二
人
1

笠
金
村
〉
と
い
っ
た
修
辞
は
、
「
長
」
く
あ
る
た
め
に
は
ま
さ

し
く
「
麻
」
を
「
む
」
よ
う
に
継
ぐ
べ
き
こ
と
の
意
味
を
背
後
に
も
っ
て
い

代
っ
て
そ
れ
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
の

ぐ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
そ

二
者
以
上
の
複
数
で
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、

こ
こ
で
は
単
な
る
比
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ぁ

、

、

ゥ

そ
れ
は
「
あ
ら
玉
」
の
「
生
る
」
を
継
ぐ
へ
と
さ
ら
に
能
動
化
し
た
「
生
(
産
〉

ム
」
は
し
か
も
、

れ
は
ま
さ
し
く
「
古
ゆ
」
の

「
高
づ
代
」
の
「
年
の
緒
長
さ
」

と
な
る
。
「
神

る

ぁ
、

っ

代
よ
り
生
れ
継
ぎ
来
れ
ば
人
さ
は
に
国
に
は

て
あ
ぢ
む
ら
の
通
ひ
は
行
け

「
現
し
麻
(

け
だ
し
同
根
の
語
嚢
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
で
あ
る
。

ウ

ゥ

)

績

ミ

」

「

現

し

命

生

(

産

〉

ミ

」

で

も

ど
」

(巻
四
l
四
八
五
!
岳
本
天
皇
〉
も
ま
た
同
様
の
例
で
あ
る
が
、
継
ぐ
の
時
間
性
に

ム
L 

と

あ
マコ

古た
ゅの
言で
ひあ
続、る
ぎ、
来
ら

恋
す
れ
ば
安
か
ら
ぬ
も
の
と

玉
緒
の
山
』
て

対
し
て
、
社
会
的
な
同
一
世
代
の
「
人
」
の
聞
の
空
間
的
な
拡
が
り
ゆ
き
と
し

て
の
継
ぐ
の
半
面
を
も
気
づ
か
せ
る
で
あ
ろ
う
。
尼
の
頭
句
に
対
し
た
家
持
の

末
句
は
「
続
が
」
れ
た
も
の
で
あ
る

(巻八
l
一六
三
五
)。

こ
の

な
短
連

は
つ
い
に
は

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
七



「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
八

歌
に
し
て
も
、
続
ぐ
者
は
継
が
れ
る
者
と
別
個
で
あ
り
、
ま
た
、
両
者
は
時
間

も
、
切
れ
た
前
に
後
が
な
り
変
る
ま
で
に
代
り
、

「
代
々
」

を
な
す
の
で
な
け

的
に
前
後
し
つ
つ
も
同
座
す
る
者
と
し
て
同
時
空
間
性
に
あ
る
。

を
巻
向
山
は
」
「
一
ニ
毛
侶
の
そ
の
山
並
み
に
継
し
宜
し
」
く
(
巻
七
l
一O
九三
l
柿

「
児
ら
が
手

れ
ば
な
ら
な
い
。

本
靭
巨
人
麻
呂
集
)
、
「
今
は
来
鳴
き
ぬ
」
る
「
雁
が
ね
」
に
は
「
吾
が
待
ち
し
」
「

葉
」
が
「
早
継
が
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
の
人
の
生
命
と
は
比
較
に
な
ら

お

み

お

な
ど
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
臣
の
木
も
生

前
掲
の
「
古
ゆ
言
ひ
継
ぎ
来
ら
く
」
云
々
の
長
歌
は
、
そ
の
よ
う
な
継
ぐ
の

歴
史
社
会
的
な
側
面
を
枕
と
し
て
、
た
だ
ち
に
は
個
の
愛
恋
を
歌
っ
て
い
た
。

個
は
つ
ね
に
同
一
者
で
あ
る
が
、

「
臣
の
木
」

と
い
う
植
物
が
そ
う
で
あ
っ
た

ず
幾
世
代
を
わ
た
り
う
る

ひ
継
ぎ
に
け
り
」
(
巻

=T
一エ
一一一一l
山
部
赤
人
〉
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
継
ぐ
者
が
同
じ
一
つ
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
「
八
釣
河
水
底
絶

え
ず
行
く
水
の
続
ぎ
て
ぞ
恋
ふ
る
こ
の
年
ご
ろ
を
或
本
歌
日
水
尾
も
絶
え
せ
ず
」
ハ
巻

士
了
二
八
六
O
〉
「
雁
が
ね
の
来
継
ぐ
こ
の
ご
ろ
か
く
続
ぎ
て
常
に
あ
り
せ
ば
友

よ
う
に
は
「
代
々
」
に
わ
た
る
生
命
を
た
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
の
個
的

の
本
質
は
む
し
ろ
生
命
の
限
界
性
に
あ
る
。

、
t
、

jvふ
/
一

い
ま
の
い
ま
で
も

絶
え
な
い
と
は
保
し
が
た
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

「
魂
の
命
」
を
わ
ず
か
に
た
も

とっ
継、て
し、、し、
でる
い伺
くと
よし
うて
にの
、人
おは
の 、

が そ
「 れ
命ヲこ
」 そ

を「
、 玉

のし、
ま
か」

らの
い玉
まを
へ緒
とに
、っ

~ ¥.ぎ
で つ
いざ

向
し
て
い
く
。

な
め
て
遊
ば
む
も
の
を
馬
な
め
て
往
か
ま
し
里
を
」
〈
巻
六
l
九
四
八
)
「
天
に
坐
す

月
読
壮
子
幣
は
せ
む
今
夜
の
長
さ
五
百
夜
継
ぎ
こ
そ
」
(
同
|
九
八
五
l
湯
原
王
〉
「
現

に
は
逢
ふ
よ
し
も
な
し
ぬ
ば
玉
の
夜
の
夢
に
を
継
ぎ
て
見
え
こ
そ
」
(
巻
五
|八
O

、
つづ
、

七
l
大
伴
旅
る
な
ど
の
よ
う
に
、
引
き
続
き
と
い
う
単
な
る
副
詞
的
な
意
味
に
傾

き
追
ひ
来
る
も
の
は
百

く
ほ
か
な
く
、
し
か
も
「
ゆ
な
ゆ
な
は
息
さ
へ
絶
え
て
後
つ
ひ
に
命
死
ぬ
」
(
巻

九
l
一七四
O
l虫
麻
呂
歌
集
)
の
で
あ
る
。
「
月
か
さ
ね
吾
が
思
ふ
妹
に
逢
へ
る
夜
は

今
し
七
夜
も
続
ぎ
こ
せ
ぬ
か
も
」
(
巻
十
|
二
O
五
七
)

っ
て
も
、

そ
の

年

く
」
は
、

た
と
え
ば
一「

と

わ

れ

た
か
だ
か
我
等
の
一
生
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ま
た
そ
の
一
生
が
「
遠
き
代
」
ま
で
、
あ
る
い
は
「
う

、
，
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.

っ
そ
み
の
八
十
伴
の
緒
」
〈
巻
十
九
l
四一
一
一四
丁
家
持
)
と
な
っ
て
、

の
緒
長
さ
」
は
、

づ
代
」
な
ら
ぬ
、

に
攻
め
寄
り
来
る
」
(
章
子
1
入

O
四
|
山
上
憶
良
)
「

つ
づ

、

次
き
追
ひ
ゆ
き
け
れ
ば
」

ハ巻
九
l
一八
O
九
l
高
橋
虫
麻
呂
歌
集
〉
な
ど
の
よ
う
に
、
継

、

、

、

、

、

.

ぐ
と
も
交
り
な
が
ら
も
追
随
の
義
を
濃
く
す
る
。
本
来
の
継
ぐ
に
は
や
は
り
、

沼
壮
士
そ
の
夜
夢
に
見
と
り

個
の
界
限
を

う
ち
超
え
た
「
代
々
」
に
継
が
れ
て
い
く
「
年
の
緒
長
さ
」
に
な
ら
な
け
れ
ば

主
語
の
、
し
か
も
同
じ
資
格
を
も
っ
者
の
、

と
い
う
こ
と
が
重
要
で

な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
個
の
生
命
は
そ
れ
は
な
お
そ
れ
な
り
に
、

ま
た
そ
れ
だ
け
に
「
命
」
の
不
断
の
の
切
実
在
に
あ

主
語
は
そ

の
人
一
者
な
が
ら
、

あ
る
。
そ
れ
は
単
に
前
の
者
の
後
に
「

」
こ
と
で
は
な
い
。

く
に
し
て

る。



ハ巻十一

l
二
三
七
七
〉

自
然
な
ら
ぬ
人

ζ

と
ね
り

「
借
れ
る
身
」
(
巻

=
T四
六
六
l
同
)
の
も
と
の
思
い
、
「
常
無
き
」
「
理
」
を
見
、

の
世
人
」
(
巻
十
三
l
一一一一一一

の
無
常
を
「
人
は
は
な
も
の

継
ぐ
と
い
う
こ
と
の
背
後
に
は
、
「
命
」
を
切
実
に
「
惜
し

何
せ
む
に
命
継
ぎ
け
む
吾
妹
子
に
恋
ひ
せ
ぬ
さ
き
に
死
な
ま
し
も
の
を

あ
り
さ
り
て
後
も
逢
は
と
思
む
へ
こ
そ
ご
の
命
も
継
ぎ
つ
つ
わ
た
れ

、J

た。

(
巻
十
七
i
三
九
三
三
l
平
群
女
郎
)

む
」
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
高
葉
人
に
も
そ
れ
な
り
の
、
無
常
観
へ
の
明
ら
か
な

腔
胎
は
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

」ー

をみ
生ぅ三
み こ4
生ぁ E
れ己申

麻
続
王
と
同
じ
こ
ろ
、

い
な
、
す
く
な
く
と
も

0) 

か
ら
し

人
と
は
、
こ
う
し
て
、
麻
続
王
が
歌
っ
た
よ
う
に

ち命
」
を
も
ち
、
個
と
し
て
も
歴
史
社
会
と
し
て
も
の
「
世

み

て
も
い
ち
早
く
、
最
初
に
「
う
っ
せ
み
」
を
い
っ
た
の
は
天
智
天

生
き
、

き
る
も
の
で
あ
る
。

を
「
惜
し
み
」
つ
つ
も
、
「
世
」
に
「
倦
み
」
て
も
い
た
で
あ
ろ
う
。

の
一
き
は
そ
の
心
情
を
徴
妙
に
伝
え
る
。
麻
由
一
王
は
「
命
倦
ミ
」
王
で
も
あ
っ

ウ
E
ヲ

ウ

チ

ソ

、

、

た
。
「
処
女
ら
が
続
麻
の
た
た
り
打
麻
掛
け
倦
む
時
な
し
に
恋
ひ
わ
た
る
か
も
」

王
自
身
、
そ
の
よ
う
な
「
命
」

の
、
そ
の
三
山
歌
で
あ
っ
た
。

ス
U
E
P
り
'
レ

古
も
し
か
な
れ
こ
そ 耳

梨
ウと

t あ
ひ
諦5
競そ
ひ
き

を

キ目t
f各そ神
ふ代
ら よ
しり
きか

な

歌
一
首

香
具
山
は
畝
傍
雄
々
し
と

(巻一

l
十三〉

(
巻
士
了
二
九
九
O
ゾ
も
、
懸
詞
的
修
辞
の
偶
発
で
だ
け
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

の
代
や
も
二
行
く
」
〈
巻

こ
の
「

」
は
「
現
し
命
」
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
は
「
魂
の
命
」
で
あ
っ

し
て
の
人
の
心
を
い
っ
て
い
る
。

「
う
っ
せ
み
」

に
、
語
源
か
ら

「
何
す
と
か
妹
に
逢
は
ず
で
吾
が
ひ
と

む

て
、
人

四
l
七一一一一一一
1
家
持
〉
と
「
惜
し
み
」
つ
つ
も
、
さ
ら
に
は
「
燈
火
の
か
げ
に
か
が

よ
ふ
虚
蝉
の
妹
が
笑
ま
ひ
」
の
そ
の
「
現
し
き
命
」
を
虚
空
な
が
ら
「
面
影
に

見
」
て
惜
し
み
つ
つ
も
逗
十
一
l
二
六
四
ニ
ヌ
あ
る
い
は
「
う
つ
の
人
目
を
繁

含
ま
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

ひ

と

よ

そ
の
「
麻
〉
緒
H
H命
」
の
義
が
「
人
」
や
「
世
」
へ
の
枕
詞
と
な
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「
あ
し
ひ
き
の
」
が
、
「
あ
し
ひ
き
の
木
の
間
た
ち
く
く
君
公
鳥
」

(
巻
八
|
一
四
九
九
|
家
持
〉
「
あ
し
ひ
き
の
を
て
面
、
」
の
面
に
鳥
網
張
り
」
(
巻
十
七
l
四

O
二
)
「
あ
し
ひ
き
の
吹
く
夜
は
」
(
巻
十
一

l
二
六
七
九
)
な
ど
の
よ
う
に
、

れ
自
体
に
山
の

ひ
と

し
て
の
「
人
」
の

み
」
(
巻
四
|
五
九
七
l
笠
女
郎
)
「
う
つ
勢
美
の

」
ハ
巻
十
九
i
四一一一一

i
家

持
)
つ
つ
も
、

平
安
朝
の

「
こ
れ
や
こ
の
世
を
憂
み
渡
る
舟
」
な
ど
と
ま
で
は

そ

、、‘
p
t
h

、，、、

i
v
A
M
#匂

h
V
A
H
N

も
「
世
を
倦
(
憂
)
み
」
、

老
病
、

別
な
ど
に
い
た

を
熟
含
し
た
も
の
に
な
る
と
い
う
現
象
が
、

「
う
っ
せ
み
」

む
「
玉
の

の
命
」
に
、

み
」
の
「
う
っ
せ
み
」
の
人
や
世
を

に
早
く
か
ら
あ
り
え
た
は
ず
も
な
く
、

こ
こ
で
は
な
お
、

王
の
歌
と
同
様
、

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

四
九



「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五
O 

ウ
ヅ

t
L
ノ

ウ

ヲ

枕
詞
「
空
蝉
之
」
に
は
な
り
き
っ
て
い
な
い
と
い
い
う
る
段
階
で
の
名
詞
「
虚

E
L
 」

で
あ
る
。

‘
-
J
-

、

ふ
J
J
/

達
さ
れ
た
字
面
が
こ
こ
か
ら
し
て
す
で
に

同
じ
心
と
」
「
友
」
と
「
結
ぶ
」
(
巻
十
六
l
三
七
九
七
〉
な
ど
、
「
結
ぶ
」
は
「
現
し

命
」
の
「
魂
」
と
「
魂
」
と
の
「
緒
」
結
び
で
あ
る
。

--J-、

ふ
J
J
J

「
結
ん
」
だ
も

「
空
、
虚
」
の
「
蝉
」
で
あ
る
こ
と
に
は
、
右
に
触
れ
た

の
無
常
観
の

の
は
、
「
魂
」
と
「
魂
」
と
の
「
魂
の
緒
」

で
も

ー寸

t
る
」
こ
と
が
あ
る
。

旺
胎
の
早
さ
を
思
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

の
場
合

も
中
大
兄
の
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
れ
な
り
に
不
適
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
と
を
予
想
し
て
も
「
結
ぶ
」

」
の
次
第
で
は
「
絶
え
る
」
こ
と
も
あ
る
。
も
と
も
と
、
「
紐
」
は
「
解
く
」

「
緒
」
は
「
解
か
」
な
い
こ
と

も
の
で
あ
り
、

述

と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
だ
か
ら
ζ

そ
「
魂
」
は
「
紐
」
な
ら
ぬ
「
緒
」
の
「
命
」
な
の
で
も
あ

を
前
提
と
し
て
、
も
の
に
「
つ
な
ぎ
」
と
め
る
も
の
で
あ
る
〈
新
井
栄
蔵
氏
一
市
教
〉
。

「
魂
」
の
「
命
」
も
身
に
よ
く

「
つ
な
ぎ
」

一王

が
「
春
山
首
開
花
之
艶
」
と
「
秋
山
千
葉
之
彩
」
と
を
「
判
」
す
べ
く
「
競
…
」

三
山
歌
に
あ
っ
て
「
あ
ひ

う
っ
し
み

わ
ゆ
る
現
身
を
も
っ
て
の
竜
虎
相
摺
つ
よ
う
な
闘
争
で
は
な
い
。
別
に

ベ
た
ζ

と
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
人
の
心
の
な
か
で
の
、
あ
た
か

ひ
しー

「
相
格
ひ
」

と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、

し、

る
。
「
つ
な
ぐ
」
は
、
「
駒
を

を
も
つ
が
、
「
射
ゆ
鹿
を
認
ぐ
」
(
巻
十
六
l
三
八
七
四
〉

」
(
巻
十
四
l
三
五
三
九
〉
の
よ
う
に
、
固
定
的
義

し
た
こ
と
(
巻
一
|
一
六
〉
に
通
告
す
る
と
こ
ろ
の
、

「
香
具
山
」
の
内
心
に
お
け
る

の
よ
%
フ
に
、

と
い

P

つ

「
畝
傍
」
「
耳
梨
」
の
い
ず
れ
を
と
る
か
と
い
う
そ
の

、
決
断
へ
の
惑

従、過
の程
者 を
を 重
つ点
けと
るす
とる
い場

メL
口

も
あ
る

い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
こ
に
主
な
る
者
に

迷
、
苦
悶
の
義
の
「
あ
ら
そ
ひ
」
で
あ
る
(
小
著
『
文
体
の
論
理
』
)
。
「
香
具
山
」
は

が
あ
っ
て
、

「
結
ぶ
」

や
継
ぐ
と
、

交
り
つ
つ

と
「
畝
傍
」

々
し
」
と
し
て
そ
れ
に
き
つ
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
「
香
具
山
」
の
「
現
し
命
」
の
「
魂
の
命
」

、、

の
ま
さ
し
く
継
ぎ
、

つ
い
に
「
耳
梨
」
よ
り
も
「
畝
傍
」
を
「

も
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
「
緒
」
は
そ
れ
で
物
を
「
つ
な
ぐ
」
が
、
「
命
」
と

の
其
れ
と
の
聞
の

「
玉
の
緒
」

い
わ
ゆ
る

し
て
は
「
魂
」
を
「
結
び
」
、
「
結
び
」
が
「
解
け
る
」
以
上
に
「
絶
え
れ
」
ば
、

み
生
み
」
て
継
が
な
け

'v
」
た
ら
「
結
び
」

せ
る
「
紐
」
と
違
い
、
「

「
か
き
結
び
」
(
巻
九
l
一七回
O
l
虫
麻
呂
歌
集
)
で
あ
っ
た
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
結
ぶ
」
は
継
ぐ
と
親

一「

君
が
代
も
我

「が
白代
妙も
の知
袖写る
さや
し」
かと
J¥ 一「

て岩
代

三
山
歌
は
心
の
「
あ
ら
そ
ひ
」
で
あ
っ
た
が
、
人
麻
目
が
挽
歌
の
な
か
で
あ

の
岡
の
草
根
を
い
ざ
結
び
」
(
巻
一

i
一O
l
中皐命)、

え
て
長
々
と
描
写
し
た

「
斉
ふ
る

の
立
回

t

の
戸
と
聞
く
ま
で
」

一一品々
(巻

玉、き
の、寝
緒、し
の、我
絶、が
え、

じ、

妹、
と、
結、
び、
Lー

髪
の

白
髪
に
成
り
な
む
極
み
あ
ら
た
代
に
と
も
に
あ
ら
む
と

-一l
一
九
九
)
は
戦
闘
の

「
あ
ら
そ
ひ
」

で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
一
節

(
巻
=
了
四
八
一

i
高
橋
朝
原
)
、
「
死
に
も
生
き
も

の
ー「

ろ
は
ず
立
ち
向
ひ
し
も

の
消
な
ば
消
ぬ
ベ
〈

ゆ
く
鳥
の



ふ
は
し
に
」
に
「
一
に
云
ふ
、
朝
霜
の
消
な
ば
消
と
ふ
に

打'

あ

ら

そ

ふ

と
安
良
蘇
布

は
し
に
」
の
「

」
は
、
字
面
に
「
打
」
を
記
し
た
の
は
戦
闘
に

わ
せ
た

て
い
る
。
有
限
な
個
の
人
の
「
魂
」
は
、
そ
れ
以
上
の
「
神
に
勝
へ
ぬ
」
の
で

ひ
と

あ
る
。
す
で
に
挽
歌
で
あ
る
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
人
の
義
を
も
「
空
蝉
」
は

ひ
と

す
る
が
、
そ
し
て
「
勝
へ
な
」
く
な
っ
た
人
に
字
面
通
り
の

お
の
ず
か
ら

も
の
と
見
て
よ
い
が
、
そ
の
「
打
蝉
」
を
含
む
前
後
の
意
味
は
、
す
で
に
「
死

ぬ
な
ら
死
ね
と
ば
か
り
に
命
も
惜
し
ま
ず
戦
っ
て
い
る
最
中
に
」
と
注
さ
れ
て

一「

」
を
見
て
も
よ
い
が
、
「
魂
」
は
な
お
「
た
だ
に
逢
は
ぬ
か
も
」
の
嘆
き

しし、
命ヲる
」ょ
が う
本に
義 合
的嵩
に業
あ宋

ら
わ
れ
て

る

ー寸

打

一』
l
日
本
古
典
文
堂
+棄
〉、
「
打
蝉
」
の
語
源
の
含
む
「
現

と
」

恋
ひ
の
な
か
に
も
「
通
ふ
と
は
目
に
は
見
ゆ
る
」
(
巻
一
丁

一
四
八
|
倭
太
后
〉
も
の

の

「
と
」
は
、
そ
の
付

で
あ
り
、

婦
人
に
も
た
し
か
に
「
昨
の
夜
夢
に
見
え
つ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と

ず
る
語
句
の
、
そ
れ
が
す
る
内
実
を
外
貌
に
ま
で
あ
ら
わ
に
す
る
と
き

の
そ
の
様
相
状
態
を
示
す
助
詞
で
あ
る
。
前
引
の
「
統
め
ろ
き
の
天
の
日
継
と

い
う
意
味
こ
そ
が
-
」
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。

あ

ζ

とわり
、
、
、
、

「
勝
へ
ず
」
は
、
理
の
前
に
は

す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
義
で
あ
る
が
、

こ
の
歌
で
婦
人
が
「

J¥  

な
」ー

のか
ー-， ~コ

魂3た

て
来
る
君
の

」
も
、

「
天
の
日

」
が
ま
さ
し
く
そ
れ
と
し
て

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.

う
ま
で
も
な
い
。
「
さ
夜
深
く
・

の
吹
け
ば
」
(
巻
十
三
l
三
二
八
一
)
は
、

語
な

の
は
た
だ
「
神
」
の
摂
と
し
て
の
人
の
身
の
有
限
性
で
あ
り
、

の
命
」
は
、
お
の
れ
の
「
魂
の
緒
」
と
ど
こ
ま
で
も
「
結
ば
」
れ
て
お
り
、
そ

れ
へ
と
い
つ
ま
で
も
粧
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
天
の
原
」
を
「
振
り
放
け

い
白
ち

見
」
ず
と
も
、
現
に
「
大
君
の
御
命
は
天
足
ら
し
」
て
い
る
の
で
も
あ
る
(
同
l

あ

な
お
、
偶
然
な
が
ら
、
「
勝
へ
ず
」
の
「

の
本
質
を
発
揮
し
汁

に
あ
っ
て
、

「
継
ぎ
て
来
る
」
も
そ
の
様
相
に
お
け

「
さ
夜
中
と
夜
は
深
け
ぬ
ら
し
」

る
そ
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〈巻九
l
一七
O
一
|
人
麻
呂
歌
集
)
も
「
と
」
に
関
し
て
同
様
の
例
で
あ
る
こ
と
は
い

一四七
i
同
)。

」
は
字
と
し
て
は
婦

ら
ぬ
句
に
付

た
「
と
」

の
類
例
で
あ
る
。

人
の
首
飾
の
義
を
も
も
ち
、

「
玉
な
ら
ば
」
云
々
に
修
辞
上
も
適
切
で
あ
る
。

を
み
な
め

人
呂
よ
り
も
早
く
、
婦
人
が
ほ
か
な
ら
ぬ
天
智
天

空
蝉
し
神
に
勝
へ
ね
ば

の
山
朋
に
挽

し
て
、

」
の
品
別

に
は
ま
た
「
勝
へ
な
」
い
。
そ
れ
と
の
「
結
び
」
は
同
時
に
そ
れ
と
の
切
れ
で

し
か
し
な
が
ら
、
「
天
足
ら
す
」
ま
で
の
「
魂
」
も
、
死
者
の
「

ゐ
て
朝
嘆
く
君

放
り
ゐ
て
吾
が
恋
ふ
る

君

玉
な
ら
ば
手
に
巻
き
も
ち
て

衣
な
ら
ば
脱
く
と
き
も
な
く

我
カf

も
あ
る
。
そ
の
「
」
に
対
し
て
、
人
は
み
ず
か
ら
の
生
者
と
し
て
の
「
現

少

7

7

し
命
」
を
「
う
み
」
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
「
宇
都
曽
見
の
人
な
る

吾
れ
や
」
の
歎
き
は
、
そ
れ
で
も
継
ぎ
う
べ
き
も
の
を
、
人
か
ら
は
切
れ
た
人

な
ら
ば
お
の
ず
か
ら
向
う
自
然
の
な
か
に
切
れ
た
そ
の
人
と
の
「
か
き
結
び
」

夢
に
見
え
つ
るタ

マ

と
歌
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
空
蝉
」
も
「
玉
な
ら
ば
」
と
い
う
こ
と
を
単
な
る

十
上
の
実
感
と
し
て
、
明
ら
か
に
「
現
し
命
」
の
「
魂
の
命
」
を
意
味
し

恋
ふ
る
君
ぞ
昨
の
夜

(巻
二
l
一五

O
)

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五一



「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五
二

せ

二
上
山
を
い
ろ
弟
と
見
む
」
自
l
一

、

、

つ

づ

、

六五
l
大
来
息
女
)
と
い
っ
た
、
形
見
に
よ
る
続
き
に
導
く
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
死
者
と
の
生
者
に
お
け
る
切
れ
と
続
き
は
、
人
麻
呂
の
挽
歌
に

ヲ
ヲ
ソ

t

、
、
、
、
、
ゥ
ヅ
セ
・
‘
、
、

あ
っ
て
は
、
「
宇
都
曽
臣
と
念
ひ
し
時
」
(
同
l
一
九
六
〉
「
打
蝿
と
念
ひ
し
時
に

ウヅソ
L

ウヲ
E

・

，

、

タ

マ

、

、

、

、

、

一
に
一
云
ふ
、
宇
都
曾
臣
と
念
ひ
し
:
:
:
打
蝉
と
念
ひ
し
妹
が
玉
か
ぎ
る
ほ
の
か
に
だ

、

、

、

、

、

ヲ

ヴ

ソ

t

ヲ
ヅ
ヅ
L

に
も
見
え
ぬ
思
へ
ば
」
合
二
O
)
「
宇
都
曽
臣
と
念
ひ
し
時
:
:
:
宇
都
曽
臣
と
念

灰
に
て
坐
せ
ば
」
(
一
二
三
)
と
い
う
よ
う
に
、

を
、
今
日
を
境
と
す
る

「
明
日
よ
り
は
、

は
お
の
れ
と
同
じ
「
現
し
身
」
の
「
現
し
命
」
に
あ
っ
た
人
と
い
う
も
の
の
、

「
虚
(
空
〉
し
身
」
へ
の
突
如
忽
然
た
る
人
事
の
有
為
転
変
で
あ
っ
た
。
「
宇
都

曽
見
と
念
ひ
し
骨
〔
に
〕
」
云
々
と
は
、
今
の
即
じ
お
い
て
さ
え
も
、
人
の
「
虚

(
空
)
し
命
」

日
が
た
く
、
そ
れ
が
死
者
生
前
の
時
、

死
者
が
「
現
し
身
」
に
あ
っ
て
「
現
し
命
」
を
も
「
魂
の
命
」
を
も
も
っ
て
い

へ
の
急
変
の
現
実
を

た
時
の
、
そ
の
あ
り
し
日
の
過
去
の
現
実
さ
え
疑
わ
れ
て
く
る
と
い
う
、
む
し

ひ
し
妹
が

す
こ
ぶ
る
主
観
化
さ

の

か
ら
た
然
自
失
へ
と
わ
た
る
と
こ
ろ
に
成
る
修
辞
で
あ
る
。

れ
る
。
「
宇
都
曽
見
の
人
な
る
吾
れ
や
」

と
歌
っ
た
大
来
皇
女
に
は
、

形
見
の

あ
れ
ほ
ど
生
き
生
き
と
生
き
て
い
た
人
が
た
ち
ま
ち
に
死
ん
だ
、
と
い
う
こ

と
は
、
文
字
通
り
の
「
空
山
」
の
空
に
、
そ
の
人
の
「
現
し
命
」
の
あ
っ
た
、

し
か
し
今
は
な
い
と
い
う
、
死
者
な
い
し
死
と
い
う
も
の
へ
の
対
象
的
な
対
比

続
き
に
出
る
根
底
に
、

死
者
の
「
い
ろ
弟
」
と
生
者
の
お
の
れ
と
の
聞
に
な
お

、

、

タ

マ

ヲ

タ

マ

ヲ

個
と
個
と
の
深
々
と
し
た
切
れ
が
あ
っ
た
。
「
魂
の
命
」
は
「
玉
の
緒
」
で
「
絶

え
た
」
な
が
ら
に
「
結
ば
」
れ
て
い
た
。
二
上
山
は
「
い
ろ
弟
」
の
代
り
な
ら

の
見
方
で
対
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
お
死
な
ず
生
き
て
い
る
お
の
れ
に
ひ
き
ょ

同
母
同
胞
の
義
を
含

み
超
え
る
、
ま
さ
し
き
「
色
」
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
継
ぐ
に
お
け
る
切
れ

ぬ
「
い
ろ
弟
」
そ
の
者
で
も
あ
り
え
た
。

「
い
ろ
」
も
、

せ
て
の
主
観
化
の

に
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
無
常
感
な
い
し

無
常
観
が
こ
こ
に
初
め
て
成
り
立
っ
て
く
べ
き

あ
っ
て
、
後
期
末
期
蔦

は
、
し
か
し
な
が
ら
人

に
は
す
で
に
な
い
。
あ
る
と
し
て
も
、
そ

葉
へ
と
概
念
的
な
無
常
観
も
が
生
育
し
て
い
く
出
発
と
し
て

要
で
あ
る
。
し

し
く
変
っ
て
く
る
。
人
麻
目
が
生
者
た
る
人
と
し
て
死
者
に

ウ

ヴ

ヲ

ウ

ソ

見
た
も
の
は
、
何
よ
り
も
死
者
自
体
の
「
現
し
命
」
の
い
わ
ば
「
虚
〈
空
)
し

命
」
化
、
す
な
わ
ち
「
現
し
身
」
の
滅
び
で
あ
っ
た
。
滅
び
た
「
現
し
身
」
か

ら
出
た
死
者
の
「
魂
の
命
」
の
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
人
麻
呂
も
な
お
信
じ
た
で

の
あ
り
か
た

か
し
な
が
ら
、
人

そ
の
人
の
「
う
っ
そ
み
」

l
生
死

』

』

1
4『

』

'
-
q
ν
i
J
-
』

ふ

J

t
J
J
‘i
J
t
 

に
は
尽
き
な
い
。
ほ
か
な
ら
ぬ
対
象
的
な
主
が
、
人

者
の
「
魂
の
命
」
と
生
者
の
其
れ
と
の
「
結
び
」
継
ぎ
を
、

の
挽
歌
を
、
死

一
面
甘
い
も
の
に

す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
さ
ら
に

で
あ
る
。
人
麻
呂
も
し
ば
し
ば
死
者
の
形

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
れ
の
関
心
の
最
た
る
も
の
は
、
む
し
ろ
「
現
し

身
」
な
れ
ば
の
「
現
し
命
」
に
あ
る
生
者
と
し
て
の
お
の
れ
の
前
に
、
今
ま
で

見
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
も
は
や
大

の
二
上
山
の
よ
う
で

あ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

「
現
し
身
」

か
な
も
の
と
し
た
彼
れ
は
、



死
者
の
「
虚
(
空
〉
し
身
」
の
「
魂
の
命
」
か
ら
生
者
の
「
現
し
身
」
の
「
現

し
命
」
へ
の
関
係
よ
り
は
、
生
者
に
お
け
る
生
者
の
「
現
し
命
」
と
死
者
の
あ

り
し
日
の
「
現
し
身
|
現
し
命
」
と
の
関
係
に
関
心
し
、
切
れ
た
死
者
に
お
い

て
そ
れ
か
ら
生
者
へ
と
「
結
び
」
ぐ
こ
と
に
で
は
な
く
、
生
者
か
ら
切
れ
た

け
る
み
ど
り

児
」
に
位
び
て
「
大
鳥
の
羽
易
の
山
に
」
「
恋
ひ
、
な
づ
み
」
行
き
、
「
玉
梓
の

ぞ
振
り
」
、

「
山
道
」

に
「
妹
を
求
め
」
、

「
吾
妹
子
が
形
見
に

使
」
に
も
「
妹
が
木
枕
」
に
も
、
さ
て
は
釆
女
の
「
罷
り
道
の
川

の
道
」
に

も

娘
子
の

「
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
山
の
山
の
ま
に
い
さ
よ
ふ

」
に
も
、

死
者
へ
と

に
「
つ
な
が
る
」
こ
と
に

」
し
た
。
し
か
も
そ
の

生

「
吉
野
の
川
の
お
き
に
な
づ
さ
ふ

」
に
も
、

こ
と
ご
と
に
感
傷
し
、

釆
女

者
は
人
麻
目
と
い
う
切
実
に
一
個
の
人
で
は
か
な
ら
ず
し
も
な
く
、
人
麻
呂
を

や
石
中
死
人
の
た
め
に
は
そ
の
「
つ
ま
」
や
「
家
」
の
心
を
思
い
や
る
、
と
い

代
言
者
と
す
る
集
団
で
も
あ
っ
た
。
天
地
初
発
以
来
の
神
々
天

の

っ
た
人
麻
呂
挽

の
文
体
は
、
す
べ
て
右
の
よ
う
な
「
う
っ
せ
み
」
観
に
よ
っ

が
そ
こ
で

れ
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
と
き
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
彼
れ
の
目
に
は

て
い
る
。
無
常
観
へ
の
契
機
な
い
し
出
発
と
し
て
「
八
十
宇
治
川
の
網
代
木
に

過
去
の
死
者
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
統
譜
は
、
そ
れ
自
体
死
者
た
ち
の
「
つ
な
が

い
さ
よ
ふ
波
」
ハ
巻

=
T二
六
四
)
を

べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

挽

し
て
い
た
。
死
者

群
の
な
か
で
彼
れ
の
「
う
っ
せ
み
」
観
を
端
的
に
示
す
の
は
、

池
の
放
ち
鳥
人
目
に
恋
ひ
て
池
に
潜
か
ず
」
(
巻
一丁
一
七
O
)
「
去
年
見
て
し
秩
の

ら
せ
ど
も
あ
ひ
見
し
妹
は
い
や
年
さ
か
る
」
(
同
l
一
一
一
一
)
「
時
な
ら
ず

の
ご
と
の
ご
と
」
ハ
同
l
一
一
一
七
〉
な
ど
で
あ
ろ
う
。

「
島
の
宮
勾
の

り
」
で
あ
り
、
ま
た
彼
れ
と
そ
の
集
団
に
「
つ
な
が
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
す

で
に
死
者
た
ち
が
生
者
と
し
て
「
代
々
」
継
い
で
き
た
も
の
と
し
て
の
「
天
つ

日
継
」
の
継
ぐ
の
本
質
は
さ
だ
か
で
な
い
べ
た
連
続
に

月
夜
は

が
彼
れ
一
個
に
か
か
わ
る
者
で
あ
っ
た
と
き
も
、
そ
の
主
観
性
は
、
こ
れ
も
た

過
ぎ
に
し
子
ら
が

だ
「
つ
な
が
る
」
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
く
な
っ
た
形
見
を
追
い
求
め
て
、
人

ウ
ヅ
ヅ

の
伝
え
る
現
の
な
か
の
死
者
の
あ
り
か
へ
と
あ
く
が
れ
出
る
、
な
ど
と
い
っ
た

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
人

呂
が
、
死
に
臨
み
お
の
れ
自
身
の
死
に
つ
い
て

さ
し
め
た
。

の
磐
根
し
枕
け
る
吾
れ
」
と
し
か
、

「
待
つ
」
「
現
し
身
|
現
し
命
」
の
「
妹
」
を
し
か
い
い
え
ず
に
辞
世
し
て
い
る

は
一寸

あ
る
い
は
そ
の

「
吾
れ
」
を

荒
都
に
「
昔
の
、
ま
た
も
逢
は
ぬ
、

大
宮
人
の
船
待
ち
か
ね
」
、

(同
l
二二三)。

そ
れ
は
、

彼
れ
が
石
中
死
人
に
対
し
て
「
荒
磁
面
に

て
見

の
た
め
に
そ
の

「
御
門
の
荒
れ
ま
く
惜
し
」
み
、

之
宮
」
や
「
明
日

れ
ば

波
の
音
の
し
げ
き
浜
辺
を

し
き
た
へ
の
枕
に
な
し
て

荒
床
に
こ
ろ

」
の
「

」
を
た
の
み
、

「
真
草
刈
る
荒
野
」
に

「
草
枕
旅
宿
り
し
」

臥
す
君
」
(
岡
l
一一一一
O
〉
と
歌
っ
た
の
と
質
的
円
な
り
は
な
い
。
人
麻
呂
は
死

を
「
現
し
身
」
の
上
に
見
、
生
を
も
「
現
し
命
」
に
求
め
て
、
そ
の
「
魂
の
命
」

て
「
形
見
」
を
求
め
、
亡
妻
の
た
め
に
は
「
軽
の
市
」
に
「
妹
が
名
喚
ぴ
て
袖

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五
三



一
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五
四

な
ど
ど
こ
ろ
か

え
ぬ
」
「
現
し
身
」
を
追
い
、
「
結
び
」
継
ぐ
べ
き
こ
と
を
「
つ
な
が
る
」
こ
と

「
石
川
の
か
ひ
に
交
り
で
あ
り

に
つ
い
て
は
、

「
目
に
は
見
ゆ
れ
ど
」

「
ほ
の
か
に
だ
に
も
見

は
、
た
と
い

「
臣
」

の
字
に
一
般
の
人
民
と
い
う
義
が
あ
り
、

名
義
抄
に
も
そ

の
義
か
ら
の
も
の
と
し
て

「
ヒ
ト
」
と
い
う
訓
も
と
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

に
代
え
た
人
で
あ
っ
た
。

む
し

の
方
が
、

た

み

上
代
に
お
い
て
人
民
と
か

ひ
と

「
人
」
と
か
、

と
い
は
ず
や
も
」
(
同
|
一
一
一
一
四
〉
と
、
な
お
「
か
ひ
」

有
に
迷
っ
て
い
る
ら

-

つ

つ

あ

を

ひ

と

く

さ

わ
ゆ
る
「
現
し
き
青
人
草
」
と
か
の

さ
ら
に
は
同
じ
古
事
記
の
神
代
に
い

オ

t

の
和
語
と
同
じ
よ
う
な
義
で
の
「
意
美
」

し
い
夫
を
気
づ
か
っ
て
い
る
、
そ
れ
が
(
小
稿
「
阿
波
岐
原
l
古
事
記
上
巻
に
つ
い
て
(
五
)

と
い
う
語

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

c.. 

す
く
な
く
と
も

「
虚
し
命
」
の
「
魂
の
命
」

へ
の
、
も
ち
ろ
ん
素
朴
で

記
の
語
の
文
脈
上
か
ら
は
、

ウ

ヅ

オ

モ

こ
の
「
ウ
ツ
シ
オ
ミ
」
は
「
現
シ
面
」
の

古
風
な
が
ら
、
夫
の
よ
う
に
は
主
観
的
で
は
な
い
本
来
主
体
的
な
方
向
で
の
か

義
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

か
わ
り
か
た
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

い
さ
さ
か
皮
肉
な
取
り
合
せ
で
あ
ろ
う
。

人
麻
呂
の
用
字
と
し
て
、
前
引
の
よ
う
に
「
宇
都
曽
臣
」
と
い
う
形
が
繰
返

「
ウ
ツ
ソ
ミ
」
の
語
源
を
考
え
る
た
め
に
は

オ

も

才

壱

テ

は
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
面
」
、
表
、
顔
の

の
「
オ
ミ
」

も
上
代
和
語
に
は
見
出
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
古
事
記
の
な
か
に
「

人
に
人
の
死

し
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
来
皇
女
が
「
い
ろ
弟
と
吾
が
見
む
」
に
適
わ
せ

て
「
宇
都
曽
見
の
人
な
る
吾
れ
や
」
と
記
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
も
関
連
し
て
、

あ

そ

み

し
て
み
せ
る
に
も
適
し
た
現
実
家
で
あ
っ
た
朝
「
臣
」
の

あ泉
ろ国
う 」
形の
カf こ
「と
ョ、を
モ、「
」 ー ヨ

Lー

と

フ

「
ヨ
ミ
」

彼
れ
を
想
わ
せ
る
、

と
い
え
ば
酷
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
つ
な
が
り
」
の

の
お
そ
ら
く
は
よ
り
古
い
で

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
「
ヨ
モ
ツ
ク
ニ
」
な
ど

に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「
オ
モ
|
面
」
も
、
「
ヨ
モ
|
ヨ
ミ
」
に
類
推
し
て
、

「
オ
モ

l
面
」
の
む
し
ろ
古
形
が
残
存
的
に
普
通
し
、
か
え
っ
て
「
オ
ミ
!
面
」

一」

i
日
本
古
典
文
学
文
系
〉
は
、
古
の
下
巻
、
雄
略
段
の
一

か

し

乙

ヲ

ア

ジ

オ

L

ま

お

も

言
主
大
神
の
曹
に
見
え
る
「
恐
し
、
我
が
大
神
、
宇
都
志
意
美
有
さ
む
と
は
覚

い
う
説
〈
「
背
骨
葉
集

の
方
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

オ

モ

テ

オ

モ

ヘ

え
ら
れ
る
。
「
面
」
が
「
面
ツ
方
(
辺
〉
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
ヨ
モ
ツ
」
に
類

ウ
ソ

推
で
き
る
「
オ
モ
ツ
」
も
存
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
言
主
神
は
「
現
シ

牢

L

も

つ

オ

モ

面
」
を
も
「
有
」
神
で
あ
っ
た
。
天
は
そ
の
こ
と
を
「
覚
は
」
な
か
っ
た
も

「
つ
な
ぐ
」
に
は
主
従
関
係
の

の
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
臣

が
あ
っ
た
が
、
「
臣
」
は
ま
さ
し
く
そ
の
従

の
「
宇
都
曽
臣
」
の
用
字
法
と
は
た

ウ

ヅ

オ

t

の
語
源
は
「
現
シ
臣
」
で
あ
ろ
う
と

だ
の
偶
合
で
あ
ろ
う
が
、

「
ウ
ツ
ソ
ミ
」

を
感
ず
る
点

せ
る
{
子
で
あ
り
(
名
義

抄
)
、
こ
こ
の
文
脈
で
は
「
ウ
ツ
シ
オ
ミ
」
に
適
わ
せ
て
「
オ
モ
は
」
と
訓
む
方

才

号

、

面
に
顕
わ
れ
る
心
の
内
の
作
用
を
オ

の
で
あ
る
。
「
覚
」
は
「
オ
モ
フ
、

ウ
ツ
ツ
」

と

は
ざ
り
け
り
」
と
い
う
天
皇
の
詞
か
ら
按
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も

と
よ
り
一
説
た
る
を
失
わ
な
い
が
、
首
肯
す
る
に
は
い
さ
さ
か

が
よ
い
。
「
オ
モ
フ
」

の
語
源
説
に
も
、



中
王
の
反
乱
で
、
天
皇
の
「
い
ろ
弟
」
水
歯
別
命
が
王
を

オ
ホ
才

L

王
の
側
近
の
曽
婆
一
…
里
を
、
「
汝
を
大
臣
に
作
す
」
か
ら
王

オ
ホ
オ

t

オ
ホ
才
t

い
て
殺
さ
せ
、
様
ば
か
り
「
大
臣
の
位
を
賜
ひ
」
、
「
大
臣
と
同
じ

オ
吾

輩
の
酒
を
飲
ま
む
」
と
い
っ
て
「
童
」
に
「
面
を
隠
す
大
銃
」
を
用
い
、
曽
婆

オ
モ

加
里
が
そ
れ
で
「
飲
む
時
に
、
大
錦
、
面
を
覆
つ
」
た
、
そ
の
す
き
に
曽
婆
加

オ
ホ
オ
L

こ
れ
は
明
ら
か
に
「
大
臣
」
の

-
』
、

こ
の
鳥
の
為
に
、
枝
に
穂
等
を

ー「

そ
の

け木
中てに

長す鵠i
に賜と
鵠、ひ比日
掛き米め
け三鳥

同と

、モフ
と
い
う
、

と
い
う
の
が
あ
る
〈
大
矢
透『

古
事
記
に
は
同
じ
下

集と
止ま」
りと
き「
。ム

天ク
I 

と
を
そ
の
名
に
し
て
い
る
。

諒
す
る
た
め
に
、

-
三
)
と
も
あ
り
、
に
は
「
上
枝
に
も
ち
引
き
掛
け

、

下
枝
に
h
v
L
ρ

を
掛
け
:
:
:
い
そ
ば
ひ
を
る
よ
鵠
と

b
わ
と
」
〈
巻
土
了
一一一二
三
九
)

を
殺
せ
と

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
伊
予
国
の
「
オ
ミ
」
と
「
ム
ク
」
と
は
、
ま
さ
に
「
オ

日ォ里
EEを

と 2

iZオし
?宍

が
あ
る
が
、

オモ

す
(
覆
う
〉
」
の
「
面
」
と
を
懸
け
て
の
語
り
方
に
な
っ
て

お
り
、
「
臣
」
の
義
は
と
も
か
く
と
し
て
そ
の
「
オ
ミ
」
が
、

云
々
と
い

こ
れ
も
高
葉
集
の
、

し
か
も
ほ
か
な
ら
ぬ
人
麻
呂
の
石
中
死
人
の
長
歌
の
、
前
引
の
「
荒
磁
面
に
虚

一
度
」
的
に
親
縁
す
る
「
二
木
」
で
あ
っ
た
と
思

オ
毛

わ
れ
る
。
な
お
、
神
に
つ
い
て
「
面
」
を
い
う
こ
と
は
、

モ
(

ミ

)

ム
ク
」
と
「
二

も

「
面
」
で

り
て
見
れ
ば
」
云
々
の
先
に
、

こ
れ
は
伊
予
な
ら
ぬ
「
玉
藻
よ

Lー

で

あ
る
「
オ
モ
」
と
親
近
な
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は

の
義
の
語
集
で
あ
る

あ
る
が
、
「
国
か
ら
か
見
れ
ど
も
飽
か
ぬ

、

、

か

み

白

み

お

も

月
と
と
も
に
足
り
行
か
む
神
乃
御
面
と

り
、
言
い
「
次
き
来
つ
」
た
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

次っ神
，，<-'ザ3、
柔ら
るか

中 5
の 」

だ
貴
き

天
地
日

こ
と
を
思
わ
せ
る
例
で
あ
る
。

ゆ
」
云
々
と
あ

「
面
」
は
「
オ
モ

〔
テ
〕
」
だ
け
で
な
く
、
「
ム
ク
」
(
向
)
と
と
も
に
「
ソ
ム

む
赤
人
の
長
歌
は
、

ク
」
(
背
向
)
と
い
う
ま
っ
た
く
裏
は
ら
のお

み

ク
」
な
が
と
も
あ
る
(
名
義
抄
)
。
前
引
の
「
臣
の
木
も
生
ひ
継
ぎ
に
け
り
」
を
含

さ

に

は

み

ゆ

こ
の
木
を
「
射
狭
庭
の
岡
」
の
「
三
湯
の
上
」
の
も
の
と

ゅ

そ
の
「
湯
の
岡
の る

。
「
ム
カ
フ
、

オ
モ
ム

王
の
傷
歌
か
ら
主
と
し
て
は
人
麻
呂
の
哀
歌
へ
と
「
う
っ
せ
み
」
の

味
を
あ
と
づ
け
て
み
た
。

「
う
っ
そ
み
」
は
「
た
ま
の
を
」
の

「
う
み
」
を
含

す
。
時
に

オ.，、

一
者
臣
ノ
木
ト
云
へ
リ
」
(
『
高
葉
集
註
釈
』
三
・
一
〉
と
あ
る
、
そ
の
「
二
木
」
は
、

偶
然
か
所
以
が
あ
る
か
、
あ
た
か
も
「
面
」
の
「
オ
モ
ム
ク
」
の
「
オ
モ
〉
オ

す
る
が
、
伊
予
国
風
土
記
逸
文
に
、

し
処
を
伊
社
迩
波
の
岡
と
い
ふ
」
、
「
岡
本
の
天
一

ム

タ

オ

L

に
棋
と
臣
の
木
と
あ
り
」
云
々
、
「
二
木
者
、 に

碑
文
を
立
」
「
て

み
、
ヲ
フ
つ
'
レ
み
」

の
「
ひ
と
」

と
「
よ
」

と
を
あ
ら
わ
に
し
、

「
い
き
」
の

皇
后
と

ー 掘
を

者 一
郎度
ノと

宍為

「
を
」
の
「
い
の
ち
」
を
「
う
み
」
つ
つ
「
つ
ぎ
」
ゆ
く
心
を
も
っ
た
も
の
で

、

あ
る
。
な
お
、
そ
の
よ
う
な
「
う
っ
そ
み
」
の
、

、

っ
た
音
相
が
「
う
っ
せ
み
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
付
言
す
る
ま
で
も
な
い
。

の
熟
す
る
ま
に
ま
に
と

(
四
九
・
一

-
一
六
)

「
う
っ
せ
み
」
と
「
た
ま
の
を
」

五
五



ね
り
の
む
ら
と

五
六

の

と

本

四

郎

一

き
た
。
そ
の
多
様
な
組
合
せ
と
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
第
一
句

二
句
の
関

係
、
あ
る
い

二
句
の
切

き
の

複
合
し
て
、
千
差
万
別
の
理
解

不
問

木
尚
味
狭
藍

諸
弟
等
之

練
乃
村
戸
二

所
詐
来
(
七
七
三
)

を
生
じ
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
首
全
体
に
関
し
て
共
鳴
で
き
る
よ
う

右
の
大
伴
家
持
の
歌
は
、

の

の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。

一

出
さ
れ
て
い
な
い
と

っ
て
よ
い
。

首
を
構
成
す
る
語
の
中
、

「
村
戸
」
は
集
中
か
ら
語
義
を
帰
納
す
る
方
法
が
遮

こ
の
歌
の
解
釈
の
核
心
を
な
す
の
は
「
村
戸
」
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
七
七

断
さ
れ
た
唯
一
語
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
れ
に
先
行
す
る
「
諸
弟
」
「
練
」
の
二

四
の
「

羽
」
と
応
じ
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
否
定
の
根
拠
を
持
た
な

つ
も
、
こ
の
歌
の
後
に

、‘
v
b
喝

-

A
H
N
+
a
q
J
h
 

い
で
あ
ろ
う
。
以
下
「
村
戸
」
に
焦
点
を
あ
て
て
述
べ
て
い
き
た
い
が
、
そ
れ

百
千

恋
跡
云
友

諸
弟
等
之

吾
波
不

七
七
四
)

に
先
立
っ
て
、
や
は

の
多
い
「
諸
弟
」
と
「
練
」
に
関
し
、
私
の

と
共
通
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
七
七

O
か
ら
五
首
一
連
の
も
の
と
し
て
並
べ
ら

を

の
み
に
重
点

く
形
で
一
言
し
て
お
き
た
い
。

れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
の
二
つ
の
歌
に
限
っ
て
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
統
一
的
な
解
釈
を
与
え
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
の
、

ーー

各
々
の

か
れ
た
文
脈
に
も
さ
し
て
違
い
が
な
い
た
め
に
、

実
質
的
に
は
唯
一

「
諸
弟
」
は
両
歌
と
も
に
西
本
願
寺
本
以
下
「

茅
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

例
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
種
の
語
が

な
っ
て
一
首
の
主
た
る
部
分
を

桂
本
・
紀
州
本
・
元
暦
本
な
ど
に
共
通
す
る
本
文

」
を
採
用
す
べ
き
で

構
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
七
七
三
を

た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
ろ
う
し
、
す
で
に
い
く
つ
か
の

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
語
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
解
釈
が
与
え
ら
れ
て

(
大
宝
二

毛
郡
戸
籍
お
よ
び



石
上
部
君
諸
弟

天
平
勝
宝
元
年
五
月
戊

れ
、
こ
れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

な
ど
当
時
の
人
名
に
実
在
し
た
名
で
あ
る
。
そ
の
上

:
:
:
用
大
鋳
釜
、
井
四
尺
廷
刀
八
十
練
:
:
:
(
江
田
船
山
古
墳
出
土
太
刀

橘
朝
臣
諸
兄

天
平
勝
宝
六
年
七
月
英
丑
そ
の
他
〉

銘

(
天
平
十
一

大
税
賑
給
歴

の
よ
う
に
早
く
か
ら
日
本
化
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
ネ
リ
と
い

田
朝
臣
諸
姉

淳
仁
前
紀
)

う
和
訓
が
、
こ
れ
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

(
続
紀
、

二
年
十
月
甲
子
そ
の
他
〉

の
よ
う
に
「
諸
」
に
シ
プ
リ
ン
グ
語
棄
に

す
る
語
の
接
し
た
名
が
散
見
す
る

一ー一

し

一
般
に
拡
げ
る
な
ら
ば
「
諸
人
・
諸
男
・
諸
女
・
諸
公
・
諸
主

「
村
戸
」
に
つ
い
て
は
、

ム
ラ
ト
・
ム
ラ
へ
の
二
訓
の
対
立
が
あ
る
。
古
く

-
諸
万
自
」
な
ど
型
と
し
て
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

は
も
っ
ぱ
ら
ム
ラ
ト
と
訓
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
を
多
く
の
妻
戸
と
す
る

命「

」
の
本
文
に
よ
り
、
こ
れ
を
固
有
名
詞
と
解
し
た
い
。

有
名
詞
に
接

古
注
の
説
は
こ
の
文
脈
に
落
ち
つ
け
が
た
い
。
次
い
で
村
人
の

す
る
説
が

「
ら
」
の
接
し
た
実
例
、
「
憶
良
ら
(
一
三
二
七
と
が
あ
る
こ
と
も
、
側
面

現
わ
れ
る
が
、

ト
の
甲
乙
の
違
い
や
ム
ラ
ヒ
ハ
ビ
〉
ト
の
ヒ
(
ピ
)
の
脱
落
の

か
ら
の
支
え
に
は
な
ろ
う
。

想
定
と
い

っ。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

「
当
り
よ
く
練
ら
れ
た
多
く

「
練
」
に
つ
い
て
は
、
念
入
り
に
手
を
加
え
て
、
そ
の
も
の
の
果
す
べ
き
機

の
言
葉
(
旧
版
全
注
釈
〉
」
と
す
る
説
は
、

そ
う
考
え
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い

能
を
最
大
限
に
発
揮
し
う
る
よ
う
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
意
で
、
元
来
賛

な
い
と
は
い
え
、
注
目
し
て
よ
い
見
解
で
あ
る
。

辞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

七
七
四
の
「
こ
と
ば
」
と
七
七
三
の
「
村
戸
」
を
関
連
さ
せ
よ
う
と
い
う
意

中
平
口
口
五
月
丙
午
造
作
(
支
)
(
万
)

(
剛
〉
:
:
:
(
東
大
寺
山

t
、
以
前
か
ら
も
底
流
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
が
『
全
注
釈
』
に
至
っ
て
そ

古
墳
出
土
金
象
最
太
万
銘
〉

れ
が
表
面
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
上
に
『
私
注
』
の
訓
ム
ラ
へ
が

口
四
年
口
月
十
一
日
丙
午
正
陽
造
百
練
(
鉄
)
七
支
万
(
石

現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
訓
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
は
「
む
ら
な
へ

(
三
四
一

七
支
万
銘
)

八〉」

に
「
占
(
う
ら
へ
)
」
の
二
重
形
と
認
め
る
こ
と
に
あ
る
。
け
れ

の
よ
う
に
、
古
く
中
国
で
太
万

の
賛
辞
と
し
て
「
百
練
」
が
用
い
ら

ど
も
、
こ
こ
で
も
へ
の
甲
乙
が
相
違
す
る
し
、
そ
の
上
ウ
と
ム
の
相
通

ね
り
の
む
ら
と

五
七



ね
り
の
む
ら
と

五
八

る
こ
と
も
、
こ
の
場
合
は
問
題
で
あ
る
。

り
、
『

な
ど
で
触
れ
て
い
る
、

腎
臓
は
精
気
の

と
す
る

中
古
以
後
例
の
多
い
ウ
と
ム
の
相
通
は
、

ウ
メ
l
l
ム
メ
、

ウ
マ
|
ム
マ
、

ウ

漢
籍
の
知
識
を
導
入
し
た
上
で
、
更
に
巧
妙
な
手
練
手
管
と
い
う
意
に
持
っ
て

バ
ラ
|
ム
バ
ラ
な
ど
、
唇
音
系
の
子
音
に
先
行
す
る
場
合
に
限
ら
れ
、
表
記
上

い
く
な
ど
、
極
端
な
拡
大
解
釈
を
施
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

の
問

と
か
ら
め
て
説
明
で
き
る
が
、

のJ

-

フ
l
l
ム
-
フ
沖
um

、
ウ
タ
ク
l
ム
ダ
ク
の

有
名
詞
「
説
弟
」
を
い
き
な
り
持
ち
出
す
こ
の
歌
は
、
作
者
大
伴
家
持
と
、

よ
う
に
同
じ
歯
茎
音
系
子
音
に
先
行
す
る

で
そ
れ
か
と

わ
れ
る
例
は
あ

相
手
の
坂

の
間
だ
け
に
成
り
立
つ
狭
い

と
し
て
い
る
と
認
め

っ
て
も
、
音
戸
的
な
説
明
は
施
し
が
た
い
。
し
か
も
『
私
注
』
説
で
は
ネ
リ
を

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
名
は
、
そ
の
人
を
知
る
人
に
と
っ
て
は
ご
く
日
常
的

実
証
を
欠
く
黄
萄
襲
と
解
す
る

理
を

ね
て
い
る
た
め
、
こ
と
さ
ら
に
承
認

な
語
で
あ
る
が
、
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
逆
に

を
絶
す
る
語
で
あ

J
A

，、‘『-、。

1
よ
ゴ
ー
し

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ご
く
限
ら
れ
た
場
が
存
在
す
る
限
り
、
右
の
よ

甲
乙
の
矛
盾
を
回
避
す
る
形
で
ム
ラ
へ
説
を
進
め
た
の
が
『
注
釈
』
で
あ
る
。

う
な
拡
大
解
釈
を
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
う
る
だ
け
の
黙
契
が
二
人
の
聞
に
存

こ
こ
で
は

「
占
戸
」
す
な
わ
ち
占
部
の
部
民
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も

し
た
こ
と
も
全
く
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

に
そ
う
主
張
し
う

「
諸
弟
」

」
と
続
く
文
脈
の
内
部
で
「
占
の
こ
と
ば
」
と

き
か
え
て
し
ま

る
だ
け
の
他
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
直
ち
に
は
承
認
し
が
た
い
。

う
と
い
う
大
幅
な
飛
躍
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四

一方、

ム
ラ
ト
説
に
と
っ
て
強
力
な
支
柱
が
改
訂
版
『
全
註
釈
』
で
見
出
さ

れ
た
。
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』

以
下
、

の
い
く
つ
か
の

従
来
の
諸
説
に
対
す
る
右
の
よ
う
な
批
判
に
立
っ
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
考

や
音
義
の

-』、

」
の
字
に
対
し
て
ム
ラ
ド
の
施
訓
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

え
た
い
。

こ
の
語
の
場
合
ト

と
確
認
で
き
、
「
村
戸
」
の
表
記
と
の
矛
盾
が
な
い
。

ま
ず
、
「
村
戸
」
が
七
七
四
の
で
」
と
ば
」

と
無
関
係
で
は
な
く
、

-
む
し
ろ

こ
の
後
、
『
岩
波
古
典
大
系
』
や

『
小
学
館
古
典
全
集
』
な
ど
、

こ
の
一
諮
問
に
よ

の
大
き
な
部
分
が
重
な
り
合
う
も
の
と
見
る
立
場
に
私
も
立
つ
。

「
こ
と

っ
て
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
ふ
え
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
腎
臓
の
意
の
ム
ラ

ば
」
と
い
う
語
は
、
上
代
に
お
い
て
決
し
て
多
く
の
用
例
を
持
つ
も
の
で
は
な

ド
を
こ
の

の
文
脈
に
落
ち

、
か
っ
「
こ
と
ば
」
と
い
う
意
に
近
づ
け
る

、，、、

b
A
U
 

コ
ト
と
ハ
と
に
分
析
し
う
る
そ
の

か
ら
す
れ
ば
、
元
来
、

一
連
の

た
め
に
は
、

或
い
は

「
む
ら
き
も
の
」
を
手
が
か
り
に
心
H
H
腎
と
認
め
た

発
言
の
断
片
、
こ
と
ば
の
は
し
ば
し
の
意
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
七
七
四
の
文



に
代
入
し
て

な
い
。
「
村
戸
」
が
そ
れ
に
近
い
意
義
を
担
う

云
=
布
斗
能
理
斗
-
(
神
代
紀
上
、

ニ
の
一

」
の
よ
う
に
、
甲

で
表
記
さ

も
の
と
す
れ
ば
、
七
七
三
の
第
一
句
と
の
関
連
も
鮮
明
化
す
る
。

コ
ト
ト
ハ
ヌ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
敷
万
能
里
等
其
等

(
万
葉
・
四

O
三
一
)
」

で
は
乙

木

つ
ま

な
し
え
な
い
木
と
、

コ
ト
ト
フ
能
力
を
持
つ
人
間
、

で
あ
る
が
、

オ
段
乙
類
母
音
を
持
つ
コ
ト
が
す
ぐ
下
に

を
起
、
」
し

一寸

」
と
の
対
比
と
い
う
形
で
こ
の
歌
の
構
造
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

つ
つ
熟
合
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
本
来
の
甲
類
母
音
が
逆
行
同
化
の
結
果
乙

か
ら
で
あ
る
。

類
に
転
じ
た
と
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

ノ
リ
ト
の
ト
は
も
と

す
で
に

め
た
と
お
り
、

ム
ラ
ト
ま
た
は
ム
ラ
へ
を
分
析
を
要
し
な
い
単
一

甲
類
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

の
語
と
見
る
立
場
、
あ
る
い
は
ム
ラ
へ
を
ム
ラ
|
へ
に
分
析
す
る
立
場
か
ら
は
、

右
の
神
代
紀
の
フ
ト
ノ
リ
ト
に
対
し
て
、
古
典
文
学
大
系
『
日

の

こ
れ
と
「
こ
と
ば
」
と
の
つ
な
が
り
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
。

頭
注
は
コ
ト
ド
の
ド
と
同
じ
も
の
で
呪
言
の

し
て
い
る
。

「
各
対
立
而
、

こ
の

二
単
位
乃
至
三
単
位
の
複
合
と
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
は
可
能

度

-
之
時
(

-
上
〉
〉
「
絶
妻
之
誓
、
教
云
ニ
許
等
度
-
(
神
代
紀
上
、

そ
の
後
に
伊
弊

で
あ
っ
て
も
、

ム
l
ラ
l
ト
(
へ
〉
と
い
う
三

は
、
ラ
行
音
一
音
で
構
成

第
六
の
一

」ー

に
ト
を
甲
類
で
表
記
し
て
い
る
コ
ト
ド
は
、

さ
れ
る
単
位
が
こ
の
位

で
は
認
め
が
た
い
点
か
ら
不
成
立
で
あ
る
し
、

ふ、

寸
の
日
に
千
人
を
殺
そ
う
と
い
う
発
言
、
伊
弊
諾
尊
の
千
五
百
人
を
生
も
う

ラ
ト
(
へ
)
と
い
う
こ
単
位
複
合
も
、
ラ
行
頭
音
を
持
つ
単
位
を
含
む
こ
と
か

と
い
う
発
言
が
続
く
と
こ
ろ
か
ら
、
全
体
と
し
て
呪
的
発
言
の
意
を
表
わ
す
こ

ら
、
や
は
り
不
成
立
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

ム
ラ
l
ト
と
い
う
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

見
る
立
場
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
村
l
戸
と
い
う
字
が
宛
て
ら

れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
分
析
の
し
方
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

の
ト
や
ト
コ
ヒ
ド
の
ド
も
含
め
て
、
神
に

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
の
ノ
リ
ト
の
項
で
は
、
こ
の
他
に
チ
ク
ラ
オ
キ
ト

げ
る
呪
的
な
も
の
の
意
を
ト
が
表

ム
ラ
に
つ
い
て
は
、
名
調
に
冠
し
て
群
が
っ
た
も
の
、
同
種
の
も
の
の

ぷ為
口

わ
す
と
し
て
い
る
。
「
千
位
置
戸
(
古

)
」
「
千
座
置
戸
(
神
代
紀
上
、
第

体
を
表
わ
す
接
頭
語
ム
ラ
が
ま
ず
想
定
で
き
る
。
甲
類
の
ト
一
音
で
成
り
立
つ

四
の
一

」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
チ
ク
ラ
オ
キ
ト
は
、
通
常
、
罪
を
償
う

た
め
に
さ
し
出
す
品
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
最
終
的
に
は
チ
ー
ク
ラ

名
調
で
、

コ
ト
パ
と
通
情

る
語
が
存
在
す
れ
ば
、

ム
ラ
は
こ

の
接
頭
語
と
し
て
処
理
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
向
か
ら
目
に
留
ま
る
の
が

ー
オ
キ
|
ト
の
四
単
位
に
分
析
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
表
記

「
の
り
と
」

の
ト
で
あ
る
。

「
布
万
詔
戸
言

ハ
古
事
記
・
上
)
」
「

レレι
n
r
 

の

二
字
ず
つ
の
組
合
せ
に
対
応
す
る
チ
ク
ラ

l
オ
キ
ト
と
解
し
が
ち
な
こ

ね
り
の
む
ら
と

五
九



ね
り
の
む
ら
と

六
O

と
は
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
右
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

B

「
ノ
。

の
ト
で
表
わ
さ
れ
る
一
音
節
語
を
「
処
」
の
意
で
統
一
的
に
把
握
し

う
が
、
こ
の
把
握
は
果
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ヲ
へ

に
は
、
こ
れ
が
「
千
座
置
戸
之
解
除
」
と
な
っ
て
い
る
。
品
物
の

『
神
代
紀
上
』

の
第
三
の

ょ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
(
西
宮
一
民
「
上
代
一
音
節
語
の
研
究
」
、

一

皇

一輯)。

そ
こ
で
は
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
語
群
を
一
括

ハ
ラ
フ
の
名
調
形
ハ
ラ
へ
、
す
な
わ
ち
載
う
た
め
の
も
の
の

表
わ
す
と
見

し
、
「
事
物
、

の
特
殊
な
場
所
。

接
尾
語
的
に
用
ゐ
る
」
と
ま
と
め
ら
れ

ら
れ
る
「

」
の
一
一
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ち
く
ら
お

て
い
る
。
立
証
の
過
程
に
は
必
ず
し
も
賛
同
し
が
た
い
部
分
が
あ
る
し
、
右
の

き
と
を
負
す
」
と
い
う
の
は
、
千
の
机
に
盛
る
ほ
ど
の
莫
大
な
債
務
を
負
わ
せ

ま
と
め
方
に
も
批
判
の
余
地
が
あ
る
が
、
統
一
的
に

を
把
握
す
べ
き
一
群

る
意
で
は
な
く
て
、
そ
の
莫
大
な
代
償
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
解
放
さ

と
認
め
る
点
で

の
め
ざ
す
方
向
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

れ
う
る

え
る
意
と
考
え
る
。

つ
ま
り
こ
の
語
は
、

一
次
的
に
は
チ
ク

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

の
ト
一
音
で
形
造
ら
れ
る
語
に
「
人
を
呪
縛
す

ラ
オ
キ
i
ト
と
分
析
す
べ
き
で
あ
り
、

ト
は
そ
の
呪
縛
を
与
え
る
呪
言
の
意
と

る
よ
う
な
重
大
発
言
」
の
意
を
認
め
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
接
頭
語
ム

ト
コ
ヒ
ド
は
次
の
文
中
に
見
え
る
語
で
あ
る
。

す
る
語
と
し
て
は
、
上
代
に
「
む
ら
肝
、
む
ら

ラ
と
の
連
接
関
係
に
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ム
ラ
を
冠

き
め

む
ら
雨
、
む
ら
竹
、
む
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

如
v
此
令
v
誼、

v
於
ニ
畑
上
(
是
以
其
兄
、
八
年
之
問
、
干
萎
病
枯
、
故
、

玉
、
む
ら
鳥
、
む
ら
山
」
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
視
覚
で
う
け
止
め
る
こ
と

其
兄
患
泣
、
請
ニ
其
御
祖
-
者
、
即
令
v
返
ニ
其
詔
戸
一
於
v
是
、
其
身
如
v
本、

が
で
き
、
あ
る
実
質
的
な
具
象
性
を
持
つ
語

ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
』
」

以
安
平
也
(

-
中
〉

れ
に
対
し
て
、
右
の
よ
う
な
ト
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に

る
限
り
は

こ
の

に
即
す
る
限
り
、

ト
コ
ヒ
ド
は
、
兄
を
呪
縛
し
て
い
た
品
物
と
見
る

る
か
に
抽
象
的
で
、

ム
ラ
と
の
聞
に
な
に
が
し
か
の
違
和
感
を
残
す
こ
と
を
否

よ
り
も
、
自
己
を

つ
け
て
い
る
の
ろ
い
の
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

定
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、

人
々
の
心
に
生
き
て
い
た
時
代
に
お

を
解
く
た
め
に
自
己
の
側
か

す
る
行
為
を
「
返
す
」
と
表
現
し
た
も
の

い
て
は
、
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
は
る
か
に
実
体
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の

と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
。
「
こ
と
ど
を
渡
す
」
「
と
こ
ひ
ど
を
返
す
」
と
い
う
表
現
の
中
に

以
上
の
ト
を
通
じ
て
、
神
の
意
志
を
背
後
に
お
い
て
発
す
る
、
個
人
の
運
命

も
、
そ
う
し
た
実
体
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
接
頭
語
「
む
ら
」
を

大
な
か
か
わ
り
を
持
つ

の

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
も
、
現
在
感
じ
る
よ
う
な
違
和
感
は
少
な
か
っ
た
の



で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
と
い
う
対
比
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

右
の
解
し
方
に
従
え
ば
、
名
詞
「
あ
ぢ
さ
ゐ
」
が
副
助
詞
「
す
ら
」
を
伴
う

修
飾
を
受
け
と
め
て
句
を
構
成
し
、
第
三
旬
以
下
と
対
立
す
る
と
い
う
文
構
造

「
村
戸
」
を
右
の
よ
う
に
解
す
る
時
、
こ
の
語
の

は
「
一
群

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
脈
に
支
え
ら
れ
て
名
詞
が
臨
時
に
叙
述
力
を

の

発
言
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
で
さ
え
聞
く
者
の

伴
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

て
身
動
き
を
許
さ
ぬ
発
言
で
あ
る
。
そ
れ
が
く
り
か
え
し
発
せ
ら
れ
た
の
だ
か

こ
の
歌
で
、
あ
じ
さ
い
は
色
で

の
機
能
の
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ら
、
否
応
な
し
に
全
幅
の

は
欺
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
発
言
は
、

し る
。
末
句
「
あ
ざ
む
か
え
け
り
」
の
内
容
が
、
こ
の
名
調
の
内
包
す
る
性
格
と

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
じ
さ
い
に
伴
な
わ
れ
た
こ
の
用
の
面
が
、

か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
結
果
と
し
て

「
と
」
と
呼
ぶ
べ
き
様
相
は
持
ち
な
が
ら
、

そ
の
実
、
偽
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た

文
脈
内
部
に
お
い
て
叙
述
力
を
発
動
さ
せ
た
も
の
と

し
た
い
。

の
で
あ
る
。

「
と
」
な
ら
ぬ
内
容
を
「
と
」
に
仕
立

τあ
げ
た
の
が
、
発
言
者

以
上
の
見
方
に
基
づ
い
て
こ
の
歌
に
私
訳
を
試
る
な
ら
ば

「
諸
弟
」

の

で
あ
る
。

そ
の
人
は
恐
ら
く
家
持
と

の
聞
を
つ
な

わ
ぬ
木
に
だ
っ
て

り
気
な
あ
じ
さ
い
の
よ
う
に
信
用
な
ら
な
い
の

ぐ
間
使
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
い
き
な
り
そ
の
固
有
名
を
歌
に
持
ち
こ
む

が
あ
る
。
ま
し
て
口
八
丁
の
諸
弟
め
と
知
り
な
が
ら
、
そ
の
う
ま
い
御
託

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

持
は
諸
弟
の
口
の
巧
み
さ
も
先
刻
知

宣
の
数
々
に
ま
ん
ま
と
の
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

り
ぬ
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
ま
ん
ま
と
欺
き
お
お
せ
た
弁
舌

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
っ
た
ん
は
本
気
で
信
じ
て
、
諸
弟
の

に
あ
る

の
巧
妙
さ
を
さ
し
て
「
練
り
」
と
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
嬢
の
愛
の
あ
か
し
を
待
っ
て
い
た
が
、
空
し
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
と
ば
を
通
じ
て
い
っ
た
ん
信
じ
こ
ま
せ
、
あ
ら
ぬ
方
向
へ
導
い
て
い
く
の

が
諸
弟
で
あ
る
な
ら
ば
、
物
言
わ
ぬ
木
で
あ
る
「
あ
じ
さ
い
」
に
も
似
た
能
力

穴

カf

っ
て
い
る
。
花
の
変
色
で
知
ら
れ
た
こ
の
木
は
、

い
わ
ば
移
り
気
で
信

万
葉
集
巻
四
は
、

復
会
相
聞
往
来
」

の
注
記
を
も
っ
七
二
七

の

け
な
い
木
で
あ
る
。
こ
の

の
構
造
は
、
先
に
一

し
た
よ
う
に
、
物

か
ら
後
、
家
持
と
坂

の
や
り
と
り

に

し
て
い
る
。
こ
の

言
わ
ぬ
あ
じ
さ
い
は
色
で
人
を
欺
き
、

口
達
者
な
諸
弟
は
』
」
と
ば
で
人
を
歎
い

が
巻
四
の
こ
の

か
れ
て
い
る
ζ

と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
歌
群
内
部

ね
り
の
む
ら
と

六一



ね
り
の
む
ら
と

六一一

に
流
れ
る
家
持
の
心
理
の
移
り
変
り
と
か
ら
め
て
別
に
論
じ
た
い
と
思
う
が
、

七
二
七
で
お
ず
お
ず
と
歌
を
贈
っ
た
家
持
は
、
七
七

O
以
下
の
五
首
に
至
っ
て

相
手
を
か
ら
か
え
る
ま
で
に
心
理
的
距
離
を
解
消
し
、
親
し
さ
を
確
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
七

O
以
下
の
五
首
は
、
冒
頭
に
自
ら
の
気
持
の
不
変
を

ぃ
、
以
下
に
相

手
の
不
実
を
な
じ
る
歌
を
配
し
て
い
る
。
閉
じ
め
の
七
七
四
で
、
間
使
い
、
諸

弟
に
対
し
て
「
我
れ
は
頼
ま
じ
」
と
歌
っ
た
の
は
、
そ
の
背
後
を
支
え
る
大
嬢

の
意
志
に
対
し
て
不
信
感
を
ぶ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
も

っ
て
二
人
の
関
係
が
決
定
的
な
破
局
を
迎
え
た
も
の
と
は
勿
論
考
え
る
べ
き
で

な
い
。
事
実
は
全
く
逆
で
、
こ
う
表
現
し
て
も
相
手
は
傷
つ
く
ど
こ
ろ
か
笑
い

流
し
て
く
れ
る
と
い
う
信

が
そ
こ
に
は
認
め
ら
れ
る
。
表
面
は
怨
む
歌
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
は
気
軽
に
か
ら
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
む
ら
と
」
は
、
文
脈
か
ら
切

ば
す
こ
ぶ
る
重
々
し
い
内
容
を
持
つ

語
で
あ
る
。
そ
の

々
し
さ
に
引
き
つ
け
れ
ば
、

一
介
の
間
使
い
に
す
ぎ
な
い

諸
弟
は
託
宣
め
い
た
こ
と
ば
を
口
に
す
る
予
言
者
的
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の

を
通
じ
る
気
軽
さ
、

か
ら
か
い
の
気
分
の
中
に

づ
け
て
み
れ
ば
、

二
人
の
間
に
お
い
て
は
ご
く
日
常
的
な
人
物
で
あ
る
諸
弟
を
か
く
重
々
し
く
見

立
て
る
こ
と
で
、
家
持
は

と
共
に
歌
の
世
界
に
遊
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

付
記
・
本
稿
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
六
日
、
大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
で
行
わ
れ
た
万
葉
学
会
研

究
発
表
会
に
お
け
る
口
頭
表
発
を
骨
子
と
す
る
。
そ
の
場
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
貴
重
な
意
見

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
あ
わ
せ
記
し
、
謝
意
を
表
し
た
い
。
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希
望
の
方
は
、
そ
の
む
ね
を
明
記
し
、
六
月
五
日
ま
で
に
、
学
会
事
務
局
あ
て
、
ご

通
知
下
さ
い
。
常
時
業
旅
行
お
よ

は

の
都
合
上
、
予
定
数
(
五
十
名
〉

に
達
し
次
第
〆
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

O
第
二
十
七
回
高
葉
学
会
全
国
大
会

旅
行
費
、
昼
食
代
等
は
、
学
会
当
日
(
七
月
五
日
〉
会
場
受
付
に
て
申

昭
和
五
十
年
度
の
大
会
を
次
の
要
領
に
て
開
催
の
予
定
で
す
(
詳
細
は
次
号
に

受
け
ま
す
。

し
ま
す
)
。

』
入
用
の
方
は
、
返
信
料
を
封
入
の
う
え
、
学
会
事
務
局
ま
で
お
申
越

七
月
五
日
(
土
)
午
後
一
時
1
四
時
、
会
場
交
渉
中
(
大
阪
市
内
)
。

し
下
さ
い
。

師

大
阪
市
立
大
学
教
授

直
木
孝
次
郎
氏

" 

小
島

り
、
公
共
済
大
阪
宿
泊
所
「
な

憲
之
氏

※
宿
舎
の
ご
斡
旋
は
致
し
ま
せ
ん
が
、
左
記
の
よ

討
の
う
え
、
お
早
目
に
各
自
ご
予
約
下
さ
い
。

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
検

懇

会

七
月
五
日
〈
土
)

大
阪
共
済
会
館

市
東
区
法
円
坂
町
六
1

四

に
わ
会
館
」
(
会
費
四
千
円
)

ハ
地
下
鉄
谷
町
線
谷
町
九
丁
目
下
車
、
ま
た
は
近
鉄
上
本
町
六
了
目
下
車
ぜ

な
に
わ
会
館

電

(
O六
〉
九
四
一
ー
ー
六
二
四
三
番

大
阪
市
天
王
寺
区
石
ケ
辻
町
三
八
l
一

研
究
発
表
会

七
月
六
日
(
日
〉
午
前
十
時
よ
り
、
帝
塚
山
学
院
大
学

電

(
O六
)
七
七
二
|
一
四
四
一
番

〈
南
海
高
野
線
金
剛
駅
よ
り
通
学
パ
ス
)

以

和

貴

荘

市
阿
倍
野
区
松
崎
町
三

一一一

高
葉
旅
行

宮
祉
め
ぐ
り
、
遺
跡
、
遺
構
、
出
土
品
見
学
(
パ
ス
設
定
)

カ

電

(
O六
)
六
一
一

l
一
二
七
五
番

ホ
テ
ル

大
阪
市
北
区
梅
田
町

電

(
O六
)
三
七
二
l
六
六

番

鴨
神
社
|
(
ケ
ー
ブ
ル
)
|
葛
城
山

解
散
)

葛
城
高
原
ロ
ッ
ジ
(
一
泊
、

※
既
報
(
第
八
十
六
号
)
の
通
り
、
研
究
発
表
(
二
十
五
分
、
質
疑
五
分
)
ご
希
望
の

方
は
、
題
名
・

-
職
名
・
氏
名
を
明
記
し
、
要
旨
(
八
百
字
程
度
〉
を
添

言ト

え
て
、
五
月
十
日
ま
で
に
、
学
会
事
務
局
(
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目
、
関
西
大
学

文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
高
薬
学
会
)
あ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
懇
親
会
に
ご
出
席
の
方
、
高
葉
旅
行
に
ご
参
加
の
方
、
研
究
発
表
会
当
日
の
昼
食
ご

木
市
之
助
氏
は
、
旧
脳
十
二
月
二
十
三
日
、
名
古
屋
市
の
自
宅
に
て
亡

く
な
ら
れ
た
。
つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

六
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会
、
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
千
六
百
圃
の
会
費
〈
誌
代
を
含

む
)
を
左
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
官
一
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
ハ
郵

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

投

定

記

一
、
内
容

文。

は
原
則
と
し
て
四

(
た
だ
し
「

限
る
。

に
関
連
す
る
各
分
野
の
研

は
、
ま
に
波
及
し
、
入
学
料
、

授
業
料
値
上
げ
の
発
表
、
そ
れ
に
反
対
す
る
学
生

の
憂
慮
す
べ
き
行
動
と
い
う
状
況
が
再
現
さ
れ
そ

う
だ
が
、
学
会
の
開
催
、
学
会
へ
の
参
加
と
い
う

研
究
活
動
に
支
障
の
生
じ
な
い
こ
と
を
ひ
た
す
ら

祈
る
の
み
で
あ
る
。

O
物
価
値
上
り
と
い
え
ば
、
機
関
誌
「
蔦
葉
」
の
頒

価
も
、
抑
え
ら
れ
る
だ
け
抑
え
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
が
、
ご
投
稿
の
論
文
に
地
図
や
図
版
を
挿
入

さ
れ
る
際
に
は
、
製
版
所
を
煩
わ
す
こ
と
の
な
い

精
密
な
も
の
を
お
添
え
に
な
る
よ
う
、

し
た
し

三
十

々
」
欄
は
十
枚
以

内〉。

否
決
定

一
切
返
却
し
な
い
。

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
際
に
は
本
誌
三
部

抜
刷
の
作
製
ハ
実
費
執
筆
者
負

か
じ
め
希
望
の
あ
る
場
合
に
限
る
。

• 

す
る
。

は
、
あ
ら

上
、
不
定
期
刊
行
に
な
っ

て
い
た
「
高
葉
」
を
、
会
則
通
り
「
季
刊
誌
」
と

し
て
の
常
態
に
復
す
べ
く
、
馬
車
馬
の
よ
う
な
一

年
を
過
ご
し
て
そ
の
目
的
を
達
し
た
が
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
会
員
諸
賢
の
御
批
判
に
侯
ち
た

い
と
思
う
。

O
五
十
年
度
の
大
会
は
、
諸
般
の
状
況
に
鑑
み
て
秋

季
を
避
け
、
夏
休
み
前
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
参
加
ご
予
定
の
か
た
は
、
早
め
に
ご

い

た

い

。

(

井

手

、

会

学

会

一
、
本
会
は

称
す
る
。

、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
あ
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

葉
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は

献
の

す
る
見
学
旅
行
、
文

研
究
発
表
会
、

至〉

ノ、

四

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
日
印
刷

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
五
日
発
行
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目
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学
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学
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丑
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蘭

'

曾

大
阪
二
九
一
四
七
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京
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区
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町
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九
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者

大

地
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四

百

送

料

十

五


